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はじめに

このマニュアルは，Virtual File Platform（HVFP）の API の使用方法について説明

したものです。

  対象読者

  マニュ アルの構成

  マニュ アル体系

  このマニュ アルでの表記

  このマニュ アルで使用する記号

  このマニュ アルで使用する構文要素

  KB （キ ロバイ ト ） などの単位表記について
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対象読者
このマニュアルは，API を使用して，HVFP の管理アプリケーションを開発する方にお読みいた

だくことを前提に説明しています。

また，次の知識をお持ちであることを前提にしています。

• HVFP の運用および管理に関する知識

• REST インターフェースを使用したアプリケーションプログラミングに関する知識

マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

マニュアル体系
HVFP のマニュアル体系を次に示します。

章 内容

1. API の概要 HVFP の API を使用する場合のシステム構成，リソースとプロパティ，

HTTP メソッド，リクエストの実行方法，HTTP ステータスコード，リク

エストおよびレスポンス時の入出力形式，クエリパラメーター，リクエス

トヘッダーおよびレスポンスヘッダーなどについて説明しています。

2. アクセスと認証 HVFP にアクセスするための URI，URI についての考慮事項，認証情報の

指定方法，および SSL 証明書について説明しています。

3. リソース それぞれのリソースで使用できる HTTP メソッドの種類，各メソッドのリ

クエスト XML とレスポンス XML の構造，プロパティの詳細，リクエス

ト先の URI，およびメソッドが終了したときに返されるステータスコード

について説明しています。

A. API の使用例 API の使用方法を例を挙げて説明しています。

マニュアル名 内容

Virtual File Platform ファース

トステップガイド（IF301）

HVFP をセットアップする前に検討しておくべきこと，および，セット

アップの手順について説明しています。

Virtual File Platform システム

構成ガイド（IF302）

HVFP を運用するために， 初にお読みいただくマニュアルです。

HVFP の運用を開始する前に理解または検討しておいていただきたいこと

や，外部サーバの環境設定などについて説明しています。

Virtual File Platform セット

アップガイド（IF303）

HVFP のセットアップ方法について説明しています。

仮想サーバで HVFP を運用する場合は，「仮想サーバ環境セットアップガ

イド」（IF304）をお読みください。

Virtual File Platform 仮想サー

バ環境セットアップガイド

（IF304）

HVFP での Virtual Server のセットアップ方法について説明しています。

Virtual File Platform 仮想サー

バ環境セットアップガイド別紙

（IF318）

HVFP における Virtual Server の性能に関する説明をしています。

Virtual File Platform ユーザー

ズガイド（IF305）

HVFP を運用するために必要な手順や GUI リファレンスなどを説明して

います。
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このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品の名称を省略して表記しています。このマニュアルでの表記と，製品

の正式名称または意味を次の表に示します。

このマニュアルで使用する記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用しています。

Virtual File Platform ファイル

アクセス（CIFS/NFS）ユー

ザーズガイド（IF306）

CIFS または NFS クライアントから，HVFP の CIFS サービスまたは

NFS サービスを利用するに当たって，事前に知っておいていただきたいこ

とや，注意する必要があることについて説明しています。

Virtual File Platform ファイル

アクセス（Quota）ユーザーズ

ガイド（IF307）

ファイルシステムやディレクトリに Quota を設定する際に，事前に知って

おいていただきたいことや，注意する必要があることについて説明してい

ます。

Virtual File Platform トラブル

シューティングガイド

（IF308）

HVFP の障害対策を説明しています。

Virtual File Platform トラブル

シューティングガイド別紙

（IF309）

HVFP のソフトウェア障害の回復手順について説明しています。

Virtual File Platform インス

トールガイド（IF310）

HVFP のインストール方法について説明しています。

Virtual File Platform コマンド

リファレンス（IF311）

HVFP で使用できるコマンドの文法について説明しています。

Virtual File Platform API リ

ファレンス（IF312）（このマ

ニュアル）

HVFP の API の使用方法について説明しています。

Virtual File Platform メッセー

ジリファレンス（IF313）

HVFP のメッセージについて説明しています。

Virtual File Platform メッセー

ジリファレンス別紙（IF314）

HVFP の SNMP Trap にて通知されるメッセージについて説明しています。

Virtual File Platform 

ESMPRO 通報設定（IF315）

ESMPRO と連携して通報を行うための設定方法について説明しています。

Virtual File Platform  

BackupRestore 機能補足資料

（NetBackup)（IF316）

NetBackup のマニュアルの理解を補助するためのものです。

Virtual File Platform システム

動作情報のグラフ化手順書

（IF317）

HVFP のシステム動作情報をグラフ化する手順について説明しています。

マニュアル名 内容

このマニュアルでの表記 製品名称または意味

HVFP Virtual File Platform

Windows Microsoft(R) Windows(R) Operating System
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このマニュアルで使用する構文要素
このマニュアルで使用する構文要素（設定値やファイル名などに指定できる値）の種類を，次の

ように定義します。

注 すべて半角で指定してください。

KB（キロバイト）などの単位表記について

1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト），1PB（ペタ

バイト）はそれぞれ 1,024 バイト，1,0242 バイト，1,0243 バイト，1,0244 バイト，1,0245 バイト

です。

記号 意味

［　］ 画面，メニュー，ボタン，キーボードのキーなどを示します。

（例）

［CIFS Service Management］ページ

＜　＞ 可変値であることを示します。

（例）＜ホスト名＞ . ＜ポート番号＞

実際のホスト名が「host0」，ポート番号が「1024」の場合，「host0.1024」と

指定することを示します。

… この記号の直前に示された項目を繰り返して複数指定できます。項目を複数指定す

る場合は，項目の区切りにコンマ（,）を使用します。

（例）A,B,…
「A の後ろに，B を複数指定できる」ことを示します。

種類 定義

数字 0 ～ 9

英数字 A ～ Z　a ～ z　0 ～ 9
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1.API の概要

Virtual File Platform（HVFP）の API は，HVFP を管理するアプリケーションプロ

グラムを作成するためのインターフェースです。

この章では，HVFP の API を使用する場合のシステム構成，リソースとプロパティ，

HTTP メソッド，リクエストの実行方法，HTTP ステータスコード，リクエストお

よびレスポンス時の入出力形式，クエリパラメーター，リクエストヘッダーおよびレ

スポンスヘッダーなどについて説明します。

 1.1 API を使用し てでき る こ と

 1.2 システム構成

 1.3 使用上の注意事項

 1.4 リ ソース と プロパテ ィ

 1.5 HTTP メ ソ ッ ド

 1.6 リ ク エス ト の実行方法

 1.7 HTTP ステータ ス コード

 1.8 入出力形式

 1.9 ク エ リ パラ メ ーター

 1.10 リ ク エス ト ヘッ ダー

 1.11 レ スポン スヘッ ダー

 1.12 エラー発生時のレ スポン ス XML
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1.1 API を使用してできること

HVFP では，HTTP REST（REpresentational State Transfer）インターフェース形式の API を

提供しています。API を使用することで，HVFP をネットワークに接続するための設定や，ファ

イルシステムの作成などの操作が可能です。

1.2 システム構成
HVFP の API を使用する場合のシステム構成を次の図に示します。

 HVFP 

HVFP は，ネットワーク上のクライアントに対してファイルシステムのサービスを提供する

ためのシステムです。

HVFP API クライアント

HVFP API クライアントは，HVFP に API を使用して接続し，HVFP のノードを管理しま

す。HVFP API クライアントは，API を使用してリクエストを送信し，処理結果（レスポン

ス）を API を通じて受信します。HVFP API クライアントは，HVFP のノードと通信できる

ように設定しておく必要があります。

ファイルシステムを利用するクライアント

CIFS 共有または NFS 共有を使用してファイルシステムを利用できます。

1.3 使用上の注意事項
HVFP の API は，リクエストの処理が 30 分以内に完了しない場合，タイムアウトによって処理が

中断します。

1.4 リソースとプロパティ
HVFP の API を使用すると，リソースを管理できます。リソースには，FileSystem，

ProcessingNode，Routing などがあります。

リソースはプロパティを持っていて，プロパティの値でリソースを定義します。

図 1-1 : システム構成
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それ自身がリソースとして扱われるプロパティもあります。

リソースを識別するには，URI を使用します。例えば，次の URI は system.example.comとい

う名称の HVFP システムにある，fs01という名称の FileSystem リソースを表しています。

https://system.example.com:9090/mapi/FileSystems/fs01

プロパティにはデータ型があります。プロパティのデータ型には，String，Integer および

Boolean があります。例えば，FileSystem リソースの fileSystemName プロパティのデータ型は

String です。

1.5 HTTP メソッド

HVFP の API がサポートする HTTP/1.1 のメソッドを次の表に示します。

表 1-1 : サポートする HTTP メソッド

HVFP の API では，すべてのリソース URI に対して OPTIONS メソッドを使用できます。特定

のリソース URI に対して OPTIONS メソッドをリクエストすると，使用できる HTTP メソッド

の種類と，それぞれのメソッドでサポートされている MIME タイプが返されます。

OPTIONS メソッドをリクエストすると，レスポンスには次の内容が含まれます。

• Allow ヘッダー

リクエスト URI でサポートされている HTTP メソッドの一覧です。

例えば，GET，HEAD および POST メソッドをサポートしている URI に対して OPTIONS

メソッドをリクエストすると，レスポンスには次のような Allow ヘッダーが含まれます。

Allow: OPTIONS, GET, HEAD, POST

• WADL

リクエスト URI について各 HTTP メソッドでサポートされている MIME タイプが WADL で

表されます。WADL は，Web サービスの仕様を定義する XML ドキュメントです。

WADL は，OPTIONS メソッドのリクエストに対するレスポンスボディに設定されます。

FileSystem リソースに対して OPTIONS メソッドをリクエストした場合の WADL XML 出力の例

を次に示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<application xmlns="http://research.sun.com/wadl/2006/10">
 <doc jersey:generatedBy="Jersey: 1.1.5 01/21/2011 03:50 PM" 
xmlns:jersey="http://jersey.dev.java.net/"/>
 <resources base="https://nec.example.com:9090/mapi/">
  <resource path="FileSystems">
   <method id="getFileSystems" name="GET">
     <response>
      <representation mediaType="application/xml"/>

メソッド 説明

GET リクエスト URI が示すリソースの情報を取得するためのメソッドです。

PUT リクエスト URI が示すリソースに対して情報を追加するためのメソッドです。

POST リクエスト URI が示すリソースの情報を変更するためのメソッドです。

DELETE リクエスト URI が示すリソースを削除するためのメソッドです。

HEAD リクエスト URI が示すリソースのメタ情報を取得するためのメソッドです。

レスポンスにメッセージボディが返されない（メタ情報だけが含まれる）点だけが

GET メソッドと異なります。

OPTIONS リクエスト URI が示すリソースで使用できるメソッドを確認するためのメソッドで

す。
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     </response>
   </method>
   <method id="createFileSystem" name="PUT">
    <request>
     <representation mediaType="application/xml"/>
    </request>
    <response>
     <representation mediaType="*/*"/>
    </response>
   </method>
  </resource>
 </resources>
</application>

1.6 リクエストの実行方法
ここでは，REST インターフェースを使用して各メソッドをリクエストする方法について説明しま

す。このマニュアルでは，curlコマンド（バージョン 7.18.2）を使用しています。

curlコマンドで指定するユーザー名とパスワードについては，「2.3 認証」を参照してください。

1.6.1 GET メソッドを使用する場合

GET メソッドは，リソースの情報を取得するために使用します。リソースの情報は，XML 形式で

返されます。

fsという名称のファイルシステムの情報を取得する場合，次のように curlコマンドを実行しま

す。

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名またはIP
アドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs?prettyprint" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"

curlコマンドを実行すると，次のようにステータスコード，ヘッダー，およびリソースの情報が

表示されます。

HTTP/1.1 200 OK
Date: Fri, 10 Oct 2014 05:26:51 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 734
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystems>
    <FileSystem>
        <fileSystemName>fs</fileSystemName>
        <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
        <isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
        <stripeSize>64</stripeSize>
        <aclType>Advanced ACL</aclType>
        <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
        <WormSetting>
            <maxRetention>10950-0-0</maxRetention>
            <minRetention>0-0-0</minRetention>
            <isAutoCommitEnabled>false</isAutoCommitEnabled>
            <commitModeSetting></commitModeSetting>
            <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
            <defaultRetention></defaultRetention>
        </WormSetting>
        <LUs>
            <LU>
                <deviceFileName>lu0000</deviceFileName>
            </LU>
            <LU>
                <deviceFileName>lu0001</deviceFileName>
            </LU>
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        </LUs>
    </FileSystem>
</FileSystems>

1.6.2 PUT メソッドを使用する場合

PUT メソッドは，リソースに情報を追加するために使用します。リクエストする内容を XML 形

式のファイルで作成してから，curlコマンドを実行します。

fsという名称のファイルシステムで，WORM を設定し，LU を追加する場合，次のように指定し

ます。

1. 次の内容を，fscreate.xmlというファイル名で作成します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
        <fileSystemName>fs</fileSystemName>
        <aclType>Advanced ACL</aclType>
        <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
        <stripeSize>64</stripeSize>
        <isLvmStripingEnabled>true</isLvmStripingEnabled> 
        <WormSetting>
            <maxRetention>10950-0-0</maxRetention>
            <minRetention>0-0-0</minRetention>
            <isAutoCommitEnabled>false</isAutoCommitEnabled>
        </WormSetting>
        <LUs>
            <LU>
                <deviceFileName>lu0004</deviceFileName>
            </LU>
            <LU>
                <deviceFileName>lu0005</deviceFileName>
            </LU>
        </LUs>
</FileSystem>

2. curlコマンドを実行します。

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems" -k -d @fscreate.xml -X PUT -H 
"Content-Type: application/xml"
curlコマンドを実行すると，ステータスコードおよびヘッダーが次のように表示されます。

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:56:42 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Create file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

1.6.3 POST メソッドを使用する場合

POST メソッドは，リソースの情報を変更するために使用します。リクエストする内容を XML 形

式のファイルで作成してから，curlコマンドを実行します。

fsという名称のファイルシステムの容量を拡張して WORM の属性を変更する場合は，次のよう

に

指定します。 

1. 次の内容を fsmod.xmlというファイル名で作成します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
    <WormSetting>
        <isAutoCommitEnabled>true</isAutoCommitEnabled>
        <commitModeSetting>manual</commitModeSetting>
        <autoCommitPeriod>0-0-15</autoCommitPeriod>
        <defaultRetention>10950-0-0</defaultRetention>
    </WormSetting>
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    <addLUs>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0006</deviceFileName>
        </LU>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0007</deviceFileName>
        </LU>
    </addLUs>
</FileSystem>

2. curlコマンドを実行します。

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -d @fsmod.xml -X POST -H 
"Content-Type: application/xml"
curlコマンドを実行すると，ステータスコードおよびヘッダーが次のように表示されます。

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:20 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 2
X-NODE-OperationList: [1]Expand file system, [2]Edit file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

1.6.4 DELETE メソッドを使用する場合

DELETE メソッドは，リソースの情報を削除するために使用します。

fsという名称のファイルシステムを削除する場合，次のように curlコマンドを実行します。

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名またはIP
アドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -X DELETE -H "Content-Type: 
application/xml"

curlコマンドを実行すると，ステータスコードおよびヘッダーが次のように表示されます。

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:27 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Delete file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

1.6.5 HEAD メソッドを使用する場合

HEAD メソッドは，リソースが存在するかどうかを確認するために使用します。

fsという名称のファイルシステムが存在するかどうかを確認する場合，次のように curlコマン

ドを実行します。

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名またはIP
アドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -X HEAD -H "Content-Type: 
application/xml"

curlコマンドを実行し，リソースが存在した場合は，ステータスコードおよびヘッダーが次のよ

うに表示されます。 

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:11 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 685
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml
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1.7 HTTP ステータスコード

HVFP API クライアントからのリクエストに対して，HVFP は HTTP ステータスコードを返しま

す。

メソッドの実行に成功した場合，HVFP はステータスコードを生成し，API を通じてレスポンス

として返します。なお，GET メソッドの場合は，ステータスコードに加えて，レスポンス XML

を返します。GET メソッドのリクエストに対して返されたレスポンス XML は，URI が示すリ

ソースについての詳細情報を示します。

リクエストが正常終了した場合のステータスコードを次の表に示します。

表 1-2 : 正常終了した場合の HTTP ステータスコード

メソッドの実行に失敗した場合，HVFP は，API を通じてレスポンスヘッダーに設定されるエ

ラー情報と一緒に，エラーの種類を示すステータスコードを返します。エラーの場合に返されるス

テータスコードは，失敗の原因に基づいて決定されます。

リクエストが異常終了した場合のステータスコードを次の表に示します。この表で説明しているス

テータスコードのほかにも，RFC2068 で定義されているステータスコードが返される場合があり

ます。

表 1-3 : 異常終了した場合の HTTP ステータスコード

ステータスコード メソッド 説明

200 OK すべて HVFP は，リソースの作成，情報取得，存在確認，変更および

削除に成功しました。

202 Accepted すべて HVFP の処理を受け付けましたが，このステータスコードが返

された時点では処理の完了は保証されません。

しばらく待ってから，リソースの状態などを確認して，処理が正

常に完了していることを確認してください。

ステータスコード メソッド 説明

302 FOUND すべて リクエストが有効ではありませんでした。主に次の理由が考えら

れます。

• api-auth Cookie がありません。

• 無効な証明書が指定されています。

400 BAD_REQUEST すべて リクエストが有効ではありませんでした。主に次の理由が考えら

れます。

• リクエスト中に必須のクエリパラメーターがありません。

• PUT または POST メソッドをリクエストした場合

- リクエストボディに必須のプロパティがありません。

- リクエストボディに無効なプロパティが含まれています。

- リクエストボディに不正な形式の XML が含まれていま

す。

- データ型チェックに失敗しました。

- リクエストボディに不正な値が含まれています。

• リクエスト中の Content-Typeまたは Acceptヘッダー

に，存在しない MIME タイプが指定されています。

401 UNAUTHORIZED すべて リクエストヘッダーに指定したユーザーアカウントが認証で拒否

されました。

403 FORBIDDEN GET

PUT

POST

DELETE

リクエスト先のリソースで処理ができませんでした。
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1.8 入出力形式
API を使用してリソースを作成または変更する場合，XML 形式でリソースのプロパティを指定し

ます。リソースの情報を取得する場合，OPTIONS リクエストに対するレスポンスは WADL で返

されます。

HVFP の API がリクエストボディとレスポンスボディに使用する XML スキーマは，次の URI か

らダウンロードできます。

https://＜HVFPのノードのホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/static/mapi.xsd

API を通じて返されるすべてのレスポンスは，UTF-8 でエンコードされます。HVFP の API に入

力するために作成するリクエストボディも UTF-8 でエンコードする必要があります。

HVFP の API は，次の表に示す MIME タイプをサポートしています。これらの MIME タイプは，

リクエストおよびレスポンスでの入出力形式として指定できます。

表 1-4 : サポートする MIME タイプ

1.9 クエリパラメーター
HVFP の API では，次の表に示すクエリパラメーターを使用できます。

404 NOT_FOUND すべて URI が示すリソースが存在しません。

405 METHOD_NOT_A

LLOWED

GET

PUT

POST

DELETE

リクエストされた処理は，URI が示すリソースに対して有効で

はありません。

406 NOT_ACCEPTAB

LE

GET リクエスト時に指定された Acceptヘッダーに，不正な MIME

タイプが指定されています。 

409 CONFLICT PUT

POST

PUT メソッドをリクエストした場合，リソースがすでに存在し

ていたため，HVFP はリソースを作成できませんでした。

Routing リソースに対して POST メソッドをリクエストした場

合，ルートがすでに存在していたため，HVFP は新しいルート

を設定できませんでした。

415 UNSUPPORTED_

MEDIA_TYPE

すべて HVFP は，Content-Typeまたは Acceptヘッダーで指定され

た MIME タイプをサポートしていません。

500 INTERNAL_SER

VER_ERROR

すべて リクエスト先のノードの処理でエラーが発生しました。

503 SERVICE_UNAV

AILABLE

すべて システムに負荷が掛かっている，またはメンテナンス中などの状

態にあるため，一時的にリクエストを受け付けることができませ

ん。

しばらくしてから再度リクエストしてください。

システムまたはリソースが許容できないリクエストの場合や，処

理が 30 分を超えてタイムアウトした場合も，このステータス

コードが返されます。 

ステータスコード メソッド 説明

MIME タイプ 説明

application/xml XML 形式

application/octet-stream 複数のリクエスト（ファイル内容のアップロードおよびダウンロードの

場合）



API の概要 25

API リ ファレンス

クエリパラメーターは，リソース URI のあとの疑問符（?）に続けて指定します。複数のクエリ

パラメーターを指定する場合は，アンパサンド（&）でつなぎます。クエリパラメーターは，大文

字と小文字が区別されます。

表 1-5 : サポートするクエリパラメーター

1.10 リクエストヘッダー
HVFP へ各メソッドをリクエストするときは，リクエストヘッダーを送信します。API クライア

ントが設定する必要があるリクエストヘッダーの内容を次の表に示します。

表 1-6 : リクエストヘッダーの内容

クエリパラメーター 使用できるリソース
使用できる

メソッド
説明

prettyprint すべて すべて 出力形式を指定するパラメーターです。

このパラメーターを指定すると，改行やインデン

トが入った見やすい形式で XML が出力されま

す。

このパラメーターを省略した場合は，改行やイン

デントが入っていない XML が出力されます。

指定例：

FileSystems?prettyprint

SHARE-

DIRECTORY-NAME

CIFSShares/＜

Base64 でエンコー

ドされた CIFS 共有

名＞

NFSShares/＜

NFS 共有ディレク

トリ名＞

GET

POST

DELETE

HEAD

共有ディレクトリを指定するパラメーターです。

CIFSShares/＜ Base64 でエンコードされた

CIFS 共有名＞リソースまたは NFSShares/＜

NFS 共有ディレクトリ名＞リソースを使用する

場合は必ず指定してください。

指定例：

CIFSShares/＜ Base64 でエンコードされ

た CIFS 共有名＞ ?SHARE-DIRECTORY-

NAME=＜ Base64 でエンコードされた共有

ディレクトリのパス名＞

NFSShares/＜ NFS 共有ディレクトリ名＞

?SHARE-DIRECTORY-NAME=＜共有ディレ

クトリのパス名＞

verbose すべて GET リクエストに対する出力内容を指定するパラメー

ターです。

trueを指定すると，リソースに含まれるすべて

のプロパティが出力されます。

falseを指定すると，PUT または POST メソッ

ドが処理できるプロパティだけが出力されます。

出力された XML は，PUT または POST メソッ

ドをリクエストするときの XML テンプレートと

して使用できます。

このパラメーターを省略した場合は，falseが指

定されたときと同じ動作をします。

指定例：

ProcessingNode?verbose=true

リクエストヘッダー 説明

Cookie リクエストについてのユーザー認証の詳細です。

リクエスト中に api-auth Cookie がない場合，エラーが返されます。api-auth 

Cookie については，「2.3」を参照してください。
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1.11 レスポンスヘッダー
HVFP の API が設定するレスポンスヘッダーの内容を次の表に示します。

表 1-7 : レスポンスヘッダーの内容

Accept HVFP API クライアントが処理できる，レスポンス内容の MIME タイプの一覧

です。

無効な MIME タイプが設定されている場合，エラーが返されます。指定できる

MIME タイプについては，「表 1-4 : 」を参照してください。 

Content-Type 受信側に送られる内容のメディアタイプです。

PUT または POST メソッドをリクエストする場合に使用できます。

無効な MIME タイプが設定されている場合，エラーが返されます。指定できる

MIME タイプについては，「表 1-4 : 」を参照してください。 

リクエストヘッダー 説明

レスポンスヘッダー 説明 設定される値の形式 設定条件

Status Code 処理結果を示すステータ

スコードです。

ステータスコードは，す

べてのタイプのリクエス

トに設定されます。

数字 常に設定されます。

X-NODE-APIVersionID HVFP の API のバージョ

ン番号です。

対応する CLI コマンドま

たはプロパティが存在し

ない場合は，Unknownが

表示されます。

文字列

（HVFP のバージョン番

号と同じ形式）

常に設定されます。

Content-Type 受信側に送られる内容の

メディアタイプです。

MIME タイプ

application/xmlまた

は text/plainが返され

ます。application/

xmlが返された場合は，

ヘッダーだけでなく，ボ

ディ部分の内容も確認し

てください。

application/xmlは，

GET メソッドのリクエス

トに成功した場合に設定

されます。

Content-Length 受信側に送られる内容の

サイズです。オクテット

（8 ビット）の 10 進数で

示されます。

数字 GET メソッドのリクエス

トに成功した場合に設定

されます。

X-NODE-

ErrorMessageID

処理中に発生したエラー

に関するメッセージの ID

です。

文字列 リクエストが失敗した場

合に設定されます。

X-NODE-

OperationList

リクエストで実行された

すべての処理の名称です。

リクエストが実行されな

かった場合は，ハイフン

（-）が表示されます。

文字列

次の形式で表示されます。

[1]＜処理の名称 1＞

,[2]＜処理の名称 2＞

,…

複数の処理が実行される

場合，コンマ（,）で区

切られます。

常に設定されます。
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1.12 エラー発生時のレスポンス XML
処理中に発生したエラーの内容は，API を通じてレスポンス XML として返されます。エラーが発

生した場合のレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 1-8 : エラー発生時のレスポンス XML の構造

X-NODE-

CompletedOperation

成功した処理の数です。

リクエストが実行されな

かった場合は，ハイフン

（-）が表示されます。

数字 常に設定されます。

レスポンスヘッダー 説明 設定される値の形式 設定条件

プロパティ 説明

Error --

-- messageId メッセージのメッセージ ID が表示されます。

message メッセージの本文が表示されます。

cause エラーの原因が表示されます。

recoveryAction エラーへの対処方法が表示されます。
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2. アクセスと認証

HVFP の API では，リソースは URI で表されます。各リクエストでは，URI を一

つ指定し，API で HVFP にアクセスするときに使用するアカウントの証明書を含む

必要があります。

この章では，HVFP にアクセスするための URI，API のリクエストに指定する URI

についての考慮事項，認証情報の設定方法，および SSL 証明書について説明します。

 2.1 HVFP にア ク セスする ための URI と アカ ウ ン ト

 2.2 URI についての考慮事項

 2.3 認証

 2.4 公開鍵証明書
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2.1 HVFP にアクセスするための URI とアカウント

HVFP の API では，リクエストに次のリソース URI を指定します。

https://＜HVFPのノードのホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi

URI には，常にポート番号 9090が含まれている必要があります。9090は，HVFP の API が使

用するポートです。mapiは，大文字と小文字が区別されますので注意してください。

API にアクセスするときに使用するアカウントは adminです。

クラスタ構成の場合，adminの初期パスワードは chang3me!です。不正なアクセスを防止する

ため，パスワードを必ず変更してください。adminのパスワードを変更する方法については，

「3.2 APIAccount」を参照してください。

2.2 URI についての考慮事項

API のリクエストに指定する URI についての考慮事項を説明します。

2.2.1 URI の文字長

mapiのあとに続く URI の部分（追加されたクエリパラメーターを除いた部分）は，4,095 バイト

に制限されます。制限を超える長さの URI がリクエストに含まれていた場合，HVFP はステータ

スコード 414（REQUEST_URI_TOO_LARGE）を返します。

2.2.2 特定の文字または値のエンコーディング

URI 中に使用する場合に，エンコーディングが必要な文字と値があります。

次の値は，Base64 でエンコードしてください。

• ＜ CIFS 共有名＞

• ＜ポリシー名＞

• クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME

また，パーセントエンコードが必要な文字があります。パーセントエンコードする文字を次の表に

示します。

表 2-1 : パーセントエンコードする文字

文字 パーセントエンコードする値

スペース %20

タブ %09

改行 %0A

復帰 %0D

正符号（+） %2B

パーセント（%） %25

番号記号（#） %23

疑問符（?） %3F

アンパサンド（&） %26

斜線（/）* %2F
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注：Base64 エンコーディングの結果に上記の文字が含まれている場合は，パーセントエンコード

が必要です。ただし，URI の区切り文字として使用する場合は，パーセントエンコードしないで

ください。

エンコーディングの例を次に示します。

1. CIFS 共有名を Base64 でエンコードします。

Base64 エンコーディングの結果が PX5+U2hhcmU=であるとします。

2. PX5+U2hhcmU=の正符号（+）をパーセントエンコードして %2Bに置き換えます。

パーセントエンコーディングの結果は，PX5%2BU2hhcmU=になります。

2.2.3 コマンドラインでの引用符の使用

Windows または UNIX のシェルが URI 中の特別な文字を誤って解釈するのを防ぐために，必ず

URI 全体を引用符（"）で囲んでください。

2.2.4 マルチバイト文字の使用

次のリソースのリクエスト URI およびリクエスト XML には，Unicode（UTF-8）のマルチバイ

ト文字を使用できます。

• /CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞

2.3 認証
API で HVFP にアクセスするためには，ユーザー名とパスワードで構成される認証情報が必要に

なります。認証情報はリクエストごとに必要です。認証情報を設定するには，api-auth Cookie を

使用します。

リクエストは，処理される前に必ず認証されます。

api-auth Cookie の形式を次に示します。

api-auth=＜Base64でエンコードされたユーザー名＞:＜MD5ハッシュアルゴリズムで生成され
たパスワード＞

api-auth Cookie の値は，プレーンテキストを Base64 エンコード値および MD5 ハッシュ値に変

換するツールを使用して生成してください。ただし，対話的な Web ベースのツールは，安全性が

低いため使用しないことを推奨します。生成した api-auth Cookie を，リクエストヘッダーに指定

します。

リクエストヘッダーで送られた認証情報は，データベースに格納されているユーザー情報と照合さ

れます。サーバに送られたリクエストの認証が成功すると，リクエストが有効になり，形式が正し

いかチェックされます。認証に失敗した場合は，処理が終了し，異常終了した場合のステータス

コードが返されます。

注意：

パスワードを忘れた場合は認証できません。その場合は，adminpasswdコマンドでパスワー

ドを初期化したあと，パスワードを変更してください。

2.4 公開鍵証明書
HVFP に格納されている公開鍵証明書は，自己署名型の証明書です。certctlコマンドを使用す

ることで，認証局（CA）から取得した公開鍵証明書をノードまたは Virtual Server に設定できま
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す。公開鍵証明書を設定する手順については，「ユーザーズガイド」（IF305）を参照してくださ

い。

API クライアントには，HVFP から送られたサーバ証明書を信頼できるサーバ証明書としてイン

ストールしてください。サーバ証明書としてインストールできない場合は，サーバ認証の手続きを

省略して，SSL による暗号化通信に使用してください。
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3. リソース

この章では，それぞれのリソースで使用できる HTTP メソッドの種類，各メソッド

のリクエスト XML とレスポンス XML の構造，プロパティの詳細，リクエスト先の

URI，およびメソッドが終了したときに返されるステータスコードについて説明しま

す。なお，すべてのリソースに対して OPTIONS メソッドを使用できますが，この

章の表では省略します。

 3.1 リ ソースの一覧

 3.2 APIAccount

 3.3 CIFSShare

 3.4 FCPath

 3.5 FileSystem

 3.6 Hardware

 3.7 LU

 3.8 NetworkInterface

 3.9 NFSShare

 3.10 ProcessingNode

 3.11 Routing

 3.12 SystemController

 3.13 VirtualServer
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3.1 リソースの一覧
リソースの使用目的と参照先を次の表に示します。

表 3-1 : リソースの使用目的

3.2 APIAccount

3.2.1 APIAccount リソースの概要

APIAccount リソースを使用して，API の管理者アカウントのパスワードを変更したり，情報を取

得したりできます。

APIAccount リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-2 : APIAccount リソースに使用できる HTTP メソッド

3.2.2 APIAccount リソース

この項では，APIAccount リソースの使い方について説明します。

3.2.2.1 GET メソッドで API の管理者アカウントの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

使用目的 リソース名 説明 参照先

ユーザーアカウントの管理 APIAccount API の管理者アカウントの管理 3.2

ノードの管理 ProcessingNode クラスタおよびノードの情報の管理 3.10

ネットワークの管理 NetworkInterface ネットワークインターフェースの情

報の管理

3.8

Routing ルーティング情報の管理 3.11

サービスの管理 SystemController サービスおよび OS の制御 3.12

状態の取得 FCPath FC パスの状態の取得 3.4

Hardware ハードウェアの状態の取得 3.6

VirtualServer Virtual Server の状態の取得 3.13

ファイルシステムの管理 LU LU の状態の取得 3.7

FileSystem ファイルシステムの情報の管理 3.5

VolumeGroup ボリュームグループの情報の取得

共有の管理 CIFSShare CIFS 共有の情報の管理 3.3

NFSShare NFS 共有の情報の管理 3.9

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/APIAccount GET クラスタ

Virtual Server
API の管理者アカウントの情報を取得し

ます。

POST クラスタ

Virtual Server
API の管理者アカウントのパスワードを

変更します。
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表 3-3 : APIAccount リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

（凡例）○：表示されます。

APIAccount リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次

の表に示します。

表 3-4 : APIAccount リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

APIAccount リソースに GET メソッドをリクエストして，API の管理者アカウントの情報を取得

する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/APIAccount

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<APIAccount>
<userName>admin</userName>
<password></password>
</APIAccount>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-5 : APIAccount リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.2.2.2 POST メソッドで API の管理者アカウントのパスワードを変更する

クラスタ構成の場合，初期パスワードは chang3me!です。不正なアクセスを防止するため，パス

ワードを必ず変更してください。

重要：

設定したパスワードは，HVFP を運用および管理するために必要です。忘れないようにして

ください。

注意：

リクエストは，クラスタを構成しているノードのうち，実行したノードだけで有効になりま

す。クラスタ構成の場合でパスワードを変更するときは，両方のノードに同じ POST メソッ

ドをリクエストしてください。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

APIAccount 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- userName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

password 1 クラスタ

Virtual Server
　○（空文字列）　

プロパティ 説明

APIAccount --

-- userName API の管理者アカウントのユーザー名（admin）が表示されます。

password 常に空文字列が表示されます。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示しま

す。

表 3-6 : APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造

APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについて次の

表に示します。

表 3-7 : APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストするときのプロパティ

APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストして，API の管理者アカウントのパスワー

ドを変更する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/APIAccount

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<APIAccount>
<userName>admin</userName>
<password>password</password>
</APIAccount>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-8 : APIAccount リソースに POST メソッドをリクエストしたときのステータスコード

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

APIAccount -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- userName String 1 クラスタ

Virtual Server

password String 1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ 説明 指定時の条件

APIAccount -- --

-- userName API の管理者のユーザー名を設定します。設定

できる文字列は，adminだけです。

必須

password API の管理者のパスワードを設定します。使用

できるのは，英数字，感嘆符（!），番号記号

（#），ドル記号（$），パーセント（%），アンパ

サンド（&），アポストロフィ（'），始め丸括弧

（(），終わり丸括弧（)），アステリスク（*），

正符号（+），ハイフン（-），ピリオド（.），等

号（=），アクサンシルコンフレックス（^），ア

ンダーライン（_），縦線（|），円記号（\），単

価記号（@）およびスペースです。ただし，ス

ペースはパスワードの先頭および末尾には使用

できません。

指定できる文字列の長さは，4 ～ 256 文字です。

必須

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

400 メソッドの実行に失敗しました。

500 SQL の例外，またはデータベースの接続エラーが発生しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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3.3 CIFSShare

3.3.1 CIFSShare リソースの概要

CIFSShare リソースを使用して，CIFS 共有を管理できます。

CIFSShare リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-9 : CIFSShare リソースに使用できる HTTP メソッド

注 *　クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，Base64 でエンコードされ

た共有ディレクトリのパス名を必ず指定してください。

3.3.2 CIFSShare リソース

この項では，CIFSShare リソースの使い方について説明します。

3.3.2.1 GET メソッドですべての CIFS 共有の情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-10 : CIFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/CIFSShares GET クラスタ

Virtual Server
ログインしているノード上または

VirtualServer 上の CIFS 共有の情報を取

得します。

PUT クラスタ

Virtual Server
CIFS 共有を追加します。

/CIFSShares/＜

Base64 でエンコー

ドされた CIFS 共有

名＞

GET* クラスタ

Virtual Server
指定した CIFS 共有の情報を取得します。

POST* クラスタ

Virtual Server
指定した CIFS 共有の情報を変更します。

DELETE* クラスタ

Virtual Server
指定した CIFS 共有を削除します。

HEAD* クラスタ

Virtual Server
指定した CIFS 共有が存在するかどうか

を確認します。

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示

CIFSShares 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- CIFSShare 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- exportPoint 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsShareName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAclEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

restrictionTargetHosts 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAccessRestrictionAllowed 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

commentForShare 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isBrowseEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfOwner 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfGroup 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfOther 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

directoryAccessPermissionOfOwner 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

directoryAccessPermissionOfGroup 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

directoryAccessPermissionOfOther 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

guestAccessPermission 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

diskSynchronizationPolicy 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsClientCacheSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileTimestampChangeableUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isHomeDirectoryEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

clientAccessPolicy 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

vssUse 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsClientRoCacheOptimize 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

accessBasedEnumeration 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

smbEncryption 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeDisallowedUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeDisallowedGroups 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeAllowedUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeAllowedGroups 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示
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CIFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次

の表に示します。

表 3-11 : CIFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

プロパティ 説明

CIFSShares --

-- CIFSShare --

-- exportPoint 共有ディレクトリが絶対パスで表示されます。

cifsShareName CIFS 共有が作成された CIFS 共有名が表示さ

れます。

isAclEnabled CIFS クライアントに ACL の参照・設定を許可

しているかどうかが表示されます。

true

CIFS クライアントに ACL の参照・設定

を許可している場合に表示されます。

false

CIFS クライアントに ACL の参照・設定

を許可していない場合に表示されます。

restrictionTargetHosts アクセス制限の設定対象となっているホストが

表示されます。

isAccessRestrictionAllowed アクセス制限が設定されているかどうかが表示

されます。

true

アクセス制限が設定されている場合に表示

されます。

false

アクセス制限が設定されていない場合に表

示されます。

commentForShare CIFS 共有のコメントが表示されます。

isReadOnly CIFS 共有のアクセス権が表示されます。

true

読み取り専用に設定されている場合に表示

されます。

false

読み取りおよび書き込みが許可されている

場合に表示されます。

isBrowseEnabled クライアント環境で CIFS 共有名を一覧に表示

することが許可されているかどうかが表示され

ます。

true

許可されている場合に表示されます。 

false

許可されていない場合に表示されます。 
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fileAccessPermissionOfOwner 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのオーナーのアクセス権が表示さ

れます。

rw

読み取りおよび書き込みが許可されている

場合に表示されます。

ro

読み取りだけが許可されている場合に表示

されます。

none

読み取りおよび書き込みが許可されていな

い場合に表示されます。

Unknown

ACL タイプが取得できなかった場合に表

示されます。

オーナーだけにアクセス権を指定した場合は，

空文字列が表示されます。

fileAccessPermissionOfGroup 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのグループのアクセス権が表示さ

れます。

表示される値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

を参照してください。

fileAccessPermissionOfOther 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのその他のアクセス権が表示され

ます。

表示される値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

を参照してください。

directoryAccessPermissionOfOwner 書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのオーナーのアクセス権が表

示されます。

表示される値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

を参照してください。

directoryAccessPermissionOfGroup 書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのグループのアクセス権が表

示されます。

表示される値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

を参照してください。

directoryAccessPermissionOfOther 書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのその他のアクセス権が表示

されます。

表示される値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

を参照してください。

プロパティ 説明
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guestAccessPermission ゲストアカウントのアクセスが許可されている

かどうかが表示されます。

allow

CIFS 共有にゲストアカウントでのアクセ

スが許可されている場合に表示されます。

disallow

CIFS 共有にゲストアカウントでのアクセ

スが許可されていない場合に表示されま

す。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義が適用されて

いる場合に表示されます。

diskSynchronizationPolicy CIFS クライアントから CIFS 共有への書き込

み要求に対する動作の設定が表示されます。

write_and_close

書き込みおよびクローズ要求に同期して書

き込む場合に表示されます。

close

クローズ要求に同期して書き込む場合に表

示されます。

none

一定周期で書き込む設定の場合に表示され

ます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義が適用さ

れている場合に表示されます。

cifsClientCacheSetting CIFS 共有内のファイルの更新データをクライ

アントにキャッシュするかどうかの設定が表示

されます。

use

クライアントにキャッシュする設定の場合

に表示されます。

do_not_use

クライアントにキャッシュしない設定の場

合に表示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義が適用さ

れている場合に表示されます。

プロパティ 説明
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fileTimestampChangeableUsers CIFS 共有内のファイルのタイムスタンプを更

新できるユーザーが表示されます。

write_permitted_users

ファイルの書き込みを許可されたすべての

ユーザーが，タイムスタンプを更新できる

場合に表示されます。

owner_only

ファイルのオーナーだけがタイムスタンプ

を更新できる場合に表示されます。

Unknown

ACL タイプを取得できなかった場合に表

示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義が適用されて

いる場合に表示されます。

ファイルシステムが Advanced ACL の場合は，

空文字列が表示されます。

isHomeDirectoryEnabled CIFS 共有でホームディレクトリの自動作成機

能が有効かどうかが表示されます。

true

ホームディレクトリの自動作成機能が有効

な場合に表示されます。

false

ホームディレクトリの自動作成機能が無効

な場合に表示されます。

aclType CIFS 共有が作成されたファイルシステムの

ACL タイプが表示されます。

Advanced ACL

Advanced ACL の場合に表示されます。

Classic ACL

Classic ACL の場合に表示されます。

Unknown

ACL タイプを取得できなかった場合に表

示されます。

clientAccessPolicy CIFS クライアントからのアクセスの処理方法

が表示されます。

parallel

アクセスがパラレルに処理される場合に表

示されます。

serial

アクセスがシリアルに処理される場合に表

示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義が適用さ

れている場合に表示されます。

プロパティ 説明
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vssUse Volume Shadow Copy Service を使用している

かどうかが表示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Basic）で設定し

た CIFS サービス構成定義が適用されてい

る場合に表示されます。

do_not_use

Volume Shadow Copy Service を使用して

いない場合に表示されます。

cifsClientRoCacheOptimize 複数の CIFS クライアントによるファイルへの

アクセス競合が発生した場合に，読み取り専用

のクライアントキャッシュを使用しているかど

うかが表示されます。

use

読み取り専用のクライアントキャッシュを

使用している場合に表示されます。

do_not_use

読み取り専用のクライアントキャッシュを

使用していない場合に表示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義が適用さ

れている場合に表示されます。

accessBasedEnumeration アクセスベースの列挙が有効かどうかが表示さ

れます。

use

アクセスベースの列挙が有効な場合に表示

されます。

do_not_use

アクセスベースの列挙が無効な場合に表示

されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義が適用されて

いる場合に表示されます。

プロパティ 説明
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CIFSShare リソースに GET メソッドをリクエストして，すべての CIFS 共有の情報を取得する例

を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShares>
    <CIFSShare>
        <exportPoint>/mnt/aaa/sh1</exportPoint>
        <cifsShareName>sh</cifsShareName>
        <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
        <restrictionTargetHosts>0.0.0.0/0</restrictionTargetHosts>
        <isAccessRestrictionAllowed>false</isAccessRestrictionAllowed>
        <commentForShare></commentForShare>
        <isReadOnly>false</isReadOnly>
        <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
        <fileAccessPermissionOfOwner></fileAccessPermissionOfOwner>
        <fileAccessPermissionOfGroup></fileAccessPermissionOfGroup>
        <fileAccessPermissionOfOther></fileAccessPermissionOfOther>
        <directoryAccessPermissionOfOwner></
directoryAccessPermissionOfOwner>
        <directoryAccessPermissionOfGroup></

smbEncryption SMB 3.0 を使用する場合に，CIFS クライアン

トとの通信を暗号化するかどうかが表示されま

す。

auto

「auto」は指定しないでください。

「auto」が表示された場合は，設定を見直

してください。

mandatory

必ず暗号化する場合に表示されます。

disable

暗号化しない場合に表示されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義が適用されて

いる場合に表示されます。

SMB 3.0 を使用しているかどうかは，GUI の

［CIFS Service Maintenance］ページで確認で

きます。

writeDisallowedUsers CIFS 共有への書き込みを拒否するユーザーが

表示されます。

書き込みを拒否するユーザーが設定されていな

い場合は，空文字列が表示されます。

writeDisallowedGroups CIFS 共有への書き込みを拒否するグループが

表示されます。

書き込みを拒否するグループが設定されていな

い場合は，空文字列が表示されます。

writeAllowedUsers CIFS 共有への書き込みを許可するユーザーが

表示されます。

書き込みを許可するユーザーが設定されていな

い場合は，空文字列が表示されます。

writeAllowedGroups CIFS 共有への書き込みを許可するグループが

表示されます。

書き込みを許可するグループが設定されていな

い場合は，空文字列が表示されます。

プロパティ 説明
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directoryAccessPermissionOfGroup>
        <directoryAccessPermissionOfOther></
directoryAccessPermissionOfOther>
        <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
        <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
        <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
        <fileTimestampChangeableUsers></fileTimestampChangeableUsers>
        <isHomeDirectoryEnabled>false</isHomeDirectoryEnabled>
        <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
        <vssUse>default</vssUse>
        <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
        <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
        <smbEncryption>default</smbEncryption>
        <writeDisallowedUsers></writeDisallowedUsers>
        <writeDisallowedGroups></writeDisallowedGroups>
        <writeAllowedUsers></writeAllowedUsers>
        <writeAllowedGroups></writeAllowedGroups>
    </CIFSShare>
</CIFSShares>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-12 : CIFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.3.2.2 PUT メソッドで CIFS 共有を追加する

CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-13 : CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

CIFSShare -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- exportPoint String 1 クラスタ

Virtual Server

cifsShareName String 1 クラスタ

Virtual Server

isClassicAcl Boolean 1 クラスタ

Virtual Server

isAclEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

restrictionTargetHosts String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAccessRestrictionAllowed Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

commentForShare String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isReadOnly Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isBrowseEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileAccessPermissionOfOwner String 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileAccessPermissionOfGroup String 0，1 クラスタ

Virtual Server
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fileAccessPermissionOfOther String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfOwner String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfGroup String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfOther String 0，1 クラスタ

Virtual Server

guestAccessPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

diskSynchronizationPolicy String 0，1 クラスタ

Virtual Server

cifsClientCacheSetting String 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileTimestampChangeableUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isHomeDirectoryEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

clientAccessPolicy String 0，1 クラスタ

Virtual Server

vssUse String 0，1 クラスタ

Virtual Server

cifsClientRoCacheOptimize String 0，1 クラスタ

Virtual Server

accessBasedEnumeration String 0，1 クラスタ

Virtual Server

smbEncryption String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeDisallowedUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeDisallowedGroups String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeAllowedUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeAllowedGroups String 0，1 クラスタ

Virtual Server

DirectorySetup -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- userName String 0，1 クラスタ

Virtual Server

groupName String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isStickyBit Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

ownerPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

groupPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

otherPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。

CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについて次の

表に示します。

表 3-14 : CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときのプロパティ

DirectoryACLSettings -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- DirectoryACLSetting -- 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- userGroupAccess String 1 クラスタ

Virtual Server

name String 1 クラスタ

Virtual Server

accountType String 1 クラスタ

Virtual Server

applicationDestination String 1 クラスタ

Virtual Server

inheritanceRange String 1 クラスタ

Virtual Server

accessPermission String 1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

プロパティ 説明 指定時の条件

CIFSShare -- --
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-- exportPoint CIFS 共有を作成するディレクト

リを 6 文字以上 256 文字以内の

絶対パスで指定します。差分ス

ナップショットの自動作成スケ

ジュール（共有の自動作成）を

運用する場合，絶対パスが 241 

文字以内になるようにしてくだ

さい。

このプロパティに「/mnt/ ＜ファ

イルシステム名＞」で始まるパ

スを指定することで，ファイル

システムと CIFS 共有が対応し

ます。

例えば，filesystem01 ファイル

システムの share01 ディレクト

リにファイル共有を作成する場

合は，/mnt/filesystem01/

share01 と指定します。

指定できる文字は英数字，感嘆

符（!），番号記号（#），ドル記

号（$），パーセント（%），アン

パサンド（&），アポストロフィ

（'），始め丸括弧（(），終わり丸

括弧（)），正符号（+），コンマ

（,），ハイフン（-），ピリオド

（.），斜線（/），セミコロン

（;），等号（=），単価記号（@），

始め角括弧（[），終わり角括弧

，アクサンシルコンフレックス

（^），アンダーライン（_），アク

サングラーブ（`），始め波括弧

（{），終わり波括弧（}），波ダッ

シュ（~）およびスペースです。

このほか，マルチバイト文字も

指定できます。

共有ディレクトリはクラスタ内

で一意である必要があります。

Virtual Server 上でファイル共

有を追加する場合は，Virtual 

Server 内で重複しない名称を指

定します。なお，「.conflict」，

「.conflict_longpath」，「.snaps」，

「.history」および「.lost+found」

というディレクトリ名は指定で

きません。

必須

プロパティ 説明 指定時の条件
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また，「.arc」，「.system_gi」，

「.system_reorganize」，

「.backupdates」，

「.temp_backupdates」および

「lost+found」は，ファイルシス

テム直下のディレクトリの名称

として指定できません。シンボ

リックリンクを含むパスは指定

できません。末尾に指定した斜

線およびスペースは削除されま

す。

パーセント（%）は次の組み合

わせで共有ディレクトリ名に指

定しないでください。

%D，%G，%H，%I，%L，

%M，%N，%P，%R，%S，

%T，%U，%V，%a，%d，%g，

%h，%i，%m，%p，%u，%v，

%w，%$

プロパティ 説明 指定時の条件
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プロパティ 説明 指定時の条件

（]），アクサンシルコンフレック

ス（^），アンダーライン（_），

アクサングラーブ（`），始め波

括弧（{），終わり波括弧（}），

波ダッシュ（~）およびスペース

です。

このほか，マルチバイト文字も

指定できます。

共有ディレクトリはクラスタ内

で一意である必要があります。

Virtual Server 上でファイル共

有を追加する場合は，

VirtualServer 内で重複しない名

称を指定します。

なお，「.snaps」，「.history」お

よび「.lost+found」というディ

レクトリ名は指定できません。

また，「.arc」，「.system_gi」，

「.system_reorganize」，

「.backupdates」，

「.temp_backupdates」および

「lost+found」は，ファイルシス

テム直下のディレクトリの名称

として指定できません。

シンボリックリンクを含むパス

は指定できません。末尾に指定

した斜線およびスペースは削除

されます。

パーセント（%）は次の組み合わ

せで共有ディレクトリ名に指定

しないでください。

%D，%G，%H，%I，%L，%M，

%N，%P，%R，%S，%T，%U，

%V，%a，%d，%g，%h，%i，

%m，%p，%u，%v，%w，%$

cifsShareName ユーザーから参照できる CIFS

共有名を指定します。CIFS 共有

名は，ノードで一意になるよう

に 80 文字以内で指定します。差

分スナップショットの自動作成

スケジュール（共有の自動作成）

を運用する場合，CIFS 共有名は

69 文字以内で指定します。

指定できる文字は英数字，感嘆

符（!），番号記号（#），ドル記

号（$），パーセント（%），アン

パサンド（&），アポストロフィ

（'），始め丸括弧（(），終わり丸

括弧（)），正符号（+），コンマ

（,），ハイフン（-），ピリオド

（.），セミコロン（;），等号

（=），単価記号（@），始め角括弧

（[），終わり角括弧（]），アクサ

ンシルコンフレックス（^），

必須
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アンダーライン（_），アクサン

グラーブ（`），始め波括弧（{），

終わり波括弧（}），波ダッシュ

（~）およびスペースです。この

ほか，マルチバイト文字も指定

できます。ただし，「$」，「.」や

「..」のようにドル記号（$）ま

たはピリオド（.）だけを指定し

たり，「Abc.」や「Abc.$」のよ

うにピリオド（.）を文字列の末

尾やドル記号（$）を除いた末尾

に指定したりできません。

末尾に指定したスペースは削除

されます。

パーセント（%）は次の組み合わ

せで CIFS 共有名に指定しない

でください。

%D，%G，%H，%I，%L，%M，

%N，%P，%R，%S，%T，%U，

%V，%a，%d，%g，%h，%i，

%m，%p，%u，%v，%w，%$

なお，global，homes，

printers，admin$，c$，

global$，homes$，ipc$およ

び printers$は，CIFS 共有名

として指定できません。入力し

た英大文字と英小文字は，

Windows で区別されません。

英大文字と英小文字に関係なく，

一意な名称を指定してください。

isClassicAcl Advanced ACL または Classic 

ACL のどちらで操作するかを設

定します。操作対象の共有ディ

レクトリが属するファイルシス

テムの ACL タイプに合わせて設

定してください。

true

Classic ACL タイプのファ

イルシステムの場合に指定

します。

false

Advanced ACL タイプの

ファイルシステムの場合に

指定します。

必須

プロパティ 説明 指定時の条件
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isAclEnabled CIFS クライアントに ACL の参

照・設定を許可するかどうかを

指定します。

true*1

CIFS クライアントに ACL

の参照・設定を許可する場

合に指定します。

false

CIFS クライアントに ACL

の参照・設定を許可しない

場合に指定します。

isClassicAclプロ

パティが falseの場

合は必ず trueを指

定します。

restrictionTargetHosts CIFS 共有へのアクセスを制限す

るホストを設定します。複数指

定する場合はコンマ（,）で区

切ってください。

ホストをネットワークアドレス

で指定する場合は，IP アドレス

を指定します（例：

10.203.15.0）。

ネットマスクに従ってネット

ワークの範囲を指定する場合は，

＜ネットワークアドレス＞ /＜

ネットマスク＞の形式で指定し

ます（例：10.203.15.0/

255.255.255.0）。

ホスト名を指定する場合は，

GUI の［Edit System File］

ページで /etc/hostsファイル

を編集して，指定したすべての

ホスト名と IP アドレスを追加し

てください。

省略した場合，すべてのホスト

またはネットワークが対象にな

ります。

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ（Setting 

Type：Security）でアクセスを

制限するホストまたはネット

ワークが設定されている場合は，

すべてのファイル共有にその設

定が適用されます。

isAccessRestric

tionAllowedプロ

パティを設定する場

合に必須です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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isAccessRestrictionAllowed restrictionTargetHostsプ

ロパティで指定したホストに対

して CIFS 共有へのアクセスを

制限するかどうかを設定します。

true

アクセスを制限する場合に

指定します。

false

アクセスを制限しない場合

に指定します。

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ（Setting 

Type：Security）でアクセスを

制限するホストまたはネット

ワークが設定されている場合は，

すべてのファイル共有にその設

定が適用されます。

restrictionTarg

etHostsプロパティ

を設定する場合に必

須です。

commentForShare CIFS 共有のコメントを 256 文

字以内で指定します。

設定できる文字は，英数字，感

嘆符（!），番号記号（#），ドル

記号（$），アンパサンド（&），

アポストロフィ（'），始め丸括

弧（(），終わり丸括弧（)），ア

ステリスク（*），正符号（+），

コンマ（,），ハイフン（-），ピ

リオド（.），斜線（/），コロン

（:），始め山括弧（<），終わり山

括弧（>），疑問符（?），単価記

号（@），始め角括弧（[），円記

号（\），終わり角括弧（]），ア

クサンシルコンフレックス（^），

アンダーライン（_），アクサン

グラーブ（`），始め波括弧（{），

縦線（|），終わり波括弧（}）お

よび波ダッシュ（~）です。ス

ペースも指定できますが，文字

列の先頭および末尾には指定で

きません。また，円記号（\）は

文字列の末尾には指定できませ

ん。このほか，マルチバイト文

字も指定できます。

省略した場合，CIFS 共有のコメ

ントは設定されません。

任意

isReadOnly CIFS 共有を読み取り専用にする

かどうかを設定します。

true

読み取り専用にする場合に

指定します。

false*1

読み取りと書き込みを許可

する場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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isBrowseEnabled クライアント環境で CIFS 共有

名を一覧に表示するかどうかを

設定します。

true*1

表示する場合に指定します。

false

表示しない場合に指定しま

す。

任意

fileAccessPermissionOfOwner*2 書き込みが許可された CIFS 共

有にファイルを作成するときの

オーナーのアクセス権を指定し

ます。

rw*1

読み取りおよび書き込みを

許可する場合に指定します。

ro

読み取りだけを許可する場

合に指定します。

none

読み取りおよび書き込みを

許可しない場合に指定しま

す。

fileAccessPermi

ssionOfGroupプロ

パティおよび

fileAccessPermi

ssionOfOtherプロ

パティが設定されて

いる場合は必須です。

fileAccessPermissionOfGroup*2 書き込みが許可された CIFS 共

有にファイルを作成するときの

グループのアクセス権を指定し

ます。

省略した場合は，roが設定され

ます。

設定できる値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

fileAccessPermi

ssionOfOwnerプロ

パティおよび

fileAccessPermi

ssionOfOtherプロ

パティが設定されて

いる場合は必須です。

fileAccessPermissionOfOther*2 書き込みが許可された CIFS 共

有にファイルを作成するときの

その他のアクセス権を設定しま

す。

省略した場合は，roが設定され

ます。

設定できる値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

fileAccessPermi

ssionOfOwnerプロ

パティおよび

fileAccessPermi

ssionOfGroupプロ

パティが設定されて

いる場合は必須です。

directoryAccessPermissionOfOwn

er*2

書き込みが許可された CIFS 共

有にディレクトリを作成すると

きのオーナーのアクセス権を指

定します。

省略した場合は，rwが設定され

ます。

設定できる値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

directoryAccess

PermissionOfGro

upプロパティおよび

directoryAccess

PermissionOfOth

erプロパティが設定

されている場合は必

須です。

プロパティ 説明 指定時の条件



リソース 55

API リ ファレンス

directoryAccessPermissionOfGro

up*2

書き込みが許可された CIFS 共

有にディレクトリを作成すると

きのグループのアクセス権を指

定します。

省略した場合は，roが設定され

ます。

設定できる値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

directoryAccess

PermissionOfOwn

erプロパティおよび

directoryAccess

PermissionOfOth

erプロパティが設定

されている場合は必

須です。

directoryAccessPermissionOfOth

er*2

書き込みが許可された CIFS 共

有にディレクトリを作成すると

きのその他のアクセス権を指定

します。

省略した場合は，roが設定され

ます。

設定できる値の詳細については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

directoryAccess

PermissionOfOwn

erプロパティおよび

directoryAccess

PermissionOfGro

upプロパティが設定

されている場合は必

須です。

guestAccessPermission ゲストアカウントのアクセスを

許可するかどうかを設定します。

allow

CIFS 共有にゲストアカウ

ントでのアクセスを許可す

る場合に指定します。

disallow

CIFS 共有にゲストアカウ

ントでのアクセスを許可し

ない場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：Security）

で設定した CIFS サービス

構成定義に従う場合に指定

します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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diskSynchronizationPolicy クライアントからの書き込みま

たはクローズ要求に対する動作

を設定します。

write_and_close

クライアントから CIFS 共

有への書き込みおよびク

ローズ要求に同期して書き

込む場合に指定します。

close

クライアントから CIFS 共

有へのクローズ要求に同期

して書き込む場合に指定し

ます。

none

一定周期で書き込む場合に

指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：

Performance）で設定した

CIFS サービス構成定義に

従う場合に指定します。

任意

cifsClientCacheSetting CIFS 共有内のファイルの更新

データをクライアントにキャッ

シュするかどうかを設定します。

use

クライアントにキャッシュ

する場合に指定します。

do_not_use

クライアントにキャッシュ

しない場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：

Performance）で設定した

CIFS サービス構成定義に

従う場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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fileTimestampChangeableUsers CIFS 共有内のファイルのタイム

スタンプを更新できるユーザー

を設定します。

write_permitted_users

ファイルの書き込みを許可

されたすべてのユーザーに，

タイムスタンプの更新を許

可する場合に指定します。

owner_only

ファイルのオーナーだけに

タイムスタンプの更新を許

可する場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：Security）

で設定した CIFS サービス

構成定義に従う場合に指定

します。

isClassicAclプロ

パティが trueの場

合に設定できます。

isHomeDirectoryEnabled CIFS 共有でホームディレクトリ

の自動作成機能を有効にするか

どうかを設定します。

true

ホームディレクトリの自動

作成機能を有効にする場合

に指定します。

false*1

ホームディレクトリの自動

作成機能を無効にする場合

に指定します。

任意

clientAccessPolicy CIFS クライアントからのアクセ

スの処理方法を設定します。

parallel

アクセスをパラレルに処理

する場合に指定します。

serial

アクセスをシリアルに処理

する場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：

Performance）で設定した

CIFS サービス構成定義に

従う場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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vssUse Volume Shadow Copy Service を

使用するかどうかを指定します。

ただし， 新差分スナップ

ショット公開用ファイルシステ

ムの CIFS 共有の場合は，この

プロパティの設定にかかわらず，

do_not_useが設定されます。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：Basic）で

設定した CIFS サービス構

成定義に従う場合に指定し

ます。

do_not_use

Volume Shadow Copy 

Service を使用しない場合

に指定します。

任意

cifsClientRoCacheOptimize 複数の CIFS クライアントによ

るファイルへのアクセス競合が

発生した場合に，読み取り専用

のクライアントキャッシュを使

用するかどうかを設定します。

なお，ファイル共有に NFS プロ

トコルでもアクセスする場合は，

更新が反映されないおそれがあ

るため，読み取り専用のクライ

アントキャッシュを使用しない

ことを推奨します。

use

読み取り専用のクライアン

トキャッシュを使用する場

合に指定します。

do_not_use

読み取り専用のクライアン

トキャッシュを使用しない

場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：

Performance）で設定した

CIFS サービス構成定義に

従う場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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accessBasedEnumeration アクセスベースの列挙を有効に

するかどうかを設定します。

use

アクセスベースの列挙を有

効にする場合に指定します。

do_not_use

アクセスベースの列挙を無

効にする場合に指定します。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：Security）

で設定した CIFS サービス

構成定義に従う場合に指定

します。

任意

smbEncryption SMB 3.0 を使用する場合に，

CIFS クライアントとの通信を暗

号化するかどうかを指定します。

このプロパティの指定は，GUI

の［CIFS Service 

Management］ページ（Setting 

Type：Basic）で，［SMB 

protocol］に［SMB 3.0］を選択

した場合にだけ有効です。

［SMB protocol］に［SMB 3.0］

以外を選択した場合は，

disableを指定するか，CIFS

サービスの構成定義で暗号化し

ないように設定してから

defaultを指定してください。

auto

指定しないでください。

mandatory

必ず暗号化する場合に指定

します。

SMB 3.0 に対応していない

クライアントからは CIFS

共有にアクセスできません。

disable

暗号化しない場合に指定し

ます。

default*1

GUI の［CIFS Service 

Management］ページ

（Setting Type：Security）

で設定した CIFS サービス

構成定義に従う場合に指定

します。

任意

writeDisallowedUsers*3 CIFS 共有への書き込みを拒否す

るユーザーを設定します。

複数のユーザーが存在する場合

は，コンマ（,）で区切って指定

します。省略した場合，値は設

定されません。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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writeDisallowedGroups*3 CIFS 共有への書き込みを拒否す

るグループを設定します。

複数のグループが存在する場合

は，コンマ（,）で区切って指定

します。省略した場合，値は設

定されません。

任意

writeAllowedUsers*3 CIFS 共有への書き込みを許可す

るユーザーを設定します。

複数のユーザーが存在する場合

は，コンマ（,）で区切って指定

します。省略した場合，値は設

定されません。

任意

writeAllowedGroups*3 CIFS 共有への書き込みを許可す

るグループを設定します。

複数のグループが存在する場合

は，コンマ（,）で区切って指定

します。省略した場合，値は設

定されません。

任意

DirectorySetup 共有の作成と同時に，共有ディ

レクトリを作成する場合に指定

します。

このプロパティで設定した内容

を確認するには，作成した共有

ディレクトリにクライアントか

らアクセスできるかどうかを確

認してください。

任意

-- userName 作成するディレクトリのオー

ナーのユーザー名またはユー

ザー ID を設定します。

ユーザー ID で設定する場合は，

0 ～ 2147483147 の範囲で指定

してください。ただし，「0」以

外の ID については，先頭に 0 を

指定できません。Windows ドメ

インのビルトインユーザーは指

定できません。

省略した場合，userNameプロ

パティおよび groupNameプロ

パティには「root」が設定さ

れ，isStickyBit プロパティ，

ownerPermission プロパ

ティ，groupPermission プロ

パティ，および

otherPermission プロパティ

のアクセス権は設定されません。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

プロパティ 説明 指定時の条件
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groupName ディレクトリを所有するグルー

プの名称または ID を設定しま

す。

グループ ID で設定する場合は，

0 ～ 2147483147 の範囲で指定

してください。ただし，「0」以

外の ID については，先頭に 0 を

指定できません。Windows ドメ

インのビルトイングループは指

定できません。

省略した場合，userName プロ

パティおよび groupName プロ

パティには「root」が設定さ

れ，isStickyBit プロパティ，

ownerPermission プロパ

ティ，groupPermission プロ

パティ，および

otherPermission プロパティ

のアクセス権は設定されません。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

isStickyBit スティッキービットを使用する

かどうかを設定します。

このプロパティの指定は，

userName プロパティおよび

groupName プロパティを設定

する場合にだけ有効です。

true

スティッキービットを使用

する場合に指定します。

false*1

スティッキービットを使用

しない場合に指定します。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

ownerPermission 共有ディレクトリへのオーナー

のアクセス権を設定します。

このプロパティの指定は，

userName プロパティおよび

groupName プロパティを設定

する場合にだけ有効です。

省略した場合，

ownerPermissionプロパティ

にアクセス権は設定されません

が，isStickyBitプロパティ，

groupPermissionプロパティ，

および otherPermissionプロ

パティをすべて省略すると，

ownerPermissionプロパティ

には rwが設定されます。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

プロパティ 説明 指定時の条件
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groupPermission 共有ディレクトリへのグループ

のアクセス権を設定します。

このプロパティの指定は，

userName プロパティおよび

groupName プロパティを設定

する場合にだけ有効です。

省略した場合，

groupPermissionプロパティ

にアクセス権は設定されません

が，isStickyBitプロパティ，

ownerPermissionプロパティ，

および otherPermissionプロ

パティをすべて省略すると，

groupPermissionプロパティ

には roが設定されます。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

otherPermission 共有ディレクトリへのその他の

アクセス権を設定します。

このプロパティの指定は，

userName プロパティおよび

groupName プロパティを設定

する場合にだけ有効です。

省略した場合，

otherPermissionプロパティ

にアクセス権は設定されません

が，isStickyBitプロパティ，

ownerPermissionプロパティ，

および groupPermissionプロ

パティをすべて省略すると，

otherPermissionプロパティ

には roが設定されます。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOw

nerプロパティを参照してくだ

さい。

DirectorySetup

プロパティを設定す

る場合に指定できま

す。

プロパティ 説明 指定時の条件
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DirectoryACLSettings 共有ディレクトリに ACL を設定

する場合に指定します。

このプロパティで設定した内容

を確認するには，作成した共有

ディレクトリにクライアントか

らアクセスできるかどうかを確

認してください。

任意

-- DirectoryACLSetting -- DirectoryACLSet

tingsプロパティを

設定する場合に必須

です。

-- userGroupAccess ACE にユーザーまたはグループ

のアクセス権を設定します。

allow

指定したユーザーまたはグ

ループに許可のアクセス権

を与える場合に指定します。

ユーザーまたはグループの

ACE にアクセス権が追加さ

れ，すでに ACE が設定さ

れている場合は，アクセス

権が統合されます。同一

ユーザーに対して複数の

ACE が設定されている場合

は，一つの ACE に統合さ

れます。

replace

指定したユーザーまたはグ

ループに許可のアクセス権

を与える場合に指定します。

同一ユーザーまたはグルー

プの ACE は破棄され，指

定した ACE に置き換えら

れます。

deny

指定したユーザーまたはグ

ループに拒否のアクセス権

を与える場合に指定します。

同一ユーザーまたはグルー

プの ACE は破棄され，指

定した ACE に置き換えら

れます。

DirectoryACLSet

tingプロパティを

設定する場合に必須

です。

name ACE のユーザー名またはグルー

プ名を設定します。

DirectoryACLSet

tingプロパティを

設定する場合に必須

です。

accountType ACE のアカウント種別を設定し

ます。

u

ユーザーにアクセス権を与

える場合に指定します。

g

グループにアクセス権を与

える場合に指定します。

DirectoryACLSet

tingプロパティが

設定されている場合

は必須

プロパティ 説明 指定時の条件
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applicationDestination ACE が適用される範囲を設定し

ます。

o

ディレクトリだけに適用す

る場合に指定します。

a

ディレクトリ，サブディレ

クトリおよびファイルだけ

に適用する場合に指定しま

す。

f

ディレクトリとサブディレ

クトリに適用する場合に指

定します。

e

ディレクトリとファイルに

適用する場合に指定します。

s

サブディレクトリとファイ

ルだけに適用する場合に指

定します。

u

サブディレクトリだけに適

用する場合に指定します。

i

ファイルだけに適用する場

合に指定します。

DirectoryACLSet

tingプロパティが

設定されている場合

は必須

inheritanceRange ACE の継承範囲を設定します。

o

直下にあるディレクトリや

ファイルにだけ継承する場

合に指定します。

a

下位にあるすべてのディレ

クトリおよびファイルに継

承する場合に指定します。

DirectoryACLSet

tingプロパティを

設定する場合に必須

です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *1　プロパティを省略した場合のデフォルト値です。

accessPermission アクセス権を設定します。

複数のアクセス権を設定する場

合は，コロン二つ（::）で区

切って指定してください。

f

「フルコントロール」を許可

する場合に指定します。

s

「フォルダのスキャン / ファ

イルの実行」を許可する場

合に指定します。

r

「フォルダの一覧 / データの

読み取り」を許可する場合

に指定します。

a

「属性の読み取り」を許可す

る場合に指定します。

e

「拡張属性の読み取り」を許

可する場合に指定します。

w

「ファイルの作成 / データの

書き込み」を許可する場合

に指定します。

p

「フォルダの作成 / データの

追加」を許可する場合に指

定します。

t

「属性の書き込み」を許可す

る場合に指定します。

x

「拡張属性の書き込み」を許

可する場合に指定します。

l

「サブフォルダとファイルの

削除」を許可する場合に指

定します。

d

「削除」を許可する場合に指

定します。

c

「アクセス許可の読み取り」

を許可する場合に指定しま

す。

h

「アクセス許可の変更」を許

可する場合に指定します。

g

「所有権の取得」を許可する

場合に指定します。

DirectoryACLSet

tingプロパティを

設定する場合に必須

です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *2　Advanced ACL タイプのファイルシステムの場合，次に示すプロパティをすべて空文字列

で指定すると，cifscreateコマンドで --owner-onlyオプションを指定したときと同じ設定と

なります。

• fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

• fileAccessPermissionOfGroupプロパティ

• fileAccessPermissionOfOtherプロパティ

• directoryAccessPermissionOfOwnerプロパティ

• directoryAccessPermissionOfGroupプロパティ

• directoryAccessPermissionOfOtherプロパティ

注 *3　ユーザーまたはグループにアクセス権を設定する場合，ユーザー数を u，グループ数を g，

ユーザー名の総文字数を n，グループ名の総文字数を m とすると，次の式を満たす必要がありま

す。

u+2g+n+m ≦ 1024

CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストして，CIFS 共有を追加する例を次に示しま

す。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/cifs</exportPoint>
    <cifsShareName>cifsshare</cifsShareName>
    <isClassicAcl>false</isClassicAcl>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>10.213.77.231</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>true</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare>cifscomment</commentForShare>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <isHomeDirectoryEnabled>true</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
    <smbEncryption>mandatory</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers>user3,user4</writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups>group3,group4</writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers>user1,user2</writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups>group1,group2</writeAllowedGroups>
    <DirectorySetup>
        <userName>22222</userName>
        <groupName>11111</groupName>
        <isStickyBit>true</isStickyBit>
        <ownerPermission>rw</ownerPermission>
        <groupPermission>rw</groupPermission>
        <otherPermission>rw</otherPermission>
    </DirectorySetup>
    <DirectoryACLSettings>
        <DirectoryACLSetting>
            <userGroupAccess>allow</userGroupAccess>
            <name>Everyone</name>
            <accountType>g</accountType>
            <applicationDestination>a</applicationDestination>
            <inheritanceRange>a</inheritanceRange>
            <accessPermission>r</accessPermission>
        </DirectoryACLSetting>
    </DirectoryACLSettings>
</CIFSShare>
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メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-15 : CIFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.3.3 CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リ

ソース

この項では，CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースの使い方につい

て説明します。

3.3.3.1 GET メソッドで CIFS 共有の情報を取得する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，Base64 でエンコードされた共有

ディレクトリのパス名を必ず指定してください。

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-16 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに GET メソッドを

リクエストしたときのレスポンス XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ
出力される個

数
サポート構成

verbose が false の

場合の表示

CIFSShare 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- exportPoint 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsShareName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAclEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

restrictionTargetHosts 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAccessRestrictionAllowed 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

commentForShare 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isBrowseEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfOwner 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfGroup 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileAccessPermissionOfOther 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

directoryAccessPermissionOfOwner 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

directoryAccessPermissionOfGroup 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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（凡例）○：表示されます。×：表示されません。

CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに GET メソッドをリクエス

トしたときに表示されるプロパティについては，「表 3-11 :  CIFSShare リ ソースに GET メ ソ ッ ド

を リ ク エス ト し た と きのプロパテ ィ」を参照してください。

CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに GET メソッドをリクエス

トして，指定した CIFS 共有の情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/＜Base64でエンコードさ
れたCIFS共有名＞

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <exportPoint>/mnt/aaa/sh</exportPoint>
    <cifsShareName>sh</cifsShareName>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>0.0.0.0/0</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>false</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare></commentForShare>

directoryAccessPermissionOfOther 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

guestAccessPermission 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

diskSynchronizationPolicy 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsClientCacheSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileTimestampChangeableUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isHomeDirectoryEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

clientAccessPolicy 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

vssUse 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

cifsClientRoCacheOptimize 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

accessBasedEnumeration 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

smbEncryption 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeDisallowedUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeDisallowedGroups 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeAllowedUsers 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

writeAllowedGroups 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ
出力される個

数
サポート構成

verbose が false の

場合の表示
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    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
    <fileAccessPermissionOfOwner></fileAccessPermissionOfOwner>
    <fileAccessPermissionOfGroup></fileAccessPermissionOfGroup>
    <fileAccessPermissionOfOther></fileAccessPermissionOfOther>
    <directoryAccessPermissionOfOwner></directoryAccessPermissionOfOwner>
    <directoryAccessPermissionOfGroup></directoryAccessPermissionOfGroup>
    <directoryAccessPermissionOfOther></directoryAccessPermissionOfOther>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <fileTimestampChangeableUsers></fileTimestampChangeableUsers>
    <isHomeDirectoryEnabled>false</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
    <smbEncryption>default</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers></writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups></writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers></writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups></writeAllowedGroups>
</CIFSShare>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-17 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに GET メソッドを

リクエストしたときのステータスコード

3.3.3.2 POST メソッドで CIFS 共有の情報を変更する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，Base64 でエンコードされた共有

ディレクトリのパス名を必ず指定してください。

CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッドをリクエ

ストするときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-18 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッド

をリクエストするときの XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

CIFSShare -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- cifsShareName String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isClassicAcl Boolean 1 クラスタ

Virtual Server

isAclEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

restrictionTargetHosts String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAccessRestrictionAllowed Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

commentForShare String 0，1 クラスタ

Virtual Server
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CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッドをリクエ

ストするときに指定するプロパティについて次の表に示します。

isReadOnly Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isBrowseEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileAccessPermissionOfOwner String 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileAccessPermissionOfGroup String 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileAccessPermissionOfOther String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfOwner String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfGroup String 0，1 クラスタ

Virtual Server

directoryAccessPermissionOfOther String 0，1 クラスタ

Virtual Server

guestAccessPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

diskSynchronizationPolicy String 0，1 クラスタ

Virtual Server

cifsClientCacheSetting String 0，1 クラスタ

Virtual Server

fileTimestampChangeableUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isHomeDirectoryEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

clientAccessPolicy String 0，1 クラスタ

Virtual Server

vssUse String 0，1 クラスタ

Virtual Server

cifsClientRoCacheOptimize String 0，1 クラスタ

Virtual Server

accessBasedEnumeration String 0，1 クラスタ

Virtual Server

smbEncryption String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeDisallowedUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeDisallowedGroups String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeAllowedUsers String 0，1 クラスタ

Virtual Server

writeAllowedGroups String 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成
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表 3-19 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッド

をリクエストするときのプロパティ

プロパティ 説明 指定時の条件

CIFSShare -- --

-- cifsShareName CIFS 共有名を設定します。

設定できる文字列の長さは，80 文字以内です。

任意

isClassicAcl Advanced ACL または Classic ACL のどちら

で操作するかを設定します。操作対象の共有

ディレクトリが属するファイルシステムの

ACL タイプに合わせて設定してください。

true

Classic ACL タイプのファイルシステム

の場合に指定します。

false

Advanced ACL タイプのファイルシステ

ムの場合に指定します。

必須

isAclEnabled CIFS クライアントに ACL の参照・設定を許

可するかどうかを指定します。

true から false には変更できません。

true

CIFS クライアントに ACL の参照・設定

を許可する場合に指定します。

false

CIFS クライアントに ACL の参照・設定

を許可しない場合に指定します。

任意

restrictionTargetHosts CIFS 共有へのアクセスを制限するホストを設

定します。複数指定する場合はコンマ（,）で

区切ってください。

ホストをネットワークアドレスで指定する場合

は，IP アドレスを指定します（例：

10.203.15.0）。

ネットマスクに従ってネットワークの範囲を指

定する場合は，＜ネットワークアドレス＞ /＜

ネットマスク＞の形式で指定します（例：

10.203.15.0/255.255.255.0）。

ホスト名を指定する場合は，GUI の［Edit 

System File］ページで /etc/hostsファイル

を編集して，指定したすべてのホスト名と IP

アドレスを追加してください。

省略した場合，すべてのホストまたはネット

ワークが対象になります。

GUI の［CIFS Service Management］ページ

（Setting Type：Security）でアクセスを制限

するホストまたはネットワークが設定されてい

る場合は，すべてのファイル共有にその設定が

適用されます。

isAccessRes

trictionAll

owedプロパ

ティを設定す

る場合に必須

です。
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isAccessRestrictionAllowed restrictionTargetHostsプロパティで指

定したホストに対して CIFS 共有へのアクセス

を制限するかどうかを設定します。

true

アクセスを制限する場合に指定します。

false

アクセスを制限しない場合に指定します。

GUI の［CIFS Service Management］ページ

（Setting Type：Security）でアクセスを制限

するホストまたはネットワークが設定されてい

る場合は，すべてのファイル共有にその設定が

適用されます。

restriction

TargetHosts

プロパティを

設定する場合

に必須です。

commentForShare CIFS 共有のコメントを設定します。

設定できる文字は，英数字，感嘆符（!），番号

記号（#），ドル記号（$），アンパサンド（&），

アポストロフィ（'），始め丸括弧（(），終わ

り丸括弧（)），アステリスク（*），正符号

（+），コンマ（,），ハイフン（-），ピリオド

（.），斜線（/），コロン（:），始め山括弧

（<），終わり山括弧（>），疑問符（?），単価記

号（@），始め角括弧（[），円記号（\），終わ

り角括弧（]），アクサンシルコンフレックス

（^），アンダーライン（_），アクサングラーブ

（`），始め波括弧（{），縦線（|），終わり波括

弧（}）および波ダッシュ（~）です。スペー

スも指定できますが，文字列の先頭および末尾

には指定できません。また，円記号（\）は文

字列の末尾には指定できません。このほか，マ

ルチバイト文字も指定できます。設定できる文

字列の長さは，256 文字以内です。

任意

isReadOnly CIFS 共有を読み取り専用にするかどうかを設

定します。

true

読み取り専用にする場合に設定します。

false

読み取りと書き込みを許可する場合に設

定します。

任意

isBrowseEnabled クライアント環境で CIFS 共有名を一覧に表示

するかどうかを設定します。

true

表示する場合に指定します。

false

表示しない場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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fileAccessPermissionOfOwner* 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのオーナーのアクセス権を指定し

ます。

rw

読み取りおよび書き込みを許可する場合

に指定します。

ro

読み取りだけを許可する場合に指定しま

す。

none

読み取りおよび書き込みを許可しない場

合に指定します。

fileAccessP

ermissionOf

Groupプロパ

ティおよび

fileAccessP

ermissionOf

Otherプロパ

ティが設定さ

れている場合

は必須です。

fileAccessPermissionOfGroup* 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのグループのアクセス権を指定し

ます。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパ

ティを参照してください。

fileAccessP

ermissionOf

Ownerプロパ

ティおよび

fileAccessP

ermissionOf

Otherプロパ

ティが設定さ

れている場合

は必須です。

fileAccessPermissionOfOther* 書き込みが許可された CIFS 共有にファイルを

作成するときのその他のアクセス権を指定しま

す。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパ

ティを参照してください。

fileAccessP

ermissionOf

Ownerプロパ

ティおよび

fileAccessP

ermissionOf

Groupプロパ

ティが設定さ

れている場合

は必須です。

directoryAccessPermissionOf

Owner*

書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのオーナーのアクセス権を指

定します。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパ

ティを参照してください。

directoryAc

cessPermiss

ionOfGroup

プロパティお

よび

directoryAc

cessPermiss

ionOfOther

プロパティが

設定されてい

る場合は必須

です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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directoryAccessPermissionOf

Group*

書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのグループのアクセス権を指

定します。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパ

ティを参照してください。

directoryAc

cessPermiss

ionOfOwner

プロパティお

よび

directoryAc

cessPermiss

ionOfOther

プロパティが

設定されてい

る場合は必須

です。

directoryAccessPermissionOf

Other*

書き込みが許可された CIFS 共有にディレクト

リを作成するときのその他のアクセス権を指定

します。

設定するアクセス権については，

fileAccessPermissionOfOwnerプロパ

ティを参照してください。

directoryAc

cessPermiss

ionOfOwner

プロパティお

よび

directoryAc

cessPermiss

ionOfGroup

プロパティが

設定されてい

る場合は必須

です。

guestAccessPermission ゲストアカウントのアクセスを許可するかどう

かを設定します。

allow

CIFS 共有にゲストアカウントでのアクセ

スを許可する場合に指定します。

disallow

CIFS 共有にゲストアカウントでのアクセ

スを許可しない場合に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義に従う場合

に指定します。

任意

diskSynchronizationPolicy クライアントからの書き込みまたはクローズ要

求に対する動作を設定します。

write_and_close

クライアントから CIFS 共有への書き込

みおよびクローズ要求に同期して書き込

む場合に指定します。

close

クライアントから CIFS 共有へのクロー

ズ要求に同期して書き込む場合に指定し

ます。

none

一定周期で書き込む場合に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義に従う

場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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cifsClientCacheSetting CIFS 共有内のファイルの更新データをクライ

アントにキャッシュするかどうかを設定しま

す。

use

クライアントにキャッシュする場合に指

定します。

do_not_use

クライアントにキャッシュしない場合に

指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義に従う

場合に指定します。

任意

fileTimestampChangeableUser

s

CIFS 共有内のファイルのタイムスタンプを更

新できるユーザーを設定します。

write_permitted_users

ファイルの書き込みを許可されたすべて

のユーザーに，タイムスタンプの更新を

許可する場合に指定します。

owner_only

ファイルのオーナーだけにタイムスタン

プの更新を許可する場合に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義に従う場合

に指定します。

isClassicAc

lプロパティが

trueの場合に

指定できます。

isHomeDirectoryEnabled CIFS 共有でホームディレクトリの自動作成機

能を有効にするかどうかを設定します。

true

ホームディレクトリの自動作成機能を有

効にする場合に指定します。

false

ホームディレクトリの自動作成機能を無

効にする場合に指定します。

任意

clientAccessPolicy CIFS クライアントからのアクセスの処理方法

を設定します。

parallel

アクセスをパラレルに処理する場合に指

定します。

serial

アクセスをシリアルに処理する場合に指

定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義に従う

場合に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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vssUse Volume Shadow Copy Service を使用するかど

うかを指定します。ただし， 新差分スナップ

ショット公開用ファイルシステムの CIFS 共有

の場合は，このプロパティの設定に関わらず，

do_not_useが設定されます。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Basic）で設定し

た CIFS サービス構成定義に従う場合に

指定します。

do_not_use

Volume Shadow Copy Service を使用しな

い場合に指定します。

任意

cifsClientRoCacheOptimize 複数の CIFS クライアントによるファイルへの

アクセス競合が発生した場合に，読み取り専用

のクライアントキャッシュを使用するかどうか

を設定します。なお，ファイル共有に NFS プ

ロトコルでもアクセスする場合は，更新が反映

されないおそれがあるため，読み取り専用のク

ライアントキャッシュを使用しないことを推奨

します。

use

読み取り専用のクライアントキャッシュ

を使用する場合に指定します。

do_not_use

読み取り専用のクライアントキャッシュ

を使用しない場合に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Performance）で

設定した CIFS サービス構成定義に従う

場合に指定します。

任意

accessBasedEnumeration アクセスベースの列挙を有効にするかどうかを

設定します。

use

アクセスベースの列挙を有効にする場合

に指定します。

do_not_use

アクセスベースの列挙を無効にする場合

に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義に従う場合

に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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smbEncryption SMB 3.0 を使用する場合に，CIFS クライアン

トとの通信を暗号化するかどうかを指定しま

す。

このプロパティの指定は，GUI の［CIFS 

Service Management］ページ（Setting  

Type：Basic）で，［SMB protocol］に［SMB 

3.0］を選択した場合にだけ有効です。［SMB 

protocol］に［SMB 3.0］以外を選択した場合

は，disableを指定するか，CIFS サービスの

構成定義で暗号化しないように設定してから

defaultを指定してください。

auto

指定しないでください。

mandatory

必ず暗号化する場合に指定します。

SMB 3.0 に対応していないクライアント

からは CIFS 共有にアクセスできません。

disable

暗号化しない場合に指定します。

default

GUI の［CIFS Service Management］

ページ（Setting Type：Security）で設定

した CIFS サービス構成定義に従う場合

に指定します。

任意

writeDisallowedUsers CIFS 共有への書き込みを拒否するユーザーを

設定します。

複数のユーザーが存在する場合は，コンマ（,）

で区切って指定します。

プロパティの設定を省略した場合，または空文

字列を指定した場合は，設定されていた情報が

削除されます。ただし，

writeDisallowedGroupsプロパティの設定

も省略した場合，または空文字列を指定した場

合は，設定されていた情報は削除されません。

任意

writeDisallowedGroups CIFS 共有への書き込みを拒否するグループを

設定します。

複数のグループが存在する場合は，コンマ（,）

で区切って指定します。

プロパティの設定を省略した場合，または空文

字列を指定した場合は，設定されていた情報が

削除されます。ただし，

writeDisallowedUsersプロパティの設定

も省略した場合，または空文字列を指定した場

合は，設定されていた情報は削除されません。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *　Advanced ACL タイプのファイルシステムの場合，次に示すプロパティをすべて空文字列で

指定すると，cifseditコマンドで --owner-onlyオプションを指定したときと同じ設定となり

ます。

• fileAccessPermissionOfOwnerプロパティ

• fileAccessPermissionOfGroupプロパティ

• fileAccessPermissionOfOtherプロパティ

• directoryAccessPermissionOfOwnerプロパティ

• directoryAccessPermissionOfGroupプロパティ

• directoryAccessPermissionOfOtherプロパティ

CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッドをリクエ

ストして，CIFS 共有の情報を変更する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/＜Base64でエンコードさ
れたCIFS共有名＞

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <cifsShareName>cifssharechange</cifsShareName>
    <isClassicAcl>false</isClassicAcl>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>10.213.77.88</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>true</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare>cifscomment</commentForShare>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <isHomeDirectoryEnabled>true</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>

writeAllowedUsers CIFS 共有への書き込みを許可するユーザーを

設定します。

複数のユーザーが存在する場合は，コンマ（,）

で区切って指定します。

プロパティの設定を省略した場合，または空文

字列を指定した場合は，設定されていた情報が

削除されます。ただし，

writeAllowedGroupsプロパティの設定も省

略した場合，または空文字列を指定した場合

は，設定されていた情報は削除されません。

任意

writeAllowedGroups CIFS 共有への書き込みを許可するグループを

設定します。

複数のグループが存在する場合は，コンマ（,）

で区切って指定します。

プロパティの設定を省略した場合，または空文

字列を指定した場合は，設定されていた情報が

削除されます。ただし，

writeAllowedUsersプロパティの設定も省

略した場合，または空文字列を指定した場合

は，設定されていた情報は削除されません。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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    <smbEncryption>disable</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers>user1,user2</writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups>group1,group2</writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers>user3,user4</writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups>group3,group4</writeAllowedGroups>
</CIFSShare>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-20 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに POST メソッド

をリクエストしたときのステータスコード

3.3.3.3 DELETE メソッドで指定した CIFS 共有を削除する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，Base64 でエンコードされた共有

ディレクトリのパス名を必ず指定してください。

CIFS 共有を削除しても，共有ディレクトリは削除されません。

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-21 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに DELETE メソッ

ドをリクエストしたときのステータスコード

3.3.3.4 HEAD メソッドで指定した CIFS 共有が存在するかどうか確認する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，Base64 でエンコードされた共有

ディレクトリのパス名を必ず指定してください。

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-22 : CIFSShares/ ＜ Base64 でエンコードされた CIFS 共有名＞リソースに HEAD メソッド

をリクエストしたときのステータスコード

3.4 FCPath

3.4.1 FCPath リソースの概要

FCPath リソースを使用して，FC パスの情報を取得できます。

FCPath リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 説明

200 指定した CIFS 共有は利用できます。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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表 3-23 : FCPath リソースに使用できる HTTP メソッド

3.4.2 FCPath リソース

この項では，FCPath リソースの使い方について説明します。

3.4.2.1 GET メソッドで指定した FC パスの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-24 : FCPath リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。

FCPath リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次の表

に示します。

表 3-25 : FCPath リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/FCPaths GET クラスタ ログインしたノードに設定されている全

FC パスの情報を取得します。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

FCPaths 1 クラスタ 　○　

-- FCPath 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- path 1 クラスタ 　○　

target 1 クラスタ 　○　

hostPort 1 クラスタ 　○　

hostPortWWN 1 クラスタ 　○　

arrayPort 1 クラスタ 　○　

arrayPortWWN 1 クラスタ 　○　

model 1 クラスタ 　○　

serial 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

プロパティ 説明

FCPaths --

-- FCPath --

-- path FC パスが次の形式で表示されます。

path ＜固定 GID ＞ - ＜ホストポート番号＞ - ＜ストレージポート番

号＞

ターゲットを特定できない場合は，空文字列が表示されます。

target ターゲットが 7 バイトで表示されます。

ターゲットを特定できない場合は，空文字列が表示されます。

hostPort ノード側の FC ポート（ホストポート）の名称が 6 バイトで表示され

ます。

FC ポートを特定できない場合は，空文字列が表示されます。

hostPortWWN ノード側の FC ポートの WWN が 16 バイトで表示されます。

FC ポートを特定できない場合は，「----------------」が表示されます。
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FCPath リソースに GET メソッドをリクエストして，FC パスの情報を取得する例を次に示しま

す。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FCPaths

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FCPaths>
    <FCPath>
        <path>path000-0004-1E</path>
        <target>N1-T000</target>
        <hostPort>fc0004</hostPort>
        <hostPortWWN>10000000c98f2992</hostPortWWN>
        <arrayPort>1E</arrayPort>
        <arrayPortWWN>50060e801046889c</arrayPortWWN>

arrayPort ストレージシステム側の FC ポート（ストレージポート）の名称が 4

バイト以内で表示されます。

arrayPortWWN ストレージシステム側の FC ポートの WWN が表示されます。

FC ポートを特定できない場合は，「----------------」が表示されます。

model LU が存在するストレージシステムのモデルが表示されます。

次の場合は，空文字列が表示されます。

• HVFP で LU を運用していないストレージシステムである

• ノード上の OS の起動時に FC パスに障害が発生しているなどの

理由でストレージシステムの情報が取得されていない

serial ストレージシステムのシリアル番号が 16 バイト以内で表示されます。

特定できない場合は空文字列が表示されます。

status FC パスの状態が表示されます。

Online

正常に稼働している場合に表示されます。

デバイスファイルの障害を検知した場合は，Online (LU 

Error)と表示されます。

Offline

システム管理者の操作によって FC パスがオフライン状態になっ

ている場合に表示されます。

デバイスファイルの障害を検知した場合は，Offline (LU 

Error)と表示されます。

Error

次のどれかの場合に表示されます。

- FC パスに障害が発生しているとき

- 対象の FC パスに属する全デバイスファイルにアクセスできな

いとき

- FC パスに対応づけられたホストグループへ LU が割り当てら

れていないとき

Partially Online

FC パスは正常に稼働していますが，一部のデバイスファイルに

アクセスできない状態の場合に表示されます。

デバイスファイルの障害を検知した場合は，Partially 

Online (LU Error)と表示されます。

Configuration Mismatch

FC パスに対応づけられたホストグループへの LU 割り当てが，

交替パスの割り当てと異なる場合，または交替パスがないときに

表示されます。

Unknown

ノード側の FC ポート（ホストポート）またはストレージシステ

ム側の FC ポート（ストレージポート）を特定できない。

プロパティ 説明
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        <serial>83016761</serial>
        <status>Online</status>
    </FCPath>
    <FCPath>
        <path>path000-0005-1F</path>
        <target>N1-T000</target>
        <hostPort>fc0005</hostPort>
        <hostPortWWN>10000000c98f2993</hostPortWWN>
        <arrayPort>1F</arrayPort>
        <arrayPortWWN>50060e801046889d</arrayPortWWN>
        <serial>83016761</serial>
        <status>Online</status>
    </FCPath>
</FCPaths>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-26 : FCPath リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.5 FileSystem

3.5.1 FileSystem リソースの概要

FileSystem リソースを使用して，ファイルシステムの情報を取得したり，ファイルシステムを作

成したりできます。また，ファイルシステムを削除したり，ファイルシステムが存在するかどうか

を確認したりできます。

FileSystem リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-27 : FileSystem リソースに使用できる HTTP メソッド

3.5.2 FileSystem リソース

この項では，FileSystem リソースの使い方について説明します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/FileSystems GET クラスタ

Virtual Server
ノード上または Virtual Server 上の全

ファイルシステムの情報を取得します。

PUT クラスタ

Virtual Server
ファイルシステムを作成します。

/FileSystems/

＜ファイルシステ

ム名＞

GET クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムの情報を取得

します。

POST クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムの情報を編集

します。

DELETE クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムを削除します。

HEAD クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムが存在するか

どうかを確認します。

/FileSystems/

＜ファイルシステ

ム名＞ /

MountSetting

GET クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムのマウント設

定の情報を取得します。

POST クラスタ

Virtual Server
指定したファイルシステムのマウント設

定の情報を編集します。
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3.5.2.1 GET メソッドでファイルシステムの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-28 : FileSystem リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

プロパティ
出力される個

数
サポート構成

verbose が

false の場合の

表示

FileSystems 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- FileSystem 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- fileSystemName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

usage 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

deviceStatus 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

freeBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

usedBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

totalBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isLvmEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

fileSystemSizeInGigaByte 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isLvmStripingEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

stripes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

stripeSize 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

NamespaceShareSettings 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- type 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

FQDN 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

user 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

password 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○（空文字）

UseVersioning 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

periodToHold 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isBypassEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

FileSystem リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次

の表に示します。

表 3-29 : FileSystem リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

WormSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- maxRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

minRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAutoCommitEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

commitModeSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

autoCommitPeriod 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

defaultRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isWormDeleteEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

longestRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

MountSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

-- isMounted 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

mountStatus 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isFileLastAccessTimeRec

ordingEnabled

1 クラスタ

Virtual Server
　×　

LUs 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- LU 1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- deviceFileName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ
出力される個

数
サポート構成

verbose が

false の場合の

表示

プロパティ 説明

FileSystems --

-- FileSystem --

-- fileSystemName ファイルシステム名が表示されます。
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usage ファイルシステムを運用している機能の名称が表示され

ます。

None

次に示すどの機能でも運用されていない場合に表示

されます。

File snapshots

ファイルスナップショット機能で運用されている場

合に表示されます。

HFRR

File Remote Replicator の機能で運用されている場

合に表示されます。

WORM

WORM 対応ファイルシステムの場合に表示されま

す。

Snapshot

差分スナップショットである場合に表示されます。

HFRR-Snapshot

File Remote Replicator で使用されている差分ス

ナップショットである場合に表示されます。

なお，上記の項目のうち複数が該当する場合は，各項目

が（,）で区切られて表示されます。

deviceStatus ファイルシステムを構成しているデバイスファイルの状

態が表示されます。

Normal

正常な場合に表示されます。

Error

デバイスファイルへのアクセス中に障害を検出した

場合に表示されます。

freeBlocksInMegaBytes ファイルシステムが正常にマウントされている場合，ブ

ロックの残容量が MB 単位で表示されます。

小数点第 4 位以下は切り捨てて表示されます。

正常にマウントされていない場合は，空文字列が表示さ

れます。

usedBlocksInMegaBytes ファイルシステムが正常にマウントされている場合，ブ

ロックの使用量が MB 単位で表示されます。

小数点第 4 位以下は切り捨てて表示されます。

正常にマウントされていない場合は，空文字列が表示さ

れます。

totalBlocksInMegaBytes ファイルシステムが正常にマウントされている場合，ブ

ロック容量が MB 単位で表示されます。

小数点第 4 位以下は切り捨てて表示されます。

正常にマウントされていない場合は，空文字列が表示さ

れます。

isLvmEnabled ファイルシステムがボリュームマネージャーを使用して

いるかどうかが表示されます。

true

ボリュームマネージャーを使用している場合に表示

されます。

false

ボリュームマネージャーを使用していない場合に表

示されます。

volumeGroupName ファイルシステムで使用しているボリュームグループの

名称が表示されます。

プロパティ 説明
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fileSystemSizeInGigaByte ファイルシステムの容量（デバイスファイルの総容量）

が GB 単位で表示されます。

小数点第 4 位以下は切り捨てて表示されます。

差分スナップショットの場合は，空文字列が表示されま

す。

isLvmStripingEnabled ファイルシステムがストライピング構成で構築されてい

るかどうかが表示されます。

true

ファイルシステムがストライピング構成の場合に表

示されます。

false

ファイルシステムがストライピング構成ではない場

合に表示されます。

stripes ストライプ数が整数で表示されます。

ファイルシステムがストライピング構成でない場合は，

空文字列が表示されます。

stripeSize ストライプサイズが KB 単位で表示されます。

ファイルシステムがストライピング構成でない場合は，

空文字列が表示されます。

aclType ファイルシステムの ACL タイプが表示されます。

Classic ACL

Classic ACL タイプの場合に表示されます。

Advanced ACL

Advanced ACL タイプの場合に表示されます。

Unknown

ACL タイプを取得できなかった場合に表示されま

す。

UseVersioning --

isBypassEnabled CIFS 走査チェックのバイパス機能が有効かどうかが表示

されます。

true

　　CIFS 走査チェックのバイパス機能が有効な場合に　

　　表示されます。

false

　　CIFS 走査チェックのバイパス機能が無効な場合に　

　　表示されます。

情報を取得できなかった場合は，空文字列が表示されま

す。

WormSetting* --

-- maxRetention WORM 対応ファイルシステムの 大リテンション期間が

次の形式で表示されます。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
大リテンション期間が無期限に設定されている場合は

infiniteが表示されます。WORM 対応ファイルシステ

ムでない場合は，空文字列が表示されます。

minRetention WORM 対応ファイルシステムの 小リテンション期間が

次の形式で表示されます。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
小リテンション期間が無期限に設定されている場合は

infiniteが表示されます。WORM 対応ファイルシステ

ムでない場合は，空文字列が表示されます。

プロパティ 説明
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isAutoCommitEnabled WORM 対応ファイルシステムの自動コミットが有効に

なっているかどうかが表示されます。

true

自動コミットが有効な場合に表示されます。

false

自動コミットが無効な場合に表示されます。

WORM 対応ファイルシステムでない場合は，空文字列が

表示されます。

commitModeSetting WORM 対応ファイルシステムの自動コミットが有効に

なっている場合，自動コミットのモードが表示されます。

auto

自動モードの場合に表示されます。

manual

手動モードの場合に表示されます。

Unknown

情報が取得できない場合に表示されます。

WORM 対応ファイルシステムでない場合，または自動コ

ミットが無効の場合は，空文字列が表示されます。

autoCommitPeriod WORM 対応ファイルシステムの自動コミットが有効に

なっている場合，ファイルを WORM 化するまでの期間

が次の形式で表示されます。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
WORM 対応ファイルシステムでない場合，または自動コ

ミットが無効の場合は，空文字列が表示されます。

defaultRetention WORM 対応ファイルシステムの自動コミットが行われた

ファイルに設定されるリテンション期間が，次の形式で

表示されます。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
デフォルトリテンション期間が無期限に設定されている

場合は infiniteが表示されます。WORM 対応ファイ

ルシステムでない場合，または自動コミットが無効の場

合は，空文字列が表示されます。

isWormDeleteEnabled WORM 対応ファイルシステムを削除できるかどうかが表

示されます。

true

WORM 対応ファイルシステムを削除できる場合に

表示されます。

false

WORM 対応ファイルシステムを削除できない場合

に表示されます。

longestRetention WORM 対応ファイルシステム内のファイルの 長のリテ

ンション期間が 10 進数（秒単位）で表示されます。

次の場合は，空文字列が表示されます。

• isWormDeleteEnabledプロパティが trueの場

合

• WORM 対応ファイルシステムではない場合

• WORM 対応ファイルシステムが閉塞状態の場合

MountSetting --

-- isMounted ファイルシステムがマウントされているかどうかが表示

されます。

true

マウントされている場合に表示されます。

false

マウントされていない場合に表示されます。

プロパティ 説明
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mountStatus ファイルシステムのマウント状態が表示されます。

Normal

正常な場合に表示されます。

Fatal error

閉塞状態の場合に表示されます。

Overflow

差分格納デバイスの容量が不足した場合に表示され

ます。

Not available

差分格納デバイスに障害が発生している場合に表示

されます。

Blocked

差分格納デバイスの容量の不足によってファイルシ

ステムがブロックされている場合に表示されます。

Blocked and Ready

差分格納デバイスの容量の不足によってファイルシ

ステムがブロックされた際の対処として，差分格納

デバイスの空き容量を確保したあと，ファイルシス

テムの回復処理が完了していない場合に表示されま

す。

差分格納デバイスの容量不足によってファイルシス

テムがブロックされた際の対処については，「トラブ

ルシューティングガイド」を参照してください。

Expanding

ファイルシステムを拡張する処理を実行中か，処理

でエラーが発生している場合に表示されます。

Reclaiming

ファイルシステムで使用している仮想 LU の未使用

領域を解放中の場合に表示されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

isReadOnly ファイルシステムが読み取り専用でマウントされている

かどうかが表示されます。

true

読み取り専用でマウントされている場合に表示され

ます。

false

読み取りと書き込みが許可された状態でマウントさ

れている場合に表示されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

isFileLastAccessTim

eRecordingEnabled

ファイルシステムにアクセスしたときの 終アクセス時

刻が更新されるように設定されているかどうかが表示さ

れます。

true

終アクセス時刻が更新されるように設定されてい

る場合に表示されます。

false

終アクセス時刻が更新されるように設定されてい

ない場合に表示されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

LUs --

プロパティ 説明
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注 *　マウントされていない場合，値は表示されません。

FileSystem リソースに GET メソッドをリクエストして，ファイルシステムの情報を取得する例

を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems

レスポンス XML の例 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystems>
    <FileSystem>
        <fileSystemName>fs01</fileSystemName>
        <usage>None</usage>
        <deviceStatus>Normal</deviceStatus>
        <freeBlocksInMegaBytes>15345.664</freeBlocksInMegaBytes>
        <usedBlocksInMegaBytes>4.096</usedBlocksInMegaBytes>
        <totalBlocksInMegaBytes>15349.76</totalBlocksInMegaBytes>
        <fileSystemSizeInGigaByte>15.000</fileSystemSizeInGigaByte>
        <aclType>Advanced ACL</aclType>
        <NamespaceShareSettings>
            <type>Read/Write</type>
            <FQDN></FQDN>
            <user></user>
            <password></password>
        </NamespaceShareSettings>
        <UseVersioning>used</UseVersioning>
        <periodToHold>7</periodToHold>
        <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
        <WormSetting>
            <maxRetention></maxRetention>
            <minRetention></minRetention>
            <isAutoCommitEnabled></isAutoCommitEnabled>
            <commitModeSetting></commitModeSetting>
            <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
            <defaultRetention></defaultRetention>
            <isWormDeleteEnabled></isWormDeleteEnabled>
            <longestRetention></longestRetention>
        </WormSetting>
        <MountSetting>
            <isMounted>true</isMounted>
            <mountStatus>Normal</mountStatus>
            <isReadOnly>false</isReadOnly>
            <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
        </MountSetting>
    </FileSystem>
</FileSystems>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-30 : FileSystem リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.5.2.2 PUT メソッドでファイルシステムを作成する

FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示します。

-- LU --

-- deviceFileNam

e

ファイルシステムで使用しているデバイスファイルの名

称が表示されます。isLvmStripingEnabledプロパ

ティに trueが指定されている場合は，ファイルシステ

ムを構築または拡張したときに指定した順で表示されま

す。そのほかの場合は，昇順で表示されます。 

プロパティ 説明

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。



90 リソース

API リ フ ァレンス

表 3-31 : FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

FileSystem -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- fileSystemName String 1 クラスタ

Virtual Server

isLvmEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isLvmStripingEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

stripeSize Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

aclType String 0，1 クラスタ

Virtual Server

NamespaceShareSettings -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- type String 0，1 クラスタ

Virtual Server

FQDN String 0，1 クラスタ

Virtual Server

user String 0，1 クラスタ

Virtual Server

password String 0，1 クラスタ

Virtual Server

UseVersioning String 0，1 クラスタ

Virtual Server

periodToHold Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

isBypassEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

WormSetting -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- maxRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

minRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAutoCommitEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

commitModeSetting String 0，1 クラスタ

Virtual Server

autoCommitPeriod String 0，1 クラスタ

Virtual Server

defaultRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

LUs -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- LU -- 1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- deviceFileName String 1 クラスタ

Virtual Server
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FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについて次の

表に示します。

表 3-32 : FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストするときのプロパティ

プロパティ 説明 指定時の条件

FileSystem -- --

-- fileSystemName 作成するファイルシステムの名

称を指定します。クラスタ内で

重複しない名称を指定します。

16 文字以内の英数字およびアン

ダーライン（_）で指定します。

なお，Virtual Server 上で作成

する場合は，Virtual Server 内

で重複しない名称を指定しま

す。

必須

isLvmEnabled ボリュームマネージャーを使用

するかどうかを設定します。

true*1

ボリュームマネージャーを

使用する場合に指定しま

す。

複数のデバイスファイルか

らファイルシステムを構築

する場合は，trueを指定

してください。

false

ボリュームマネージャーを

使用しない場合に指定しま

す。

falseを指定した場合，

ファイルシステムの作成後

に容量を拡張できません。

また，

isLvmStripingEnabled

プロパティおよび

stripeSizeプロパティ

を指定できません。

任意

isLvmStripingEnabled ストライピング構成でファイル

システムを構築するかどうかを

設定します。

true

ストライピング構成でファ

イルシステムを構築する場

合に指定します。

false*1

ストライピング構成でファ

イルシステムを構築しない

場合に指定します。

任意
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stripeSize ストライプサイズを KB 単位で

設定します。

次のどれかの値を指定します。

• 8

• 16

• 32

• 64*1

• 128

• 256

• 512

• 1024

isLvmStripingEnabled

プロパティが trueの場合

に指定できます。

aclType ファイルシステムの ACL タイ

プを設定します。

Classic ACL*1

Classic ACL タイプのファ

イルシステムを構築する場

合に指定します。

Advanced ACL

Advanced ACL タイプの

ファイルシステムを構築す

る場合に指定します。

任意

NamespaceShareSettings -- 任意

UseVersioning -- 任意

isBypassEnabled CIFS 走査チェックのバイパス

機能を有効にするかどうかを指

定します。

true*1

  CIFS 走査チェックのバイパス

  機能を有効にする場合に指定

  します。

false

  CIFS 走査チェックのバイパス

  機能を無効にする場合に指定

  します。

type プロパティが

HomeDirectory の場合は指

定できません。

WormSetting WORM 対応ファイルシステム

を構築する場合に指定します。

WORM 機能の有効・無効の設

定は，ファイルシステムの構築

後に変更できません。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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-- maxRetention WORM 対応ファイルシステム

の 大リテンション期間を設定

します。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-

1）～ 100 年（36500-0-0）で

す。*2

infiniteを設定した場合は，

大リテンション期間が無期限

になります。

省略した場合は，10950-0-0

が設定されます。

WormSettingプロパティ

を設定する場合に指定でき

ます。

minRetention WORM 対応ファイルシステム

の 小リテンション期間を設定

します。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，0 分（0-0-

0）～ 100 年（36500-0-0）で

す。*2

infiniteを設定した場合は，

小リテンション期間が無期限

になります。

省略した場合は，0-0-0が設定

されます。

WormSettingプロパティ

を設定する場合に指定でき

ます。

isAutoCommitEnabled WORM 対応ファイルシステム

で自動コミットを有効にするか

どうかを指定します。

trueから falseには変更でき

ません。

true

自動コミットを有効にする

場合に指定します。

false*1

自動コミットを無効にする

場合に指定します。

WormSettingプロパティ

を設定する場合に指定でき

ます。

プロパティ 説明 指定時の条件



94 リソース

API リ フ ァレンス

commitModeSetting WORM 対応ファイルシステム

の自動コミットのモードを指定

します。

auto

自動コミットを自動モード

で有効にする場合に指定し

ます。

システムファイルおよびシ

ステムディレクトリ以下の

ファイルを除く，すべての

通常ファイルが自動コミッ

トの対象となります。

manual*1

自動コミットを手動モード

で有効にする場合に指定し

ます。

クライアントから読み取り

専用にしたファイルが自動

コミットの対象となりま

す。

次の条件をすべて満たす場

合に指定できます。

• WormSettingプロパ

ティを設定する

• isAutoCommitEnable

dプロパティが true

である

autoCommitPeriod ファイルが WORM 化するまで

の期間を設定します。一度設定

すると変更できません。

次の形式で設定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-

1）～ 100 年（36500-0-0）で

す。*2

省略した場合は，0-0-15が設

定されます。

次の条件をすべて満たす場

合に指定できます。

• WormSettingプロパ

ティを設定する

• isAutoCommitEnable

dプロパティが true

である

defaultRetention 自動コミットされたファイルの

デフォルトリテンション期間を

設定します。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-

1）～ 100 年（36500-0-0）で

す。*2

infiniteを設定した場合は，

デフォルトリテンション期間が

無期限になります。

省略した場合は，10-0-0が設

定されます。ただし，

minRetentionプロパティに

infiniteを設定している場合

は infiniteが設定されます。

次の条件をすべて満たす場

合に指定できます。

• WormSettingプロパ

ティを設定する

• isAutoCommitEnable

dプロパティが true

である

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *1　プロパティを省略した場合のデフォルト値です。

注 *2　例えば，30-15-10 と指定した場合は，30 日 15 時間 10 分が設定されます。0-48-0 と 2-0-0

では，同じ期間（2 日間）が設定されます。

FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストして，ファイルシステムを作成する例を次に

示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
　　<fileSystemName>fs05</fileSystemName>
　　<isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
　　<isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
　　<stripeSize></stripeSize>
　　<aclType>Classic ACL</aclType>
　　<NamespaceShareSettings>
　　　　<type>Read/Write</type>
　　</NamespaceShareSettings>
　　<UseVersioning>used</UseVersioning>
　　<periodToHold>7</periodToHold>
　　<isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
　　<WormSetting>
　　　　<maxRetention>36500-0-0</maxRetention>
　　　　<minRetention>0-0-0</minRetention>
　　　　<isAutoCommitEnabled>true</isAutoCommitEnabled>
　　　　<commitModeSetting>manual</commitModeSetting>
　　　　<autoCommitPeriod>0-0-15</autoCommitPeriod>
　　　　<defaultRetention>10950-0-0</defaultRetention>

LUs -- --

-- LU -- --

-- deviceFileName ファイルシステムに割り当てる

デバイスファイルの名称を次の

形式で指定します。

lu ＜ユーザー LUN ＞

ユーザー LUN は 16 進数で 00

～ FF または 0000 ～ 01FF の

範囲を指定できます。

isLvmEnabledプロパティに

trueを指定した場合は，

65MB 以上のデバイスファイル

を指定してください。また，指

定するデバイスファイルの総容

量が，仮想 LU を使用する場合

は 256MB 以上，仮想 LU を使

用しない場合は 130MB 以上に

なるようにしてください。スト

ライピング構成でファイルシス

テムを構築する場合は，容量が

すべて同一のデバイスファイル

を 2 ～ 128 個で指定してくださ

い。指定したデバイスファイル

の数がストライプ数になりま

す。また，指定したデバイス

ファイルの順にストライプが構

成されます。

必須

プロパティ 説明 指定時の条件
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　　</WormSetting>
　　<LUs>
　　　　<LU>
　　　　　　<deviceFileName>lu0003</deviceFileName>
　　　　</LU>
　　　　<LU>
　　　　　　<deviceFileName>lu0005</deviceFileName>
　　　　</LU>
　　</LUs>
</FileSystem>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-33 : FileSystem リソースに PUT メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.5.3 FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソース

この項では，FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースの使い方について説明します。

3.5.3.1 GET メソッドで指定したファイルシステムの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-34 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに GET メソッドをリクエストしたとき

のレスポンス XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示

FileSystem 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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-- fileSystemName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

usage 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

deviceStatus 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

freeBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

usedBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

totalBlocksInMegaBytes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isLvmEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

fileSystemSizeInGigaByte 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isLvmStripingEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

stripes 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

stripeSize 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示
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NamespaceShareSettings 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- type 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

FQDN 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

user 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

password 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

UseVersioning 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

periodToHold 0，1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isBypassEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

WormSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- maxRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

minRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAutoCommitEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

commitModeSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

autoCommitPeriod 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

defaultRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isWormDeleteEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

longestRetention 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

MountSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

-- isMounted 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

mountStatus 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

isFileLastAccessTimeRecordi

ngEnabled

1 クラスタ

Virtual Server
　×　

LUs 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- LU 1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- deviceFileName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示され

るプロパティについては，「表 3-29 :  FileSystem リ ソースに GET メ ソ ッ ド を リ ク エス ト し た と き

のプロパテ ィ」を参照してください。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに GET メソッドをリクエストして，指定したファ

イルシステムの情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/＜ファイルシステム名＞

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
    <fileSystemName>fs01</fileSystemName>
    <usage>None</usage>
    <deviceStatus></deviceStatus>
    <freeBlocksInMegaBytes>5105.664</freeBlocksInMegaBytes>
    <usedBlocksInMegaBytes>4.096</usedBlocksInMegaBytes>
    <totalBlocksInMegaBytes>5109.76</totalBlocksInMegaBytes>
    <fileSystemSizeInGigaByte>5.000</fileSystemSizeInGigaByte>
    <aclType>Advanced ACL</aclType>
    <NamespaceShareSettings>
        <type>Read/Write</type>
        <FQDN></FQDN>
        <user></user>
        <password></password>
    </NamespaceShareSettings>
    <UseVersioning>used</UseVersioning>
    <periodToHold></periodToHold>
    <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
    <WormSetting>
        <maxRetention></maxRetention>
        <minRetention></minRetention>
        <isAutoCommitEnabled></isAutoCommitEnabled>
        <commitModeSetting></commitModeSetting>
        <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
        <defaultRetention></defaultRetention>
        <isWormDeleteEnabled></isWormDeleteEnabled>
        <longestRetention></longestRetention>
    </WormSetting>
    <MountSetting>
        <isMounted>true</isMounted>
        <mountStatus>Normal</mountStatus>
        <isReadOnly>false</isReadOnly>
        <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
    </MountSetting>
</FileSystem>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-35 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに GET メソッドをリクエストしたとき

のステータスコード

3.5.3.2 POST メソッドで指定したファイルシステムの情報を編集する

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML

の構造を次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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表 3-36 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストするとき

の XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストするときに指定す

るプロパティについて次の表に示します。

表 3-37 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストするとき

のプロパティ

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

FileSystem -- 1 クラスタ

Virtual Server

NamespaceShareSettings -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- type String 0，1 クラスタ

Virtual Server

user String 0，1 クラスタ

Virtual Server

password String 0，1 クラスタ

Virtual Server

UseVersioning Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

periodToHold Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

isBypassEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

addLUs -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- LU -- 1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- deviceFileName String 1 クラスタ

Virtual Server

WormSetting -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- maxRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

minRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAutoCommitEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

commitModeSetting String 0，1 クラスタ

Virtual Server

autoCommitPeriod String 0，1 クラスタ

Virtual Server

defaultRetention String 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ 説明 指定時の条件

FileSystem -- --
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-- expandFileSystemSize ファイルシステムを拡張する容

量を GB 単位で設定します。

追加する容量を指定してくださ

い。

次のプロパティのうち，

どれか一つを必ず指定し

ます。

• expandFileSystem

Size

• addLUs

• WormSetting

NamespaceShareSettings -- --

UseVersioning -- --

isBypassEnabled CIFS 走査チェックのバイパス機

能を有効にするかどうかを指定

します。

true

CIFS 走査チェックのバイパス機

能を有効にする場合に指定しま

す。

false

CIFS 走査チェックのバイパス機

能を無効にする場合に指定しま

す。

任意

addLUs ファイルシステムを拡張するた

めに追加する LU を設定します。

ファイルシステム作成時に

isLvmStripingEnabledプロ

パティに falseを指定した場合

は，容量を拡張できません。

isLvmStripingEnabledプロ

パティに trueを指定した場合

は，容量がすべて同一のデバイ

スファイルを指定してください。

また，指定するデバイスファイ

ルの数は，ファイルシステム作

成時に stripesプロパティで設

定した数と同じにしてください。

次のプロパティのうち，

どれか一つを必ず指定し

ます。

• expandFileSystem

Size

• addLUs

• WormSetting

-- LU ファイルシステムに割り当てる

LU を設定します。

addLUsプロパティを設

定する場合に必須です。

-- deviceFileName ファイルシステムを割り当てる

デバイスファイルの名称を次の

形式で指定します。

lu ＜ユーザー LUN ＞

ユーザーLUN は 16 進数で 00 ～

FF または 0000 ～ 01FF の範囲

を指定できます。

addLUsプロパティを設

定する場合に必須です。

WormSetting -- 次のプロパティのうち，

どれか一つを必ず指定し

ます。

• expandFileSystem

Size

• addLUs

• WormSetting

プロパティ 説明 指定時の条件
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-- maxRetention WORM 対応ファイルシステムの

大リテンション期間を設定し

ます。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-1）

～ 100 年（36500-0-0）です。*

infiniteを設定した場合は，

大リテンション期間が無期限

になります。

次の条件をすべて満たす

場合に指定できます。

• WormSettingプ

ロパティを設定す

る

• minRetentionプ

ロパティが

infiniteではな

い

minRetention WORM 対応ファイルシステムの

小リテンション期間を設定し

ます。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，0 分（0-0-0）

～ 100 年（36500-0-0）です。*

infiniteを設定した場合は，

小リテンション期間が無期限

になります。

WormSettingプロパ

ティを設定する場合に指

定できます。

isAutoCommitEnabled WORM 対応ファイルシステムで

自動コミットを有効にするかど

うかを指定します。いったん有

効にすると，無効に変更するこ

とはできなくなります。

true

自動コミットを有効にする

場合に指定します。

WormSettingプロパ

ティを設定する場合に指

定できます。

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *　例えば，30-15-10 と指定した場合は，30 日 15 時間 10 分が設定されます。0-48-0 と 2-0-0

では，同じ期間（2 日間）が設定されます。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストして，指定した

ファイルシステムの情報を編集する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/＜ファイルシステム名＞

commitModeSetting WORM 対応ファイルシステムの

自動コミットのモードを指定し

ます。

auto

自動コミットを自動モード

で有効にする場合に指定し

ます。

システムファイルおよびシ

ステムディレクトリ以下の

ファイルを除く，すべての

通常ファイルが自動コミッ

トの対象となります。

manual

自動コミットを手動モード

で有効にする場合に指定し

ます。

クライアントから読み取り

専用にしたファイルが自動

コミットの対象となります。

次の条件をすべて満たす

場合に必須です。

• WormSettingプ

ロパティを設定す

る

• isAutoCommitEnab

ledプロパティが

trueである

autoCommitPeriod ファイルが WORM 化するまでの

期間を設定します。一度設定す

ると変更できません。

次の形式で設定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-1）

～ 100 年（36500-0-0）です。*

次の条件をすべて満たす

場合に指定できます。

• WormSettingプ

ロパティを設定す

る

• isAutoCommitEnab

ledプロパティが

trueである

defaultRetention 自動コミットされたファイルの

デフォルトリテンション期間を

設定します。

infiniteまたは次の形式で設

定します。

＜日＞-＜時＞-＜分＞
設定できる値は，次のとおりで

す。

• ＜日＞：0 ～ 36500

• ＜時＞：0 ～ 876000

• ＜分＞：0 ～ 52560000

設定できる期間は，1 分（0-0-1）

～ 100 年（36500-0-0）です。*

infiniteを設定した場合は，

デフォルトリテンション期間が

無期限になります。

次の条件をすべて満たす

場合に指定できます。

• WormSettingプ

ロパティを設定す

る

• isAutoCommitEnab

ledプロパティが

trueである

プロパティ 説明 指定時の条件
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リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
    <addLUs>
        <LU>
            <deviceFileName>lu19</deviceFileName>
        </LU>
    </addLUs>
</FileSystem>

表 3-38 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに POST メソッドをリクエストしたとき

のステータスコード

3.5.3.3 DELETE メソッドで指定したファイルシステムを削除する

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-39 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに DELETE メソッドをリクエストした

ときのステータスコード

3.5.3.4 HEAD メソッドで指定したファイルシステムが存在するかどうかを確認する

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-40 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞リソースに HEAD メソッドをリクエストしたと

きのステータスコード

3.5.4 FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソー

ス

この項では，FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースの使い方について説

明します。

3.5.4.1 GET メソッドで指定したファイルシステムのマウント設定の情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-41 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに GET メソッドをリク

エストしたときのレスポンス XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 説明

200 指定したファイルシステムが存在します。

404 指定したファイルシステムが存在しません。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

MountSetting 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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（凡例）○：表示されます。×：表示されません。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに GET メソッドをリクエストし

たときに表示されるプロパティについて次の表に示します。

表 3-42 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに GET メソッドをリク

エストしたときのプロパティ

-- isMounted 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isFileLastAccessTimeRe

cordingEnabled

1 クラスタ

Virtual Server
　○　

mountStatus 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

プロパティ 説明

MountSetting --

-- isMounted ファイルシステムがマウントされているかどうかが表示されます。

true

マウントされている場合に表示されます。

false

マウントされていない場合に表示されます。
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FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに GET メソッドをリクエストし

て，指定したファイルシステムの情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/＜ファイルシステム名＞
/MountSetting

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<MountSetting>
    <isMounted>false</isMounted>
    <isReadOnly></isReadOnly>
    <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled></

isReadOnly ファイルシステムが読み取り専用でマウントされているかどうかが表示

されます。

true

読み取り専用でマウントされている場合に表示されます。

false

読み取りと書き込みが許可された状態でマウントされている場合に

表示されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

isFileLastAccessTi

meRecordingEnabled

ファイルシステムにアクセスしたときの 終アクセス時刻が更新される

ように設定されているかどうかが表示されます。

true

終アクセス時刻が更新されるように設定されている場合に表示さ

れます。

false

終アクセス時刻が更新されるように設定されていない場合に表示

されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

mountStatus ファイルシステムのマウント状態が表示されます。

Normal

正常な場合に表示されます。

Fatal error

閉塞状態の場合に表示されます。

Overflow

差分格納デバイスの容量が不足した場合に表示されます。

Not available

差分格納デバイスに障害が発生している場合に表示されます。

Blocked

差分格納デバイスの容量の不足によってファイルシステムがブロッ

クされている場合に表示されます。

Blocked and Ready

差分格納デバイスの容量の不足によってファイルシステムがブロッ

クされた際の対処として，差分格納デバイスの空き容量を確保した

あと，ファイルシステムの回復処理が完了していない場合に表示さ

れます。

差分格納デバイスの容量不足によってファイルシステムがブロック

された際の対処については，「トラブルシューティングガイド」を参

照してください。

Expanding

ファイルシステムを拡張する処理を実行中か，処理でエラーが発生

している場合に表示されます。

Reclaiming

ファイルシステムで使用している仮想 LU の未使用領域を解放中の

場合に表示されます。

マウントされていない場合は，空文字列が表示されます。

プロパティ 説明
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isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
</MountSetting>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-43 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに GET メソッドをリク

エストしたときのステータスコード

3.5.4.2 POST メソッドで指定したファイルシステムのマウント設定の情報を編集する

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリクエストす

るときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-44 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリ

クエストするときの XML の構造

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリクエストす

るときに指定するプロパティについて次の表に示します。

表 3-45 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリ

クエストするときのプロパティ

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

MountSetting -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- isMounted Boolean 1 クラスタ

Virtual Server

isReadOnly Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isFileLastAccessTimeRecordin

gEnabled

Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isConvertToAdvancedAclType Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ 説明 指定時の条件

MountSetting -- --

-- isMounted ファイルシステムのマウント状態を変更するか

どうかを設定します。

true

マウントする場合に指定します。

false*1

アンマウントする場合に指定します。

必須

isReadOnly ファイルシステムへの書き込みを許可するかど

うかを設定します。

true

読み取り専用でマウントする場合に指定し

ます。

false

読み取りと書き込みを許可した状態でマウ

ントする場合に指定します。

isMountedプロパティ

が trueの場合に必須で

す。
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注 *1　アンマウントの処理に失敗した場合，Backup Restore のボリュームレプリケーション連携

機能によって，ファイルシステムに対するアクセスが一時的に抑止されているおそれがあります。

fsctlコマンドでファイルシステムに対するアクセスの抑止状況を確認し，Backup Restore の

horcunfreezeコマンドですべてのファイルシステムの抑止を解除してから，メソッドを再実行

してください。

注 *2　プロパティを省略した場合のデフォルト値です。

FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリクエストし

て，指定したファイルシステムの情報を編集する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/＜ファイルシステム名＞
/MountSetting

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<MountSetting>
  <isMounted>true</isMounted>
  <isReadOnly>false</isReadOnly>
  <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
</MountSetting>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-46 : FileSystems/ ＜ファイルシステム名＞ /MountSetting リソースに POST メソッドをリ

クエストしたときのステータスコード

isFileLastAccessTi

meRecordingEnabled

ファイルシステムにアクセスしたときの 終ア

クセス時刻を更新するかどうかを設定します。

true

終アクセス時刻を更新する場合に指定し

ます。

false*2

終アクセス時刻を更新しない場合に指定

します。

次の条件をすべて満たす

場合に指定できます。

• isMountedプロパ

ティが trueであ

る

• isReadOnlyプロ

パティが falseで

ある

isConvertToAdvance

dAclType

ファイルシステムの ACL タイプを Classic ACL

タイプから Advanced ACL タイプに変更するか

どうかを設定します。変更する場合，ファイル

システム内の既存のディレクトリおよびファイ

ルの ACL タイプは，バックグラウンドで変換さ

れます。

true

Classic ACL タイプから Advanced ACL タ

イプに変更する場合に指定します。

false*2

Classic ACL タイプから Advanced ACL タ

イプに変更しない場合に指定します。

次の条件をすべて満たす

場合に指定できます。

• isMountedプロパ

ティが trueであ

る

• isReadOnlyプロ

パティが falseで

ある

• ファイルシステム

の ACL タイプが

Classic ACL タイ

プである

プロパティ 説明 指定時の条件

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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3.6 Hardware

3.6.1 Hardware リソースの概要

Hardware リソースを使用して，ハードウェアの状態を取得できます。

Hardware リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-47 : Hardware リソースに使用できる HTTP メソッド

3.6.2 Hardware リソース

この項では，Hardware リソースの使い方について説明します。

3.6.2.1 GET メソッドでハードウェア情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-48 : Hardware リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/Hardware GET クラスタ ログインしたノード上のハードウェアの

状態を取得します。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

Hardware 1 クラスタ 　○　

-- PortDetails 1 クラスタ 　○　

-- PortDetail 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- status 1 クラスタ 　○　

portName 1 クラスタ 　○　

mediaType 1 クラスタ 　○　

linkSpeed 1 クラスタ 　○　

ManagementLans 1 クラスタ 　○　

-- ManagementLan 0，1 クラスタ 　○　

-- status 1 クラスタ 　○　

portName 1 クラスタ 　○　

mediaType 1 クラスタ 　○　

linkSpeed 1 クラスタ 　○　

HeartbeatLans 0，1 クラスタ 　○　

-- HeartbeatLan 0，1 クラスタ 　○　

-- status 1 クラスタ 　○　

portName 1 クラスタ 　○　

mediaType 1 クラスタ 　○　

linkSpeed 1 クラスタ 　○　

PrivateMaintenanceLans 1 クラスタ 　○　
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-- PrivateMaintenanceLan 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- status 1 クラスタ 　○　

portName 1 クラスタ 　○　

mediaType 1 クラスタ 　○　

linkSpeed 1 クラスタ 　○　

InternalHDDs 1 クラスタ 　○　

-- InternalHDD 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- slotName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

InternalRAIDBatteries 1 クラスタ 　○　

-- InternalRAIDBattery 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- slotName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

Memories 1 クラスタ 　○　

-- Memory 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- slotName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

MemTotals 1 クラスタ 　○　

-- MemTotal 0，1 クラスタ 　○　

-- slotName 1 クラスタ 　○　

size 1 クラスタ 　○　

PowerSupplies 1 クラスタ 　○　

-- PowerSupply 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- powerSupplyName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

Fans 1 クラスタ 　○　

-- Fan 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- fanName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

Temperatures 1 クラスタ 　○　

-- Temperature 0，1 ～ n クラスタ 　○　

-- temperatureName 1 クラスタ 　○　

status 1 クラスタ 　○　

vendorInformation 1 クラスタ 　○　

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。

Hardware リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次の

表に示します。

表 3-49 : Hardware リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

BMCs 1 クラスタ 　○　

-- BMC 0，1 クラスタ 　○　

-- status 1 クラスタ 　○　

connection 0，1 クラスタ 　○　

Models 1 クラスタ 　○　

-- Model 0，1 クラスタ 　○　

-- manufacturer 1 クラスタ 　○　

product 1 クラスタ 　○　

Serials 1 クラスタ 　○　

-- Serial 0，1 クラスタ 　○　

-- number 1 クラスタ 　○　

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

プロパティ 説明

Hardware --

-- PortDetails --

-- PortDetail --

-- status データポートの状態が表示されます。

Up

リンクが正常な場合に表示されます。

Down

リンクが断絶している場合に表示されます。

portName データポートの名称が次のどちらかの形式で表示

されます。

eth ＜番号＞または xgbe ＜番号＞

mediaType データポートのメディアタイプが表示されます。

copper

メタルケーブルに対応している場合に表示さ

れます。

fiber

光ケーブルに対応している場合に表示されま

す。

linkSpeed データポートの通信速度が表示されます。

10Base

10Mbps の場合に表示されます。

100Base

100Mbps の場合に表示されます。

1000Base

1Gbps の場合に表示されます。

10000Base

10Gbps の場合に表示されます。

Unknown!

通信速度が不明の場合に表示されます。
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ManagementLans --

-- ManagementLan --

-- status 管理ポートの状態が表示されます。

Up

リンクが正常な場合に表示されます。

Down

リンクが断絶している場合に表示されます。

portName 管理ポートの名称（mng0）が表示されます。

mediaType 管理ポートのメディアタイプが表示されます。

copper

メタルケーブルに対応している場合に表示さ

れます。

fiber

光ケーブルに対応している場合に表示されま

す。

linkSpeed 管理ポートの通信速度が表示されます。

10Base

10Mbps の場合に表示されます。

100Base

100Mbps の場合に表示されます。

1000Base

1Gbps の場合に表示されます。

10000Base

10Gbps の場合に表示されます。

Unknown!

通信速度が不明の場合に表示されます。

HeartbeatLans クラスタ構成の場合だけ，表示されます。

-- HeartbeatLan --

-- status ハートビートポートの状態が表示されます。

Up

リンクが正常な場合に表示されます。

Down

リンクが断絶している場合に表示されます。

portName ハートビートポートの名称（hb0）が表示されま

す。

mediaType ハートビートポートのメディアタイプが表示され

ます。

copper

メタルケーブルに対応している場合に表示さ

れます。

fiber

光ケーブルに対応している場合に表示されま

す。

プロパティ 説明



リソース 113

API リ ファレンス

linkSpeed ハートビートポートの通信速度が表示されます。

10Base

10Mbps の場合に表示されます。

100Base

100Mbps の場合に表示されます。

1000Base

1Gbps の場合に表示されます。

10000Base

10Gbps の場合に表示されます。

Unknown!

通信速度が不明の場合に表示されます。

PrivateMaintenanceLans --

-- PrivateMaintenanceLan --

-- status 保守ポートの状態が表示されます。

Up

リンクが正常な場合に表示されます。

Down

リンクが断絶している場合に表示されます。

portName 保守ポートの名称が次の形式で表示されます。

pm ＜番号＞

mediaType 保守ポートのメディアタイプが表示されます。

copper

メタルケーブルに対応している場合に表示さ

れます。

fiber

光ケーブルに対応している場合に表示されま

す。

linkSpeed 保守ポートの通信速度が表示されます。

10Base

10Mbps の場合に表示されます。

100Base

100Mbps の場合に表示されます。

1000Base

1Gbps の場合に表示されます。

10000Base

10Gbps の場合に表示されます。

Unknown!

通信速度が不明の場合に表示されます。

InternalHDDs --

-- InternalHDD --

-- slotName 内蔵ハードディスクのインデックス番号が 0 以上

の整数で表示されます。

status 内蔵ハードディスクの状態が表示されます。

Normal

正常な場合に表示されます。

Rebuild

RAID の再構築中の場合に表示されます。

Failed

障害が発生している場合に表示されます。

Not supported

情報を取得するためのプログラムがインス

トールされていない場合に表示されます。

プロパティ 説明
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vendorInformation 内蔵ハードディスクのベンダー固有の詳細情報が

表示されます。

InternalRAIDBatteries --

-- InternalRAIDBattery --

-- slotName 内蔵 RAID バッテリーのインデックス番号が 0 以

上の整数で表示されます。

status 内蔵 RAID バッテリーの状態が表示されます。

OK

充電済みの場合に表示されます。

Charging

充電中の場合に表示されます。

Failed

障害が発生している場合に表示されます。

Not supported

情報を取得するためのプログラムがインス

トールされていない場合に表示されます。

vendorInformation 内蔵 RAID バッテリーのベンダー固有の詳細情報

が表示されます。

Memories --

-- Memory --

-- slotName メモリーのインデックス番号が 0 以上の整数で表

示されます。

status メモリーの状態が表示されます。

Installed

メモリーが搭載されている場合に表示されま

す。

Not Installed

メモリーが搭載されていない場合に表示され

ます。

vendorInformation メモリーのベンダー固有の詳細情報が表示されま

す。

MemTotals --

-- MemTotal --

-- slotName メモリーの合計容量のインデックス番号が 0 以上

の整数で表示されます。

size メモリーの合計容量が表示されます。

PowerSupplies --

-- PowerSupply --

-- powerSupplyName 電源ユニットのインデックス番号が 0 以上の整数

で表示されます。

status 電源ユニットの状態が表示されます。

OK

正常な場合に表示されます。

Failed

障害が発生している場合に表示されます。

Not Installed

電源ユニットが搭載されていない場合に表示

されます。

vendorInformation 電源ユニットのベンダー固有の詳細情報が表示さ

れます。

プロパティ 説明
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Fans --

-- Fan --

-- fanName ファンのインデックス番号が 0 以上の整数で表示

されます。

status ファンの状態が表示されます。

OK

正常な場合に表示されます。

Failed

障害が発生している場合またはファンが搭載

されていない場合に表示されます。

vendorInformation ファンのベンダー固有の詳細情報が表示されま

す。

Temperatures --

-- Temperature --

-- temperatureName 温度センサーのインデックス番号が 0 以上の整数

で表示されます。

status 温度センサーの検知結果が表示されます。

OK

正常な場合に表示されます。

Failed

異常な場合に表示されます。

vendorInformation 温度センサーのベンダー固有の詳細情報が表示さ

れます。

BMCs --

-- BMC --

-- status リクエスト先のノードの BMC の状態が表示され

ます。

OK

正常な場合に表示されます。

Unknown!

情報を取得できなかった場合に表示されま

す。

connection クラスタ構成の場合は，リクエスト先のノードの

相手ノードとの接続の状態が表示されます。

OK

正常な場合に表示されます。

Failed

相手ノードの BMC との通信に失敗した場合

に表示されます。

None

クラスタが構築されていない場合または情報

取得に失敗した場合に表示されます。

Models --

-- Model --

-- manufacturer 製造元が表示されます。

product 製品名が表示されます。

Serials --

-- Serial --

-- number 装置識別番号が 64 バイト以内で表示されます。

プロパティ 説明
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注　装置が搭載されていない場合，対象のプロパティは表示されません。また，情報を取得できな

い場合，対象のプロパティに空文字列が表示されます。

Hardware リソースに GET メソッドをリクエストして，ハードウェアのクラスタモードの詳細を

取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/Hardware

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Hardware>
    <PortDetails>
        <PortDetail>
            <status>Up</status>
            <portName>eth1</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>1000Base</linkSpeed>
        </PortDetail>
        <PortDetail>
            <status>Down</status>
            <portName>eth2</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>Unknown!</linkSpeed>
        </PortDetail>
    </PortDetails>
    <ManagementLans>
        <ManagementLan>
            <status>Up</status>
            <portName>mng0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </ManagementLan>
    </ManagementLans>
    <HeartbeatLans>
        <HeartbeatLan>
            <status>Up</status>
            <portName>hb0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </HeartbeatLan>
    </HeartbeatLans>
    <PrivateMaintenanceLans>
        <PrivateMaintenanceLan>
            <status>Up</status>
            <portName>pm0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </PrivateMaintenanceLan>
        <PrivateMaintenanceLan>
            <status>Down</status>
            <portName>pm1</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>Unknown!</linkSpeed>
        </PrivateMaintenanceLan>
    </PrivateMaintenanceLans>
    <InternalHDDs>
        <InternalHDD>
            <slotName>0</slotName>
            <status>Normal</status>
            <vendorInformation>size:136.732 GB,raid level:RAID1</
vendorInformation>
        </InternalHDD>
        <InternalHDD>
            <slotName>1</slotName>
            <status>Normal</status>
            <vendorInformation>size:136.732 GB,raid level:RAID1</
vendorInformation>
        </InternalHDD>
    </InternalHDDs>
    <InternalRAIDBatteries/>
    <Memories>
        <Memory>
            <slotName>0</slotName>
            <status>Not Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C0D1,size:-</vendorInformation>
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        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>1</slotName>
            <status>Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C0D0,size:2048 MB</
vendorInformation>
        </Memory>
    </Memories>
    <MemTotals>
        <MemTotal>
            <slotName>0</slotName>
            <size>size:11.5 GB(12.0 GB)</size>
        </MemTotal>
    </MemTotals>
    <PowerSupplies>
        <PowerSupply>
            <powerSupplyName>0</powerSupplyName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </PowerSupply>
    </PowerSupplies>
    <Fans>
        <Fan>
            <fanName>0</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
        <Fan>
            <fanName>1</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
    </Fans>
    <Temperatures>
        <Temperature>
            <temperatureName>0</temperatureName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation>reading:55 (+/- 0.500) degrees C</
vendorInformation>
        </Temperature>
        <Temperature>
            <temperatureName>1</temperatureName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation>reading:44 (+/- 0.500) degrees C</
vendorInformation>
        </Temperature>
    </Temperatures>
    <BMCs>
        <BMC>
            <status>OK</status>
            <connection>OK</connection>
        </BMC>
    </BMCs>
    <Models>
        <Model>
            <manufacturer>NEC</manufacturer>
            <product>Express5800/R120d-2M [N8100-1963Y]</product>
        </Model>
    </Models>
    <Serials>
        <Serial>
            <number>4230MB0-T019000037</number>
        </Serial>
    </Serials>
</Hardware>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-50 : Hardware リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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3.7 LU

3.7.1 LU リソースの概要

LU リソースを使用して，LU の情報を取得できます。

LU リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-51 : LU リソースに使用できる HTTP メソッド

3.7.2 LU リソース

この項では，LU リソースの使い方について説明します。

3.7.2.1 GET メソッドで LU の情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-52 : LU リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/LUs GET クラスタ

Virtual Server
割り当てられているすべての LU の情報

を取得します。

Virtual Server 上で実行した場合，ログイ

ンしている Virtual Server に割り当てら

れている LU の情報だけを取得します。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

LUs 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- LU 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- deviceFileName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

userLUN 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isExternalDevice 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

target 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

model 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

serial 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

ldev 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

type 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

size 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

function 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。

LU リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次の表に示

します。

表 3-53 : LU リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

usedBy 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

rg 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

dp 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

usedPage 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

pool 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

freePool 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

totalPool 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

プロパティ 説明

LUs --

-- LU --

-- deviceFileName デバイスファイルの名称が次の形式で表示されます。

lu ＜ユーザー LUN ＞

userLUN ユーザー LUN が 16 進数で表示されます。

デバイスファイルが外部ストレージの場合は，数値の後ろに番

号記号（#）が表示されます。

isExternalDevice デバイスファイルが外部ストレージかどうかが表示されます。

true

外部ストレージの場合に表示されます。

false

外部ストレージでない場合に表示されます。

target ターゲットが次の形式で表示されます。

N ＜ノード番号＞ -T ＜ 000 ～ 255 ＞

model ストレージシステムのモデルが表示されます。

serial ストレージシステムのシリアル番号が 16 バイト以内で表示さ

れます。

ldev デバイスファイルの LDEV 番号が 5 バイト以内で表示されま

す。

ユーザー LUN に LDEV 番号が割り当てられていない場合，ま

たは内蔵ハードディスクの場合は，空文字列が表示されます。
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type デバイスファイルのドライブ種別が表示されます。

FC/SAS

FC または SAS ドライブの場合に表示されます。

SAS7K

SAS 7.2K ドライブの場合に表示されます。

SATA

SATA ドライブの場合に表示されます。

SSD

SSD の場合に表示されます。

次の場合は，空文字列が表示されます。

• 障害のため情報を取得できない場合

• 階層プール上の LU を使用している場合

size デバイスファイルのサイズが GB 単位で表示されます。

デバイスファイルに障害が発生している場合は，ハイフン（-）

が表示されます。

小数点第 4 位以下は切り捨てて表示されます。

function デバイスファイルの用途が表示されます。

Free

未使用のデバイスファイルの場合に表示されます。

File

ファイルシステムで使用しているデバイスファイルの場合

に表示されます。

Snap,P-VOL

ファイルスナップショット機能で運用されているファイル

システムで使用しているデバイスファイルの場合に表示さ

れます。

Snap,D-VOL

差分格納デバイスで使用しているデバイスファイルの場合

に表示されます。

HFRR,P-VOL

File Remote Replicator で運用されているファイルシステ

ムで使用しているデバイスファイルの場合に表示されま

す。

HFRR,D-VOL

File Remote Replicator で運用されている差分格納デバイ

スで使用しているデバイスファイルの場合に表示されま

す。

V_OSLU

Virtual Server OS LU の場合に表示されます。

V_UserLU

Virtual Server ユーザー LU の場合に表示されます。

WORM

WORM 対応ファイルシステムで使用しているデバイス

ファイルの場合に表示されます。

WORM,Snap,P-VOL

ファイルスナップショット機能で運用されている WORM

対応ファイルシステムで使用しているデバイスファイルの

場合に表示されます。

WORM,Snap,D-VOL

ファイルスナップショット機能で運用されている WORM

対応ファイルシステムの差分格納デバイスで使用している

デバイスファイルの場合に表示されます。

プロパティ 説明
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LU リソースに GET メソッドをリクエストして，LU の情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/LUs

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<LUs>
    <LU>
        <deviceFileName>lu00</deviceFileName>
        <userLUN>00</userLUN>
        <isExternalDevice>false</isExternalDevice>
        <target>N1-T000</target>
        <serial>83016761</serial>
        <ldev>1</ldev>
        <type>SATA</type>

WORM,HFRR,P-VOL

File Remote Replicator で運用されている WORM 対応

ファイルシステムで使用しているデバイスファイルの場合

に表示されます。

WORM,HFRR,D-VOL

File Remote Replicator で運用されている WORM 対応

ファイルシステムの差分格納デバイスで使用しているデバ

イスファイルの場合に表示されます。

Defined

Backup Restore のボリュームレプリケーション連携機能

で，ファイルシステムのコピー先として予約されているデ

バイスファイルの場合に表示されます。

Unknown

LU の状況が次のどちらかの場合に表示されます。

- コマンド実行中にデバイスファイルの用途が変わった

- 障害が発生してデバイスファイルの情報が取得できな

かった

Unknownが表示された場合は，しばらくしてから再度実

行してください。それでも Unknownが表示される場合

は，システムメッセージを確認して障害を取り除いてくだ

さい。システムメッセージが出力されていない場合は，カ

スタマーサポートセンターに連絡してください。

また，Virtual Server に割り当てたユーザー LU の容量を

変更した場合や，Virtual Server へのユーザー LU の割り

当てが失敗した場合に，Unknownが表示されることがあ

ります。この場合，Virtual Server へのデバイスファイル

の割り当てをいったん解除したあと，Processing Node の

リフレッシュ処理を実行し，再度 Virtual Server にデバイ

スファイルを割り当ててください。

usedBy デバイスファイルの使用リソースの名称が表示されます。

functionプロパティが File，WORM，Snap，HFRRの場合に

ファイルシステム名が表示されます。V_OSLU，V_UserLUの

場合は Virtual Server 名が表示されます。

rg －

dp －

usedPage －

pool －

freePool －

totalPool －

プロパティ 説明
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        <size>20.000</size>
        <function>File</function>
        <usedBy>MyShare</usedBy>
        <rg>000</rg>
        <dp></dp>
        <usedPage></usedPage>
        <pool></pool>
        <freePool></freePool>
        <totalPool></totalPool>
    </LU>
    <LU>
        <deviceFileName>lu01</deviceFileName>
        <userLUN>01</userLUN>
        <isExternalDevice>false</isExternalDevice>
        <target>N1-T000</target>
        <serial>83016761</serial>
        <ldev>2</ldev>
        <type>SATA</type>
        <size>20.000</size>
        <function>File</function>
        <usedBy>test</usedBy>
        <rg>000</rg>
        <dp></dp>
        <usedPage></usedPage>
        <pool></pool>
        <freePool></freePool>
        <totalPool></totalPool>
    </LU>
</LUs>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-54 : LU リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.8 NetworkInterface

3.8.1 NetworkInterface リソースの概要

NetworkInterface リソースを使用して，ネットワークインターフェースの情報を取得したり，管

理したりできます。

NetworkInterface リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-55 : NetworkInterface リソースに使用できる HTTP メソッド

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/NetworkInterfaces GET クラスタ

Virtual Server
現在設定されているネットワークイ

ンターフェースの情報を取得しま

す。

Virtual Server 上で実行した場合

は，ログインしている

VirtualServer に関するインター

フェースの情報だけを取得します。

PUT クラスタ ネットワークインターフェースを追

加します。
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3.8.2 NetworkInterface リソース

この項では，NetworkInterface リソースの使い方について説明します。

3.8.2.1 GET メソッドでネットワークインターフェースの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-56 : NetworkInterface リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の

構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

/NetworkInterfaces/

＜ネットワークインター

フェース名＞

GET クラスタ

Virtual Server
指定したネットワークインター

フェースの情報を取得します。

POST クラスタ 指定したネットワークインター

フェースの情報を編集します。

HEAD クラスタ 指定したネットワークインター

フェースが存在するかどうかを確認

します。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

NetworkInterfaces 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- NetworkInterface 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- name 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

mtu 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

netmask 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

networkAddress 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

prefixLength 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

addressPrefix 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

FixedIP 1 クラスタ 　○　

-- target 1 クラスタ 　○　

other 1 クラスタ 　○　

targetIPv6 1 クラスタ 　○　

otherIPv6 1 クラスタ 　○　

ServiceIP 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- target 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

other 1 クラスタ 　○　

targetIPv6 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

otherIPv6 1 クラスタ 　○　
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NetworkInterface リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティにつ

いて次の表に示します。

表 3-57 : NetworkInterface リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

注 *1　クラスタ内で MTU 値が異なる場合は Invalid(＜メソッドの実行対象のノードの MTU

値＞ ,＜もう一方のノードの MTU 値＞ )と表示されます。

プロパティ 説明

NetworkInterfaces --

-- NetworkInterface --

-- name インターフェースの名称が表示されます。

mtu*1 MTU 値が 5 バイト以内で表示されます。

インターフェースが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

netmask*2 ネットマスクが表示されます。

インターフェースが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

networkAddress ネットワークアドレスが表示されます。

インターフェースが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

prefixLength IPv6 のプレフィックス長が表示されます。

インターフェースが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

addressPrefix IPv6 のアドレスプレフィックスが表示されます。

インターフェースが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

FixedIP --

-- target リクエスト先のノードの固有 IP アドレスが表示されます。

未使用 LAN ポートの場合は，空文字列が表示されます。

other*2 リクエスト先のノードの相手ノードの固有 IP アドレスが表

示されます。

未使用 LAN ポートの場合は，空文字列が表示されます。

targetIPv6 リクエスト先のノードの固有 IP アドレスが表示されます。

未使用 LAN ポートの場合は，空文字列が表示されます。

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手ノードの固有 IP アドレスが表

示されます。

未使用 LAN ポートの場合は，空文字列が表示されます。

ServiceIP --

-- target リクエスト先のノードの仮想 IP アドレスが表示されます。

仮想 IP アドレスが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

other*2 リクエスト先のノードの相手ノードの仮想 IP アドレスが表

示されます。

仮想 IP アドレスが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

targetIPv6 リクエスト先のノードの仮想 IP アドレスが表示されます。

仮想 IP アドレスが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手ノードの仮想 IP アドレスが表

示されます。

仮想 IP アドレスが設定されていない場合は，空文字列が表

示されます。
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ノード上の OS が起動していない，通信でエラーが発生しているなどの理由で MTU 値を取得でき

ない場合は，Unknownと表示されます。

例：Invalid(1500,Unknown)

そのほかの理由で MTU 値を取得できない場合は，Noneと表示されます。

例：Invalid(1500,None)

注 *2　OS が起動していないまたは通信でエラーが発生しているなどの理由で情報を取得できない

場合は，Unknownと表示されます。また，一方のノードだけにインターフェースを設定している，

同一インターフェース内でネットワークアドレスが異なる IP アドレスが設定されているなどの理

由で，取得した情報に誤りがある場合は Invalid(＜不正値＞ )と表示されます。

NetworkInterface リソースに GET メソッドをリクエストして，ネットワークインターフェース

の情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
        <name>mng0</name>
        <mtu>1500</mtu>
        <netmask>255.255.0.0</netmask>
        <networkAddress>192.168.0.0</networkAddress>
        <prefixLength>64</prefixLength>
        <addressPrefix>fdf1:afcb:44f9:1000::/64</addressPrefix>
        <dhcp>Off</dhcp>
        <FixedIP>
            <target>192.168.2.10</target>
            <other>192.168.2.20</other>
            <targetIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:0</targetIPv6>
            <otherIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:1</otherIPv6>
        </FixedIP>
        <ServiceIP>
            <target>192.168.2.11</target>
            <other>192.168.2.21</other>
            <targetIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:2</targetIPv6>
            <otherIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:3</otherIPv6>
        </ServiceIP>
</NetworkInterface>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-58 : NetworkInterface リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.8.2.2 PUT メソッドでネットワークインターフェースを追加する

NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示し

ます。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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表 3-59 : NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造

NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについ

て次の表に示します。

表 3-60 : NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストするときのプロパティ

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

NetworkInterface -- 1 クラスタ

-- name String 1 クラスタ

netmask String 0，1 クラスタ

prefixLength String 0，1 クラスタ

FixedIP -- 1 クラスタ

-- target String 0，1 クラスタ

other String 0，1 クラスタ

targetIPv6 String 0，1 クラスタ

otherIPv6 String 0，1 クラスタ

ServiceIP -- 0，1 クラスタ

-- target String 0，1 クラスタ

other String 0，1 クラスタ

targetIPv6 String 0，1 クラスタ

otherIPv6 String 0，1 クラスタ

プロパティ 説明 指定時の条件

NetworkInterface -- --

-- name ネットワークインターフェースを追加する

ポートの名称を設定します。GET メソッドの

実行結果に表示されているネットワークイン

ターフェースのうち，nameプロパティのほ

かに設定がないネットワークインターフェー

スだけ，設定できます。

• eth＜番号＞

• agr＜番号＞

• rdn＜番号＞

• xgbe＜番号＞

必須

netmask 固有 IP アドレスおよび仮想 IP アドレスの

ネットマスクを設定します。

IPv4 を使用する場合

は必須です。

prefixLength IPv6 のプレフィックス長を設定します。 IPv6 を使用する場合

は必須です。

FixedIP*1 -- 必須

-- target リクエスト先のノードの固有 IP アドレスを設

定します。

IPv4 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

other リクエスト先のノードの相手ノードの固有 IP

アドレスを設定します。

IPv4 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

targetIPv6 リクエスト先のノードの固有 IP アドレスを

IPv6 で設定します。

IPv6 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。
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注 *1　次のネットワークの IP アドレスは指定しないでください。これらの IP アドレスはスト

レージシステム内部で予約されています。

• IPv4 の場合：

127.0.0.0 ～ 127.255.255.255

• IPv6 の場合：

::ffff: ＜ IPv4 アドレス＞，:: ＜ IPv4 アドレス＞，::1/128，::/0，::/ 128，fe80::/10，ff00::/8

• 保守ポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

保守ポートに設定されている IP アドレスは pmctlコマンドで確認できます。

• ハートビートポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

ハートビートポートに設定されている IP アドレスは，ProcessingNode リソースを使用して

確認してください。ProcessingNode リソースについては，「3.10.2 ProcessingNode リ ソース」

を参照してください。

注 *2　仮想 IP アドレスを指定しないで作成したインターフェースは，リソースグループの監視の

対象外となります。仮想 IP アドレスを指定しないでインターフェースを作成するときの注意事項

を次に示します。

• 仮想 IP アドレスが設定されていないインターフェースから，HVFP が提供する CIFS サービ

ス，NFS サービス，FTP サービス，SFTP サービスおよび TFTP サービスを利用できませ

ん。

• 仮想 IP アドレスが設定されていないインターフェースでリンク障害が発生すると，SNMP ト

ラップまたは E-mail 通知が出力されません。

NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストして，ネットワークインターフェース

を追加する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手ノードの固有 IP

アドレスを IPv6 で設定します。

IPv6 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

ServiceIP*1*2 -- 任意

-- target リクエスト先のノードの仮想 IP アドレスを設

定します。空文字列を設定した場合，および

省略した場合は値が設定されません。

IPv4 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

other リクエスト先のノードの相手ノードの仮想 IP

アドレスを設定します。空文字列を設定した

場合，および省略した場合は値が設定されま

せん。

IPv4 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

targetIPv6 リクエスト先のノードの仮想 IP アドレスを

IPv6 で設定します。空文字列を設定した場

合，および省略した場合は値が設定されませ

ん。

固有 IP アドレスに

IPv6 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手ノードの仮想 IP

アドレスを IPv6 で設定します。空文字列を

設定した場合，および省略した場合は値が設

定されません。

固有 IP アドレスに

IPv6 形式のアドレス

を使用する場合は必

須です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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リクエスト XML の例（IPv4 の場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <name>eth1</name>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <FixedIP>
        <target>10.208.136.210</target>
        <other>10.208.136.211</other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target>10.208.136.212</target>
        <other>10.208.136.213</other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

リクエスト XML の例（IPv6 の場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <name>eth1</name>
    <prefixLength>64</prefixLength>
    <FixedIP>
        <targetIPv6>2001:2c0:418:1::1</targetIPv6>
        <otherIPv6>2001:2c0:418:1::2</otherIPv6>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <targetIPv6>2001:2c0:418:1::3</targetIPv6>
        <otherIPv6>2001:2c0:418:1::4</otherIPv6>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

リクエスト XML の例（固有 IP アドレスを設定しない場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <name>eth1</name>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <FixedIP>
        <target></target>
        <other></other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target></target>
        <other></other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-61 : NetworkInterface リソースに PUT メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.8.3 NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リ

ソース

この項では，NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースの使い方につい

て説明します。

3.8.3.1 GET メソッドでネットワークインターフェースの情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。



リソース 129

API リ ファレンス

表 3-62 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに GET メソッドを

リクエストしたときのレスポンス XML の構造

（凡例）○：表示されます。×：表示されません。

NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに GET メソッドをリクエスト

したときに表示されるプロパティについては，「表 3-57 :  NetworkInterface リ ソースに GET メ ソ ッ

ド を リ ク エス ト し た と きのプロパテ ィ」を参照してください。

NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに GET メソッドをリクエスト

して，指定したネットワークインターフェースの情報を取得する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces/＜ネットワーク
インターフェース名＞

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
        <name>mng0</name>
        <mtu>1500</mtu>
        <netmask>255.255.0.0</netmask>
        <networkAddress>192.168.0.0</networkAddress>
        <prefixLength>64</prefixLength>
        <addressPrefix>fdf1:afcb:44f9:1000::/64</addressPrefix>
        <dhcp>Off</dhcp>
        <FixedIP>
            <target>192.168.2.10</target>

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

NetworkInterface 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- name 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

mtu 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

netmask 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

networkAddress 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

prefixLength 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

addressPrefix 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

FixedIP 1 クラスタ 　○　

-- target 1 クラスタ 　○　

other 1 クラスタ 　○　

targetIPv6 1 クラスタ 　○　

otherIPv6 1 クラスタ 　○　

ServiceIP 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- target 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

other 1 クラスタ 　○　

targetIPv6 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

otherIPv6 1 クラスタ 　○　
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            <other>192.168.2.20</other>
            <targetIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:0</targetIPv6>
            <otherIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:1</otherIPv6>
        </FixedIP>
        <ServiceIP>
            <target>192.168.2.11</target>
            <other>192.168.2.21</other>
            <targetIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:2</targetIPv6>
            <otherIPv6>fdf1:afcb:44f9:1000::2:3</otherIPv6>
        </ServiceIP>
</NetworkInterface>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-63 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに GET メソッドを

リクエストしたときのステータスコード

3.8.3.2 POST メソッドでネットワークインターフェースの情報を変更する

NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドをリクエス

トするときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-64 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドを

リクエストするときの XML の構造

NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドをリクエス

トするときに指定するプロパティについて次の表に示します。

表 3-65 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドを

リクエストするときのプロパティ

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

NetworkInterface -- 1 クラスタ

-- netmask String 0，1 クラスタ

prefixLength String 0，1 クラスタ

FixedIP -- 0，1 クラスタ

-- target String 0，1 クラスタ

other String 0，1 クラスタ

targetIPv6 String 0，1 クラスタ

otherIPv6 String 0，1 クラスタ

ServiceIP -- 0，1 クラスタ

-- target String 0，1 クラスタ

other String 0，1 クラスタ

targetIPv6 String 0，1 クラスタ

otherIPv6 String 0，1 クラスタ

プロパティ 説明 指定時の条件

NetworkInterface -- --
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-- netmask 固有 IP アドレスと仮想 IP アド

レスのネットマスクを設定しま

す。

次のプロパティのうち，どれか

一つを必ず指定します。

• netmask

• prefixLength

• FixedIP

• ServiceIP

prefixLength IPv6 のプレフィックス長を設定

します。

IPv6 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

次のプロパティのうち，どれか

一つを必ず指定します。

• netmask

• prefixLength

• FixedIP

• ServiceIP

FixedIP*1 -- 次のプロパティのうち，どれか

一つを必ず指定します。

• netmask

• prefixLength

• FixedIP

• ServiceIP

-- target リクエスト先のノードの固有 IP

アドレスを設定します。

IPv4 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

other リクエスト先のノードの相手

ノードの固有 IP アドレスを設定

します。

IPv4 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

targetIPv6 リクエスト先のノードの固有 IP

アドレスを IPv6 で設定します。

IPv6 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手

ノードの固有 IP アドレスを IPv6

で設定します。

IPv6 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

ServiceIP*1*2 -- 次のプロパティのうち，どれか

一つを必ず指定します。

• netmask

• prefixLength

• FixedIP

• ServiceIP

-- target リクエスト先のノードの仮想 IP

アドレスを設定します。空文字

列を設定した場合は，設定され

ていた値が削除されます。

IPv4 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

other リクエスト先のノードの相手

ノードの仮想 IP アドレスを設定

します。空文字列を設定した場

合は，設定されていた値が削除

されます。

IPv4 形式のアドレスを使用する

場合は必須です。

targetIPv6 リクエスト先のノードの仮想 IP

アドレスを IPv6 で設定します。

空文字列を設定した場合は，設

定されていた値が削除されます。

固有 IP アドレスに IPv6 形式の

アドレスを使用する場合は必須

です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *1　次のネットワークの IP アドレスは指定しないでください。これらの IP アドレスはスト

レージシステム内部で予約されています。

• IPv4 の場合：

127.0.0.0 ～ 127.255.255.255

• IPv6 の場合：

::ffff: ＜ IPv4 アドレス＞，:: ＜ IPv4 アドレス＞，::1/128，::/0，::/ 128，fe80::/10，ff00::/8 

• 保守ポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

保守ポートに設定されている IP アドレスは pmctlコマンドで確認できます。

• ハートビートポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

ハートビートポートに設定されている IP アドレスは，ProcessingNode リソースを使用して

確認してください。ProcessingNode リソースについては，「3.10.2 ProcessingNode リ ソース」

を参照してください。

注 *2　仮想 IP アドレスを指定しないで作成したインターフェースは，リソースグループの監視の

対象外となります。仮想 IP アドレスを指定しないでインターフェースを作成するときの注意事項

を次に示します。

• 仮想 IP アドレスが設定されていないインターフェースから，HVFP が提供する CIFS サービ

ス，NFS サービス，FTP サービス，SFTP サービスおよび TFTP サービスを利用できませ

ん。

• 仮想 IP アドレスが設定されていないインターフェースでリンク障害が発生すると，SNMP ト

ラップまたは E-mail 通知が出力されません。

NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドをリクエス

トして，ネットワークインターフェースの情報を変更する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces/＜ネットワーク
インターフェース名＞

リクエスト XML の例（IPv4 の場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <FixedIP>
        <target>10.208.136.210</target>
        <other>10.208.136.211</other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target>10.208.136.212</target>
        <other>10.208.136.213</other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

リクエスト XML の例（IPv6 の場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <prefixLength>64</prefixLength>
    <FixedIP>
        <targetIPv6>2001:2c0:418:1::1</targetIPv6>
        <otherIPv6>2001:2c0:418:1::2</otherIPv6>
    </FixedIP>

otherIPv6 リクエスト先のノードの相手

ノードの仮想 IP アドレスを IPv6

で設定します。空文字列を設定

した場合は，設定されていた値

が削除されます。

固有 IP アドレスに IPv6 形式の

アドレスを使用する場合は必須

です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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    <ServiceIP>
        <targetIPv6>2001:2c0:418:1::3</targetIPv6>
        <otherIPv6>2001:2c0:418:1::4</otherIPv6>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-66 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに POST メソッドを

リクエストしたときのステータスコード

3.8.3.3 HEAD メソッドで指定したネットワークインターフェースが存在するかどうか

を確認する

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-67 : NetworkInterfaces/ ＜ネットワークインターフェース名＞リソースに HEAD メソッドを

リクエストしたときのステータスコード

3.9 NFSShare

3.9.1 NFSShare リソースの概要

NFSShare リソースを使用して，NFS 共有の情報を管理できます。

NFSShare リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-68 : NFSShare リソースに使用できる HTTP メソッド

注 *1　＜ NFS 共有ディレクトリ名＞の個所には，共有ディレクトリの 下層にあるディレクトリ

の名称を指定します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 説明

200 指定したネットワークインターフェースは使用できます。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/NFSShares GET クラスタ

Virtual Server
ログインしているノード上または

VirtualServer 上の NFS 共有の情報を取

得します。

PUT クラスタ

Virtual Server
NFS 共有を追加します。

/NFSShares/＜

NFS 共有ディレク

トリ名＞ *1

GET*2 クラスタ

Virtual Server
指定した NFS 共有の情報を取得します。

POST*2 クラスタ

Virtual Server
指定した NFS 共有の情報を編集します。

DELETE*2 クラスタ

Virtual Server
指定した NFS 共有を削除します。

HEAD*2 クラスタ

Virtual Server
指定した NFS 共有が存在するかどうか確

認します。
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注 *2　クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，共有ディレクトリのパス

名を必ず指定してください。

3.9.2 NFSShare リソース

この項では，NFSShare リソースの使い方について説明します。

3.9.2.1 GET メソッドですべての NFS 共有の情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-69 : NFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

プロパティ
出力される

個数
サポート構成

verbose が

false の場合の

表示

NFSShares 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- NFSShare 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- exportPoint 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousUID 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousGID 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isPortRestrictionEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isSubtreeCheckEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAccessCheckWithLockRequestEna

bled

1 クラスタ

Virtual Server
　○　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

maxRwSize 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

AllowedHosts 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- AllowedHost 1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- hostOrAddress 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

synchronousWritingS

etting

1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousMapping 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

securityFlavor 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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NFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次の

表に示します。

表 3-70 : NFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

プロパティ 説明

NFSShares --

-- NFSShare --

-- exportPoint 共有ディレクトリが絶対パスで表示されます。

anonymousUID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用する

ユーザー ID が表示されます。

anonymousGID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用するグ

ループ ID が表示されます。

isPortRestrictionEnabled 1024 番より小さなインターネットポートから発信さ

れたリクエストだけを受け付けるかどうかが表示さ

れます。

true

1024 番より小さなインターネットポートから発

信されたリクエストだけを受け付ける設定の場

合に表示されます。

false

すべてのインターネットポートから発信された

リクエストを受け付ける設定の場合に表示され

ます。

isSubtreeCheckEnabled アクセス対象のファイルやディレクトリに対する権

限をチェックするだけでなく，共有ディレクトリか

らアクセス対象のファイルやディレクトリが存在す

るディレクトリまでの全ディレクトリ（サブツリー）

に実行権限（x）があることもチェックするかどうか

が表示されます。

true

チェックをする設定の場合に表示されます。

false

チェックをしない設定の場合に表示されます。

isAccessCheckWithLockReques

tEnabled

ロック要求があった場合に，権限チェックするかど

うかの設定が表示されます。

true

権限チェックをする設定の場合に表示されます。

false

権限チェックをしない設定の場合に表示されま

す。

aclType ファイルシステムの ACL タイプが表示されます。

Advanced ACL

Advanced ACL のときに表示されます。

Classic ACL

Classic ACL のときに表示されます。

Unknown

ACL タイプを取得できなかったときに表示され

ます。

maxRwSize NFS 共有に対する 大転送長が表示されます。

大転送長が設定されていない場合は，空文字列が

表示されます。

AllowedHosts --
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NFSShare リソースに GET メソッドをリクエストして，NFS 共有の情報を取得する例を次に示

します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares

-- AllowedHost --

-- hostOrAddress NFS 共有を公開しているホスト名またはネットワー

ク名が表示されます。

isReadOnly NFS 共有に対するアクセス権が表示されます。

true

読み取りだけが許可されている場合に表示され

ます。

false

読み取りおよび書き込みが許可されている場合

に表示されます。

synchronousWriti

ngSetting

isReadOnlyプロパティが falseの場合，同期書き

込みを 適化するかどうかについての情報が表示さ

れます。表示される値は，isReadOnlyプロパティ

に falseを設定している場合だけ有効です。

rw_sync

同期書き込みを 適化しない設定の場合に表示

されます。

rw_sync_opt

同期書き込みを 適化する設定の場合に表示さ

れます。

anonymousMapping 匿名ユーザーとしてマッピングするユーザーが表示

されます。

everyone

すべてのユーザーを匿名ユーザーにマッピング

する設定の場合に表示されます。

root_only

rootユーザーだけを匿名ユーザーにマッピン

グする設定の場合に表示されます。

none

匿名ユーザーのマッピングを行わない設定の場

合に表示されます。

securityFlavor NFS 共有の公開先に設定されているセキュリティフ

レーバーが表示されます。複数のセキュリティフ

レーバーが設定されている場合は，ピリオド（.）で

区切って表示されます。

sys

UNIX（AUTH_SYS）認証を適用する場合に表

示されます。

krb5

Kerberos 認証を適用する場合に表示されます。

krb5i

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機能を適用

する場合に表示されます。

krb5p

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機能および

プライバシー機能を適用する場合に表示されま

す。

プロパティ 説明
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レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShares>
    <NFSShare>
        <exportPoint>/mnt/fs/nfs</exportPoint>
        <anonymousUID>22222</anonymousUID>
        <anonymousGID>22222</anonymousGID>
        <isPortRestrictionEnabled>true</isPortRestrictionEnabled>
        <isSubtreeCheckEnabled>true</isSubtreeCheckEnabled>
        <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>true</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>
        <maxRwSize>5</maxRwSize>
        <AllowedHosts>
            <AllowedHost>
                <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
                <isReadOnly>true</isReadOnly>
                <synchronousWritingSetting>rw_sync</
synchronousWritingSetting>
                <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
                <securityFlavor>sys</securityFlavor>
            </AllowedHost>
        </AllowedHosts>
    </NFSShare>
</NFSShares>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-71 : NFSShare リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.9.2.2 PUT メソッドで NFS 共有を追加する

NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-72 : NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときの XML の構造

ステータスコード 状態

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

NFSShare -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- exportPoint String 1 クラスタ

Virtual Server

anonymousUID Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

anonymousGID Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

isPortRestrictionEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isSubtreeCheckEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAccessCheckWithLockRequest

Enabled

Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

maxRwSize Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server
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（凡例）n：2 以上の整数を示します。

NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについて次の表

に示します。

AllowedHosts -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- AllowedHost -- 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- hostOrAddress String 1 クラスタ

Virtual Server

isReadOnly Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

synchronousWriti

ngSetting

String 0，1 クラスタ

Virtual Server

anonymousMapping String 0，1 クラスタ

Virtual Server

securityFlavor String 0，1 クラスタ

Virtual Server

DirectorySetup -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- userName String 0，1 クラスタ

Virtual Server

groupName String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isStickyBit Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

ownerPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

groupPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

otherPermission String 0，1 クラスタ

Virtual Server

DirectoryACLSettings -- 0，1 クラスタ

Virtual Server

-- DirectoryACLSetting -- 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- userGroupAccess String 1 クラスタ

Virtual Server

name String 1 クラスタ

Virtual Server

accountType String 1 クラスタ

Virtual Server

applicationDesti

nation

String 1 クラスタ

Virtual Server

inheritanceRange String 1 クラスタ

Virtual Server

accessPermission String 1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成
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表 3-73 : NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストするときのプロパティ

プロパティ 説明 指定時の条件

NFSShare -- --

-- exportPoint NFS 共有を作成するディレクトリを 6 文字以上 63 

文字以内の絶対パスで指定します。差分スナップ

ショットの自動作成スケジュール（共有の自動作

成）を運用する場合は，絶対パスが 48 文字以内に

なるようにしてください。

このプロパティに「/mnt/ ＜ファイルシステム名

＞」で始まるパスを指定することで，ファイルシ

ステムと NFS 共有が対応します。

例えば，filesystem01 ファイルシステムの

share01 ディレクトリにファイル共有を作成する

場合は，/mnt/filesystem01/share01 と指定しま

す。

指定できる文字は，英数字，ハイフン（-），ピリ

オド（.），斜線（/）およびアンダーライン（_）で

す。マルチバイト文字は指定できません。

共有ディレクトリはクラスタ内で一意である必要

があります。Virtual Server 上でファイル共有を

追加する場合は，Virtual Server 内で重複しない

名称を指定します。なお，「.conflict」，

「.conflict_longpath」，「.snaps」，「.history」およ

び「.lost+found」というディレクトリ名は指定で

きません。また，「.arc」，「.system_gi」，

「.system_reorganize」，「.backupdates」，

「.temp_backupdates」および「lost+found」は，

ファイルシステム直下のディレクトリの名称とし

て指定できません。シンボリックリンクを含むパ

スは指定できません。末尾に指定した斜線および

スペースは削除されます。

必須

anonymousUID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用する

ユーザー ID を設定します。

0 ～ 65535 の範囲で指定します。省略した場合は，

65534が設定されます。

任意

anonymousGID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用する

グループ ID を設定します。

0 ～ 65535 の範囲で指定します。省略した場合は，

65534が設定されます。

任意

isPortRestrictionEnabled 1024 番より小さなインターネットポートから発信

されたリクエストだけを受け付けるかどうかを指

定します。

true

1024 番より小さなインターネットポートから

発信されたリクエストだけを受け付ける場合

に指定します。

false*

すべてのインターネットポートから発信され

たリクエストを受け付ける場合に指定します。

任意
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プロパティ 説明 指定時の条件

isSubtreeCheckEnabled 共有ディレクトリからアクセス対象のファイルや

ディレクトリが存在するディレクトリまでのすべ

てのディレクトリ（サブツリー）に，実行権限

（x）があることをチェックするかどうかを設定し

ます。

true

サブツリーをチェックする場合に指定します。

false*

サブツリーをチェックしない場合に指定しま

す。

任意

maxRwSize NFS 共有に対する 大転送長を KB 単位で 4 ～

1024 の範囲で指定します。

省略した場合，値は設定されません。

任意

AllowedHosts -- 任意

-- AllowedHost -- 任意

-- hostOrAddress NFS 共有の公開先を設定します。

255 文字以内で指定します。ハイフン（-）は文字

列の先頭には指定できません。ホストの別名を指

定する場合は，正式名も 255 文字以内である必要

があります。

なお，指定したホスト名またはネットワークアド

レスの長さ（指定長 +5 バイト）の合計が，1,258

バイト未満である必要があります。

ホスト名，IP アドレスのほか，次の形式で指定で

きます。

• ネットグループ

NIS のネットグループを指定します。

例えば，「@group」のように指定した場合，

ネットグループのメンバーのうち，ホストの

部分だけが取り出されます。

• IP ネットワーク

サブネットワーク内のすべてのホストに公開

する場合，IP アドレスとネットマスクを次の

形式で指定します。

＜アドレス＞ /＜ネットマスク＞

ネットマスクは 10 進数をピリオド（.）で区

切って指定することも，連続するマスクの長

さで指定することもできます。

• DNS ドメイン

NFS クライアントが属する DNS ドメインの

名称を，先頭にピリオド（.）を付けて指定

します。

例：.example.com

• ワイルドカード

すべてのホストを指定するときに，アステリ

スク（*）をワイルドカードとして指定でき

ます。

必須
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なお，NFS クライアントマシンに，HVFP と通信

するネットワークインターフェースが複数ある場

合は，次のどれかの方法で公開先を指定してくだ

さい。

• ワイルドカード（*）を使用する

• NFS クライアント側で使用するすべてのネッ

トワークインターフェースの IP アドレスを

指定する

• NFS クライアント側で使用するすべてのネッ

トワークインターフェースに対応するホスト

名を指定する

• NFS クライアント側で使用するすべてのネッ

トワークインターフェースの IP アドレスを

含む IP ネットワークを指定する

• NFS クライアント側で使用するすべてのネッ

トワークインターフェースに対応するホスト

名を含むネットグループを指定する

• NFS クライアント側で使用するすべてのネッ

トワークインターフェースに対応するホスト

名を含む DNS ドメインを指定する

isReadOnly NFS 共有の読み取りだけを許可するかどうかを設

定します。

true

読み取り専用にする場合に指定します。

false*

読み取り専用にしない場合に指定します。

任意

synchronousWriting

Setting

同期書き込みを 適化するかどうかを設定します。

isReadOnlyプロパティに falseを設定した場合

だけ，有効です。

rw_sync*

同期書き込みを 適化しない場合に指定しま

す。

rw_sync_opt

同期書き込みを 適化する場合に指定します。

任意

anonymousMapping 匿名ユーザーへのマッピングを使用する場合に設

定します。

everyone

すべてのユーザーを匿名ユーザーにマッピン

グする場合に指定します。

root_only*

root ユーザーだけを匿名ユーザーにマッピン

グする場合に指定します。

none

匿名ユーザーへのマッピングを行わない場合

に指定します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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securityFlavor セキュリティフレーバーを設定します。

複数指定する場合はピリオド（.）で区切ってくだ

さい。ただし，defaultは複数指定できません。

sys

UNIX（AUTH_SYS）認証を適用する場合に

指定します。

krb5

Kerberos 認証を適用する場合に指定します。

krb5i

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機能を適

用する場合に指定します。

krb5p

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機能およ

びプライバシー機能を適用する場合に指定し

ます。

default*

GUI の［NFS Service Management］ページ

で設定されているセキュリティフレーバーの

値を適用する場合に指定します。この値は，

ほかの値と同時に指定できません。

なお，メソッドを実行した時点の設定値が適

用されます。

任意

DirectorySetup 共有の作成と同時に，共有ディレクトリを作成す

る場合に指定します。

このプロパティで設定した内容を確認するには，

作成した共有ディレクトリにクライアントからア

クセスできるかどうかを確認してください。

任意

-- userName 作成するディレクトリのオーナーのユーザー名ま

たはユーザー ID を設定します。

ユーザー ID で設定する場合は，0 ～ 2147483147

の範囲で指定してください。ただし，「0」以外の

ID については，先頭に 0 を指定できません。

Windows ドメインのビルトインユーザーは指定で

きません。

省略した場合，userName プロパティおよび

groupName プロパティには「root」が設定され，

isStickyBit プロパティ，ownerPermission 

プロパティ，groupPermission プロパティ，お

よび otherPermission プロパティのアクセス権

は設定されません。

DirectoryS

etup プロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

groupName ディレクトリを所有するグループの名称または ID

を指定します。

グループ ID で設定する場合は，0 ～ 2147483147

の範囲で指定してください。ただし，「0」以外の

ID については，先頭に 0 を指定できません。

Windows ドメインのビルトイングループは指定で

きません。

省略した場合，userName プロパティおよび

groupName プロパティには「root」が設定され，

isStickyBit プロパティ，ownerPermission 

プロパティ，groupPermission プロパティ，お

よび otherPermission プロパティのアクセス権

は設定されません。

DirectoryS

etup プロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

プロパティ 説明 指定時の条件
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isStickyBit スティッキービットを使用するかどうかを設定し

ます。

このプロパティの指定は，userName プロパティ

および groupName プロパティを設定する場合に

だけ有効です。

true

スティッキービットを使用する場合に指定し

ます。

false*

スティッキービットを使用しない場合に指定

します。

DirectoryS

etupプロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

ownerPermission ディレクトリへのオーナーのアクセス権を設定し

ます。

このプロパティの指定は，userName プロパティ

および groupName プロパティを設定する場合に

だけ有効です。

省略した場合，ownerPermissionプロパティに

アクセス権は設定されませんが，isStickyBit

プロパティ，groupPermissionプロパティ，お

よび otherPermissionプロパティをすべて省略

すると，ownerPermissionプロパティには rw

が設定されます。

rw

読み取りおよび書き込みを許可する場合に指

定します。

ro

読み取りだけを許可する場合に指定します。

none

読み取りおよび書き込みを許可しない場合に

指定します。

DirectoryS

etupプロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

groupPermission ディレクトリへのグループのアクセス権を設定し

ます。

このプロパティの指定は，userName プロパティ

および groupName プロパティを設定する場合に

だけ有効です。

省略した場合，groupPermissionプロパティに

アクセス権は設定されませんが，isStickyBit

プロパティ，ownerPermissionプロパティ，お

よび otherPermissionプロパティをすべて省略

すると，groupPermissionプロパティには ro

が設定されます。

設定するアクセス権については，

ownerPermissionプロパティを参照してくださ

い。

DirectoryS

etupプロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

プロパティ 説明 指定時の条件
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otherPermission ディレクトリへのその他のアクセス権を設定しま

す。

このプロパティの指定は，userName プロパティ

および groupName プロパティを設定する場合に

だけ有効です。

省略した場合，otherPermissionプロパティに

アクセス権は設定されませんが，isStickyBit

プロパティ，ownerPermissionプロパティ，お

よび groupPermissionプロパティをすべて省略

すると，otherPermissionプロパティには ro

が設定されます。

設定するアクセス権については，

ownerPermissionプロパティを参照してくださ

い。

DirectoryS

etupプロパ

ティを設定す

る場合に指定

できます。

DirectoryACLSettings 共有ディレクトリに ACL を設定する場合に指定し

ます。

このプロパティで設定した内容を確認するには，

作成した共有ディレクトリにクライアントからア

クセスできるかどうかを確認してください。

isClassicA

clプロパ

ティが false

の場合に指定

できます。

-- DirectoryACLSetting -- DirectoryA

CLSettings

プロパティを

設定する場合

に必須です。

-- userGroupAccess ACL のユーザーまたはグループのアクセス権を設

定します。

allow

指定したユーザーまたはグループに許可のア

クセス権を与えます。ユーザーまたはグルー

プの ACE にアクセス権が追加され，すでに

ACE が設定されている場合は，アクセス権が

統合されます。同一ユーザーに対して複数の

ACE が設定されている場合は，一つの ACE

に統合されます。

replace

指定したユーザーまたはグループに許可のア

クセス権を与える場合に指定します。同一

ユーザーまたはグループの ACE は破棄され，

指定した ACE に置き換えられます。

deny

指定したユーザーまたはグループに拒否のア

クセス権を与える場合に指定します。同一

ユーザーまたはグループの ACE は破棄され，

指定した ACE に置き換えられます。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

name ACL のユーザー名またはグループ名を設定しま

す。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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accountType ACL のアカウント種別を設定します。

u

ユーザーにアクセス権を与える場合に指定し

ます。

g

グループにアクセス権を与える場合に指定し

ます。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

applicationDestina

tion

ACE が適用される範囲を設定します。

o

ディレクトリだけに適用する場合に指定しま

す。

a

ディレクトリ，サブディレクトリおよびファ

イルに適用する場合に指定します。

f

ディレクトリとサブディレクトリに適用する

場合に指定します。

e

ディレクトリとファイルに適用する場合に指

定します。

s

サブディレクトリとファイルに適用する場合

に指定します。

u

サブディレクトリだけに適用する場合に指定

します。

i

ファイルだけに適用する場合に指定します。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

inheritanceRange ACE の継承範囲を設定します。

o

直下にあるディレクトリやファイルにだけ継

承する場合に指定します。

a

下位にあるすべてのディレクトリおよびファ

イルに継承する場合に指定します。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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注 *　プロパティを省略した場合のデフォルト値です。

NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストして，NFS 共有を作成する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/nfs</exportPoint>
    <anonymousUID>22222</anonymousUID>
    <anonymousGID>22222</anonymousGID>

accessPermission アクセス権を設定します。

複数のアクセス権を設定する場合は，コロン二つ

（::）で区切って指定してください。

f

「フルコントロール」を許可する場合に指定し

ます。

s

「フォルダのスキャン / ファイルの実行」を許

可する場合に指定します。

r

「フォルダの一覧 / データの読み取り」を許可

する場合に指定します。

a

「属性の読み取り」を許可する場合に指定しま

す。

e

「拡張属性の読み取り」を許可する場合に指定

します。

w

「ファイルの作成 / データの書き込み」を許可

する場合に指定します。

p

「フォルダの作成 / データの追加」を許可する

場合に指定します。

t

「属性の書き込み」を許可する場合に指定しま

す。

x

「拡張属性の書き込み」を許可する場合に指定

します。

l

「サブフォルダとファイルの削除」を許可する

場合に指定します。

d

「削除」を許可する場合に指定します。

c

「アクセス許可の読み取り」を許可する場合に

指定します。

h

「アクセス許可の変更」を許可する場合に指定

します。

g

「所有権の取得」を許可する場合に指定しま

す。

DirectoryA

CLSetting

プロパティを

設定する場合

に必須です。

プロパティ 説明 指定時の条件
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    <isPortRestrictionEnabled>true</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>true</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>true</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>    
    <maxRwSize>5</maxRwSize>
    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>true</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
    <DirectorySetup>
        <userName>22222</userName>
        <groupName>11111</groupName>
        <isStickyBit>true</isStickyBit>
        <ownerPermission>rw</ownerPermission>
        <groupPermission>rw</groupPermission>
        <otherPermission>rw</otherPermission>
    </DirectorySetup>
    <DirectoryACLSettings>
        <DirectoryACLSetting>
            <userGroupAccess>allow</userGroupAccess>
            <name>Everyone</name>
            <accountType>g</accountType>
            <applicationDestination>a</applicationDestination>
            <inheritanceRange>a</inheritanceRange>
            <accessPermission>r</accessPermission>
        </DirectoryACLSetting>
    </DirectoryACLSettings>
</NFSShare>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-74 : NFSShare リソースに PUT メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.9.3 NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソース

この項では，NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースの使い方について説明します。

ステータスコード 状態

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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3.9.3.1 GET メソッドで指定した NFS 共有の情報を取得する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，共有ディレクトリのパス名を必

ず指定してください。

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-75 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに GET メソッドをリクエストした

ときのレスポンス XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表

示されるプロパティについては，「表 3-70 :  NFSShare リ ソースに GET メ ソ ッ ド を リ ク エス ト し た

と きのプロパテ ィ」を参照してください。

NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに GET メソッドをリクエストして，指定し

た NFS 共有の情報を取得する例を次に示します。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

NFSShare 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- exportPoint 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousUID 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousGID 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isPortRestrictionEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isSubtreeCheckEnabled 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isAccessCheckWithLockRequest

Enabled

1 クラスタ

Virtual Server
　○　

aclType 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

maxRwSize 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

AllowedHosts 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- AllowedHost 1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- hostOrAddress 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReadOnly 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

synchronousWriti

ngSetting

1 クラスタ

Virtual Server
　○　

anonymousMapping 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

securityFlavor 1 クラスタ

Virtual Server
　○　
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リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/＜NFS共有ディレクトリ名
＞

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/nfs</exportPoint>
    <anonymousUID>22222</anonymousUID>
    <anonymousGID>22222</anonymousGID>
    <isPortRestrictionEnabled>true</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>true</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>true</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>
    <maxRwSize>5</maxRwSize>
    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>true</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
</NFSShare>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-76 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに GET メソッドをリクエストした

ときのステータスコード

3.9.3.2 POST メソッドで NFS 共有の情報を編集する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，共有ディレクトリのパス名を必

ず指定してください。

NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストするときの

XML の構造を次の表に示します。

ステータスコード 状態

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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表 3-77 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストする

ときの XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。

NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストするときに指

定するプロパティについて次の表に示します。

表 3-78 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストする

ときのプロパティ

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

NFSShare -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- anonymousUID Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

anonymousGID Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

isPortRestrictionEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isSubtreeCheckEnabled Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

isAccessCheckWithLockRequest

Enabled

Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

maxRwSize Integer 0，1 クラスタ

Virtual Server

AllowedHosts -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- AllowedHost -- 1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- hostOrAddress String 1 クラスタ

Virtual Server

isReadOnly Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

synchronousWriti

ngSetting

String 0，1 クラスタ

Virtual Server

anonymousMapping String 0，1 クラスタ

Virtual Server

securityFlavor String 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ 説明 指定時の条件

NFSShare -- --

-- anonymousUID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用

するユーザー ID を設定します。

0 ～ 65535 の範囲で指定します。

任意

anonymousGID 匿名ユーザーとしてアクセスするときに使用

するグループ ID を設定します。

0 ～ 65535 の範囲で指定します。

任意
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isPortRestrictionEnabled 1024 番より小さなインターネットポートか

ら発信されたリクエストだけを受け付けるか

どうかを指定します。

true

1024 番より小さなインターネットポー

トから発信されたリクエストだけを受

け付ける場合に指定します。

false

すべてのインターネットポートから発

信されたリクエストを受け付ける場合

に指定します。

任意

isSubtreeCheckEnabled 共有ディレクトリからアクセス対象のファイ

ルやディレクトリが存在するディレクトリま

でのすべてのディレクトリ（サブツリー）

に，実行権限（x）があることをチェックす

るかどうかを設定します。

true

サブツリーをチェックする場合に指定

します。

false

サブツリーをチェックしない場合に指

定します。

任意

isAccessCheckWithLockRequest

Enabled

ロック要求があった場合に，権限チェックす

るかどうかを設定します。

true

権限チェックする場合に指定します。

false

権限チェックしない場合に指定します。

任意

maxRwSize NFS 共有に対する 大転送長を KB 単位で 4

～ 1024 の範囲で指定します。

任意

AllowedHosts -- --

-- AllowedHost -- --

-- hostOrAddress NFS 共有の公開先を設定します。

255 文字以内で指定します。ハイフン（-）

は文字列の先頭には指定できません。ホスト

の別名を指定する場合は，正式名も 255 文字

以内である必要があります。

なお，指定したホスト名またはネットワーク

アドレスの長さ（指定長 +5 バイト）の合計

が，1,258 バイト未満である必要がありま

す。

ホスト名，IP アドレスのほか，次の形式で

指定できます。

• ネットグループ

NIS のネットグループを指定します。

例えば，「@group」のように指定した場

合，ネットグループのメンバーのうち，

ホストの部分だけが取り出されます。

必須

プロパティ 説明 指定時の条件
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• IP ネットワーク

サブネットワーク内のすべてのホスト

に公開する場合，IP アドレスとネット

マスクを次の形式で指定します。

＜アドレス＞ /＜ネットマスク＞

ネットマスクは 10 進数をピリオド（.）

で区切って指定することも，連続する

マスクの長さで指定することもできま

す。

• DNS ドメイン

NFS クライアントが属する DNS ドメ

インの名称を，先頭にピリオド（.）を

付けて指定します。

例：.example.com

• ワイルドカード

すべてのホストを指定するときに，ア

ステリスク（*）をワイルドカードとし

て指定できます。

なお，NFS クライアントマシンに，HVFP

と通信するネットワークインターフェースが

複数ある場合は，次のどれかの方法で公開先

を指定してください。

• ワイルドカード（*）を使用する

• NFS クライアント側で使用するすべて

のネットワークインターフェースの IP

アドレスを指定する

• NFS クライアント側で使用するすべて

のネットワークインターフェースに対

応するホスト名を指定する

• NFS クライアント側で使用するすべて

のネットワークインターフェースの IP

アドレスを含む IP ネットワークを指定

する

• NFS クライアント側で使用するすべて

のネットワークインターフェースに対

応するホスト名を含むネットグループ

を指定する

• NFS クライアント側で使用するすべて

のネットワークインターフェースに対

応するホスト名を含む DNS ドメインを

指定する

isReadOnly NFS 共有の読み取りだけを許可するかどう

かを設定します。

true

読み取り専用にする場合に指定します。

false

読み取り専用にしない場合に指定しま

す。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストして，NFS

共有の情報を編集する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/＜NFS共有ディレクトリ名
＞

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <anonymousUID>33333</anonymousUID>
    <anonymousGID>33333</anonymousGID>
    <isPortRestrictionEnabled>false</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>false</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>false</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>    
    <maxRwSize>6</maxRwSize>

synchronousWriting

Setting

同期書き込みを 適化するかどうかを設定し

ます。

isReadOnlyプロパティに falseを設定し

た場合だけ，有効です。

rw_sync

同期書き込みを 適化しない場合に指

定します。

rw_sync_opt

同期書き込みを 適化する場合に指定

します。

任意

anonymousMapping 匿名ユーザーへのマッピングを使用する場合

に設定します。

everyone

すべてのユーザーを匿名ユーザーに

マッピングする場合に指定します。

root_only

root ユーザーだけを匿名ユーザーに

マッピングする場合に指定します。

none

匿名ユーザーへのマッピングを行わな

い場合に指定します。

任意

securityFlavor セキュリティフレーバーを設定します。

sys

UNIX（AUTH_SYS）認証を適用する

場合に指定します。

krb5

Kerberos 認証を適用する場合に指定し

ます。

krb5i

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機

能を適用する場合に指定します。

krb5p

Kerberos 認証に加えてデータ完全性機

能およびプライバシー機能を適用する

場合に指定します。

default

GUI の［NFS Service Management］

ページで設定されているセキュリティ

フレーバーの値を適用する場合に指定

します。

任意

プロパティ 説明 指定時の条件
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    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>false</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
</NFSShare>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-79 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに POST メソッドをリクエストした

ときのステータスコード

3.9.3.3 DELETE メソッドで指定した NFS 共有を削除する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，共有ディレクトリのパス名を必

ず指定してください。

NFS 共有を削除しても，共有ディレクトリは削除されません。

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-80 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに DELETE メソッドをリクエスト

したときのステータスコード

3.9.3.4 HEAD メソッドで指定した NFS 共有が存在するかどうか確認する

クエリパラメーター SHARE-DIRECTORY-NAME を使用して，共有ディレクトリのパス名を必

ず指定してください。

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-81 : NFSShares/ ＜ NFS 共有ディレクトリ名＞リソースに HEAD メソッドをリクエストし

たときのステータスコード

3.10 ProcessingNode

3.10.1 ProcessingNode リソースの概要

ProcessingNode リソースを使用して，クラスタやノードの情報を取得したり，ホスト名を設定し

たりできます。

ProcessingNode リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

ステータスコード 状態

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 状態

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

ステータスコード 状態

200 指定した NFS 共有は利用できます。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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表 3-82 : ProcessingNode リソースに使用できる HTTP メソッド

3.10.2 ProcessingNode リソース

この項では，ProcessingNode リソースの使い方について説明します。

3.10.2.1 GET メソッドでクラスタおよびノードの情報を取得する

ここでは，GET メソッドを使ってクラスタおよびノードの情報を取得する方法について説明しま

す。

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-83 : ProcessingNode リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の

構造

（凡例）○：表示されます。×：表示されません。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/ProcessingNode GET クラスタ クラスタおよびノードの情報を取得します。

プロパティ
出力される個

数
サポート構成

verbose が false

の場合の表示

ProcessingNode 1 クラスタ 　○　

-- SystemConfiguration 1 クラスタ 　×　

-- mode 1 クラスタ 　×　

status 1 クラスタ 　×　

name 1 クラスタ 　×　

LU 1 クラスタ 　×　

-- model 1 クラスタ 　×　

serial 1 クラスタ 　×　

ldev 1 クラスタ 　×　

PhysicalNode 2 クラスタ 　○　

-- location 1 クラスタ 　×　

hostName 1 クラスタ 　○　

physicalNodeName 1 クラスタ 　×　

status 1 クラスタ 　×　

managementLANAddress 1 クラスタ 　×　

managementLANAddressIPv6 1 クラスタ 　×　

HBLanAddress 1 クラスタ 　×　

BMCLanAddress 1 クラスタ 　×　

resourceGroupStatus 1 クラスタ 　×　

resourceGroupErrorInfo 1 クラスタ 　×　

runningNode 1 クラスタ 　×　

serial 1 クラスタ 　×　

SystemVersion 1 クラスタ 　×　

-- name 1 クラスタ 　×　

version 1 クラスタ 　×　
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ProcessingNode リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについ

て次の表に示します。

表 3-84 : ProcessingNode リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

プロパティ 説明

ProcessingNode --

-- SystemConfiguration --

-- mode 構成状態が表示されます。

CLUSTER

クラスタ構成のときに表示されます。

status クラスタの状態が表示されます。*1

ACTIVE

正常に稼働している場合に表示されます。

INACTIVE

停止している場合に表示されます。

UNKNOWN*2

状態が確認できない場合に表示されます。

DISABLE

障害によってフェールオーバー機能が無効になってい

る場合に表示されます。

UNDEF

クラスタ未定義のときに表示されます。

name クラスタ名が 22 バイト以内で表示されます。

クラスタを構築していないとき，空文字列が表示されます。

LU --

-- model 共有 LU が存在するストレージシステムのモデルが表示さ

れます。

serial 共有 LU が存在するストレージシステムのシリアル番号が

16 バイト以内で表示されます。

クラスタを構築していないときは，空文字列が表示されま

す。

ldev 共有 LU に割り当てた LU の LDEV 番号が 5 バイト以内で

表示されます。

共有 LU に LDEV 番号が割り当てられていない場合，また

はクラスタを構築していない場合は，空文字列が表示され

ます。

PhysicalNode --

-- location ユニット名（node 0 または node 1）が表示されます。

クラスタを構築していないときの相手ノードの場合は，空

文字列が表示されます。

hostName ホスト名が表示されます。

UNDEF

クラスタを構築していないときの相手ノードの場合に

表示されます。

physicalNodeName ノード名が 22 バイト以内で表示されます。

クラスタを構築していないとき，空文字列が表示されます。
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status ノードの状態が表示されます。*1

UP

正常に稼働している場合に表示されます。

DOWN

異常終了して停止している場合に表示されます。

INACTIVE

計画停止状態です。

UNKNOWN*2

状態が確認できない場合に表示されます。

UNDEF

クラスタが未定義です。

managementLANAddress 管理 LAN の IP アドレスが表示されます。

未設定の場合，またはクラスタを構築していないときの相

手ノードの場合は，空文字列が表示されます。

managementLanAddressIPv6 管理 LAN の IPv6 アドレスが表示されます。

未設定の場合，またはクラスタを構築していないときの相

手ノードの場合は，空文字列が表示されます。

HBLanAddress ハートビート LAN の IP アドレスが表示されます。

クラスタを構築していないとき，空文字列が表示されます。

BMCLanAddress BMC ポートの IP アドレスが表示されます。

未設定の場合は，空文字列が表示されます。

resourceGroupStatus リソースグループの状態が表示されます。

Online

稼働中の場合に表示されます。 

Online Ready*3

クラスタが停止中のため，リソースグループを起動で

きません。クラスタの状態が DISABLEの場合にも表

示されます。

Online Pending

開始処理中の場合に表示されます。

Online Maintenance*3

監視機能が解除されています。

Initializing*3

初期化処理中の場合に表示されます。

Discovery (exclusivity)*3

稼働前のオンライン処理中の場合に表示されます。

Offline

計画停止状態です。クラスタの状態が DISABLEの場

合にも表示されます。

Offline Pending

停止処理中の場合に表示されます。

Internal Error*3

内部エラーを検出している場合に表示されます。

UNDEF*3

クラスタが定義されていません。

プロパティ 説明
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注 *1　システムに障害が発生した場合，クラスタやノードの状態が表示されないことがあります。

クラスタやノードの状態を確認できない場合，障害情報を収集してカスタマーサポートセンターに

連絡してください。障害情報を収集する方法については，「トラブルシューティングガイド」

（IF308）を参照してください。

注 *2　停止しているノードに対してメソッドを実行すると，クラスタおよびもう一方のノードの

状態は，実際の状態に関わらず，UNKNOWNが表示されます。クラスタ，ノードおよびリソースグ

ループの状態を確認するためには，稼働中のノード（もう一方のノード）に対して実行してくださ

い。また，クラスタ起動時は，クラスタを構成するノード上のすべての OS の起動が完了するまで

（ 大で 10 分程度），UNKNOWNが表示されます。

注 *3　クラスタ構成の場合だけ表示されます。

resourceGroupErrorInfo リソースグループのエラー状態が表示されます。

No error

エラーが発生していない場合に表示されます。

Internal error - not recoverable*3

回復できない内部エラーが発生した場合に表示されま

す。

Monitor activity unknown*3

メンテナンスモードの開始または停止処理中にエラー

が発生しました。

No available nodes*3

フェールオーバーの 後のノードでモニター異常を検

出しました。

Node not available(exclusivity)*3

リソースグループのフェールオーバー先ノードが HA

サービス停止中です。

Node unknown*3

ノードの状態が UNKNOWNのため，リソースグループ

が起動できません。

Split resource group(exclusivity)*3

クラスタ内でリソースグループが重複して稼働してい

る場合に表示されます。

srmd executable error*3

起動または停止処理中にエラーが発生している場合に

表示されます。

OS error

起動または停止処理中にエラーが発生している場合に

表示されます。

UNDEF*3

クラスタが定義されていません。

runningNode リソースグループが稼働しているノード名が 22 バイト以内

で表示されます。

未設定の場合，空文字列が表示されます。

serial シリアル番号が 64 バイト以内で表示されます。

クラスタを構築していない場合，または相手ノードと通信

できないときの相手ノードの場合は，空文字列が表示され

ます。

SystemVersion --

-- name プロダクト名が表示されます。

version OS のバージョンが 11 バイトで表示されます。

プロパティ 説明
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ProcessingNode リソースに GET メソッドをリクエストして，クラスタの情報を取得する例を次

に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/ProcessingNode

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<ProcessingNode>
    <PhysicalNode>
        <hostName>D6BQLNBX</hostName>
    </PhysicalNode>
</ProcessingNode>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-85 : ProcessingNode リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.11 Routing

3.11.1 Routing リソースの概要

Routing リソースを使用して，ルーティング情報を取得，追加，削除できます。

Routing リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-86 : Routing リソースに使用できる HTTP メソッド

3.11.2 Routing リソース

この項では，Routing リソースの使い方について説明します。

3.11.2.1 GET メソッドで指定したルーティング情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/Routings GET クラスタ

Virtual Server
現在インターフェースに設定されているルーティ

ングの情報を取得します。

クラスタ構成のノード上でメソッドを実行する場

合は，Virtual Server に設定されているルーティ

ングの情報も取得できます。Virtual Server の状

態が Online/No error または Partial online/No 

error であることを確認してからメソッドを実行し

てください。

POST クラスタ

Virtual Server
ルーティング情報を追加または削除します。
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表 3-87 : Routing リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。×：表示されません。

Routing リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて次の表

に示します。

表 3-88 : Routing リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

Routings 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- Routing 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- name 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

type 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

target 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

netmask 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

gateway 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReject 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

mss 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

RoutingIPv6 0，1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- name 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

type 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

target 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

prefixLength 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

gateway 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isReject 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ 説明

Routings --

-- Routing --

-- name インターフェースの名称が表示されます。
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-- type ルーティングの宛先が表示されます。

net

ネットワークが設定されている場合に表示されます。

host

ホストが設定されている場合に表示されます。

default

デフォルトルートが設定されている場合に表示されます。

target ルーティングの宛先がホスト名，IP アドレスまたはネットワークアド

レスで表示されます。

デフォルトルートが設定されている場合は defaultと表示されます。

netmask ルーティングの宛先にネットワークが設定されている場合に，ネットマ

スクが表示されます。

ホストが設定されている場合は，空文字列が表示されます。

デフォルトルートが設定されている場合は 0.0.0.0と表示されます。

gateway ゲートウェイのホスト名または IP アドレスが表示されます。

ゲートウェイが設定されていない場合は，空文字列が表示されます。

isReject 宛先対象を拒否するかどうかが表示されます。

true

宛先対象を拒否する場合に表示されます。

false

宛先対象を拒否しない場合に表示されます。

mss 経路の TCP 接続の 大セグメントサイズが 5 バイト以内で表示されま

す。

設定されていない場合は，空文字列が表示されます。なお，このとき

大セグメントサイズには，インターフェースに設定されている MTU 値

から 40 を引いた値がストレージシステム内部で設定されています。

RoutingIPv6 --

-- name インターフェースの名称が表示されます。

type ルーティングの宛先の設定方法が表示されます。

net

ネットワークが設定されている場合に表示されます。

host

ホストが設定されている場合に表示されます。

default

デフォルトルートが設定されている場合に表示されます。

target ルーティングの宛先がホスト名，IPv6 アドレスまたはネットワークア

ドレスで表示されます。

デフォルトルートが設定されている場合は defaultと表示されます。

prefixLength ルーティングの宛先にネットワークが設定されている場合に，プレ

フィックス長が表示されます。

128

ホストが設定されている場合に表示されます。

default

デフォルトルートが設定されている場合に表示されます。

gateway ゲートウェイのホスト名または IPv6 アドレスが表示されます。

ゲートウェイが設定されていない場合は，空文字列が表示されます。

isReject 宛先対象を拒否するかどうかが表示されます。

true

宛先対象を拒否する場合に表示されます。

false

宛先対象を拒否しない場合に表示されます。

プロパティ 説明
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Routing リソースに GET メソッドをリクエストして，ルーティング情報を取得する例を次に示し

ます。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/Routings

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Routings>
  <Routing>
    <name>mng0</name>
    <type>default</type>
    <target>default</target>
    <netmask>0.0.0.0</netmask>
    <gateway>192.168.0.1</gateway>
    <isReject>false</isReject>
    <mss></mss>
    <dhcp>Off</dhcp>
  </Routing>
  <RoutingIPv6>
    <name>mng0</name>
    <type>net</type>
    <target>fdf1:afcb:44f9:1000::2:0</target>
    <prefixLength>64</prefixLength>
    <gateway>fdf1:afcb:44f9:1000::2:1</gateway>
    <isReject>false</isReject>
  </RoutingIPv6>
</Routings>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-89 : Routing リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.11.2.2 POST メソッドでルーティング情報を追加または削除する

Routing リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示します。

表 3-90 : Routing リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

Routing -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- operation String 1 クラスタ

Virtual Server

name String 1 クラスタ

Virtual Server

type String 0，1 クラスタ

Virtual Server

target String 0，1 クラスタ

Virtual Server

netmask String 0，1 クラスタ

Virtual Server

gateway String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isReject Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

RoutingIPv6 -- 1 クラスタ

Virtual Server
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Routing リソースに POST メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについて次の表

に示します。

表 3-91 : Routing リソースに POST メソッドをリクエストするときのプロパティ

-- operation String 1 クラスタ

Virtual Server

name String 1 クラスタ

Virtual Server

type String 0，1 クラスタ

Virtual Server

target String 0，1 クラスタ

Virtual Server

prefixLength String 0，1 クラスタ

Virtual Server

gateway String 0，1 クラスタ

Virtual Server

isReject Boolean 0，1 クラスタ

Virtual Server

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

プロパティ 説明 指定時の条件

Routing -- --

-- operation ルーティング情報に対する操作方法を

設定します。

Add

ルーティング情報を追加する場合

に指定します。

Delete

ルーティング情報を削除する場合

に指定します。

必須

name ルーティング情報を追加するインター

フェースの名称を設定します。

• eth＜番号＞

• agr＜番号＞

• rdn＜番号＞

• xgbe＜番号＞

必須

type*1 ルーティングの宛先を指定する方法を

設定します。

net

ネットワークをルーティングの宛

先に設定する場合に指定します。

host

ホストをルーティングの宛先に設

定する場合に指定します。

default

デフォルトルートを設定する場合

に指定します。

operationプロパティが Addの

場合に必須です。

target*2 ルーティングの宛先のホスト名，IP ア

ドレスまたはネットワークアドレスを

設定します。

次のどちらかの場合に必須です。

• operationプロパティが

Add，かつ typeプロパティ

が netまたは hostである

• operationプロパティが

Deleteである
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netmask*1 ネットマスクを設定します。 typeプロパティが netの場合は

必須です。

gateway ゲートウェイのホスト名または IP アド

レスを設定します。

省略した場合，値は設定されません。

operation プロパティが Add の場

合は，次の条件をすべて満たすと

きに必須です。

• typeプロパティが default

である

• isRejectプロパティが

falseである

operation プロパティが Delete の

場合は，ゲートウェイが設定され

ているときに必須です。

isReject 設定するルーティング情報に対して，

経路を拒否するかどうかを設定します。

true

経路を拒否する場合に指定します。

false*3

経路を設定する場合に指定します。

次の条件をすべて満たす場合は必

ず trueを指定します。

• typeプロパティが default

である

• gatewayプロパティを指定

しない

operationプロパティが Addの

場合に指定できます。

RoutingIPv6 -- --

-- operation ルーティング情報に対する操作方法を

設定します。

Add

ルーティング情報を追加する場合

に指定します。

Delete

ルーティング情報を削除する場合

に指定します。

必須

name ルーティング情報を追加するインター

フェースの名称を設定します。

• eth＜番号＞

• agr＜番号＞

• rdn＜番号＞

• xgbe＜番号＞

必須

type ルーティングの宛先を指定する方法を

設定します。

net

ネットワークをルーティングの宛

先に設定する場合に指定します。

host

ホストをルーティングの宛先に設

定する場合に指定します。

default

デフォルトルートを設定する場合

に指定します。

operationプロパティが Addの

場合に必須です。

target ルーティングの宛先のホスト名，IPv6

アドレスまたはネットワークアドレス

を設定します。

次のどちらかの場合に必須です。

• operationプロパティが

Add，かつ typeプロパティ

が netまたは hostである

• operationプロパティが

Deleteである

プロパティ 説明 指定時の条件
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注意：

宛先が同じルーティング情報を複数追加しないでください。ルーティング情報を正しく削除で

きなくなるおそれがあります。

ゲートウェイの設定以外がすべて同じルーティング情報は設定しないでください。ルーティン

グ情報を正しく削除できなくなるおそれがあります。

注 *1

・type プロパティで net を選択し，netmask プロパティに「0.0.0.0」を指定して追加した

ルーティング情報は，デフォルトルートとして動作します。

・type プロパティで net を選択し，netmask プロパティに「255.255.255.255」を指定して追

加したルーティング情報は，ルーティングの宛先にホストを直接指定したものとして動作しま

す。

注 *2

ルーティングの宛先には，次のネットワークの IP アドレスは指定できません。これらの IP

アドレスはストレージシステム内部で予約されています。

IPv4 の場合：

127.0.0.0 ～ 127.255.255.255

IPv6 の場合：

::ffff: ＜ IPv4 アドレス＞，:: ＜ IPv4 アドレス＞，::1/128，::/0，::/ 128，fe80::/10，ff00::/8 

・保守ポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

・ハートビートポートに設定されている IP アドレスのネットワーク

保守ポートに設定されている IP アドレスは pmctlコマンドで確認できます。

prefixLength プレフィックス長を設定します。

128

ホストをルーティングの宛先に設

定する場合に指定します。

default

デフォルトルートを設定する場合

に指定します。

typeプロパティが netの場合は

必須です。

gateway ゲートウェイのホスト名または IPv6 ア

ドレスを設定します。

省略した場合，値は設定されません。

operation プロパティが Add の場

合は，次の条件をすべて満たすと

きに必須です。

• typeプロパティが default

である

• isRejectプロパティが

falseである

operation プロパティが Delete の

場合は，ゲートウェイが設定され

ているときに必須です。

isReject 設定するルーティング情報に対して，

経路を拒否するかどうかを設定します。

true

経路を拒否する場合に指定します。

false*3

経路を設定する場合に指定します。

次の条件をすべて満たす場合は必

ず trueを指定します。

• typeプロパティが default

である

• gatewayプロパティを指定

しない

operationプロパティが Addの

場合に指定できます。

プロパティ 説明 指定時の条件
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ハートビートポートに設定されている IP アドレスは，ProcessingNode リソースを使用して

確認してください。ProcessingNode リソースについては，「3.10.2 ProcessingNode リ ソース」

を参照してください。

注 *3

プロパティを省略した場合のデフォルト値です。

Routing リソースに POST メソッドをリクエストして，ルーティング情報を追加する例を次に示

します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/Routings

リクエスト XML の例（IPv4 で設定する場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Routing>
    <operation>Add</operation>
    <name>eth1</name>
    <type>host</type>
    <target>nec.japan.com</target>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <gateway>155.98.31.1</gateway>
</Routing>

リクエスト XML の例（IPv6 で設定する場合）

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<RoutingIPv6>
    <operation>Add</operation>
    <name>eth1</name>
    <type>net</type>
    <prefixLength>64</prefixLength>
    <target>3ffe:0200:0000:010a:0000:0000:0000:0000</target>
    <gateway>3ffe:0200:0000:010a:0000:0000:0000:0001</gateway>
</RoutingIPv6>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-92 : Routing リソースに POST メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.12 SystemController

3.12.1 SystemController リソースの概要

SystemController リソースを使用して，サービスと OS を制御できます。

SystemController リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-93 : SystemController リソースに使用できる HTTP メソッド

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/SystemController GET クラスタ

Virtual Server
サービスの再起動が必要かどうかを確

認します。

POST クラスタ

Virtual Server
サービスを再起動します。
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3.12.2 SystemController リソース

この項では，SystemController リソースの使い方について説明します。

3.12.2.1 GET メソッドでサービスまたは OS の再起動が必要かどうかを確認する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-94 : SystemController リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML
の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。○：表示されます。

SystemController リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティにつ

いて次の表に示します。

表 3-95 : SystemController リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

/SystemController/OS GET クラスタ

Virtual Server
OS の起動状態を確認します。

POST クラスタ ノード上の OS を停止します。

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の

場合の表示

Services 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- Service 1 ～ n クラスタ

Virtual Server
　○　

-- serviceName 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

isRestart 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

プロパティ 説明

Services --

-- Service --

-- serviceName サービス名が表示されます。

CIFS

CIFS サービスです。

NFS

NFS サービスです。

FTP

FTP サービスです。

SFTP

SFTP サービスです。

TFTP

TFTP サービスです。

isRestart サービスの再起動が必要かどうかが表示されます。

true

再起動が必要な場合に表示されます。

false

再起動が必要ない場合に表示されます。
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SystemController リソースに GET メソッドをリクエストして，サービスおよび OS の再起動が必

要かどうかを確認する例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/SystemController

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Services>
    <Service>
        <serviceName>CIFS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>NFS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>FTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>OS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>SFTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>TFTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>

</Services>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-96 : SystemController リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

3.12.2.2 POST メソッドでサービスまたは OS を再起動する

SystemController リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表に示

します。

表 3-97 : SystemController リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造

（凡例）n：2 以上の整数を示します。

SystemController リソースに POST メソッドをリクエストするときに指定するプロパティについ

て次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

Services -- 1 クラスタ

Virtual Server

-- service -- 1 ～ n クラスタ

Virtual Server

-- serviceName String 1 クラスタ

Virtual Server

isRestart String 1 クラスタ

Virtual Server
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表 3-98 : SystemController リソースに POST メソッドをリクエストするときのプロパティ

SystemController リソースに POST メソッドをリクエストして，サービスおよび OS を再起動す

る例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/SystemController

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Services>
    <Service>
        <serviceName>CIFS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>NFS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>OS</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>FTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>SFTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>
    <Service>
        <serviceName>TFTP</serviceName>
        <isRestart>true</isRestart>
    </Service>

プロパティ 説明 指定時の条件

Services -- --

-- service -- --

-- serviceName サービス名を設定します。

CIFS

CIFS サービスを制御する場合に指定

します。

NFS

NFS サービスを制御する場合に指定し

ます。

FTP

FTP サービスを制御する場合に指定し

ます。

SFTP

SFTP サービスを制御する場合に指定

します。

TFTP

TFTP サービスを制御する場合に指定

します。

必須

isRestart サービスを再起動するかどうかを設定しま

す。

true

サービスまたは OS を再起動する場合

に指定します。

false

サービスまたは OS を再起動しない場

合に指定します。

必須
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</Services>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-99 : SystemController リソースに POST メソッドをリクエストしたときのステータスコー

ド

3.12.3 SystemController/OS リソース

この項では，SystemController/OS リソースの使い方について説明します。

3.12.3.1 GET メソッドで OS の起動状態を確認する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-100 : SystemController/OS リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス

XML の構造

（凡例）○：表示されます。×：表示されません。

SystemController/OS リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティに

ついて次の表に示します。

表 3-101 : SystemController/OS リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

SystemController/OS リソースに GET メソッドをリクエストして，OS の起動状態を確認する例

を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/SystemController/OS

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Service>
    <status>Running</operation>
</Service>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

202 メソッドを受け付けました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false

の場合の表示

Service 1 クラスタ

Virtual Server
　○　

-- status 1 クラスタ

Virtual Server
　×　

プロパティ 説明

Service --

-- status OS の起動状態が表示されます。

Starting

OS が起動処理中の場合に表示されます。

Running

OS の起動処理が完了している場合に表示されます。
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表 3-102 : SystemController/OS リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータス

コード

3.12.3.2 POST メソッドでノード上の OS を再起動または停止する

注意：

リクエストは，実行したノードだけで有効になります。クラスタ構成の場合でノード上の OS

を停止するときは，両方のノードに対して同じ POST メソッドを同時にリクエストする必要

があります。両方のノードに同時にリクエストしないと，フェールオーバーが発生するおそれ

があります。

SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構造を次の表

に示します。

表 3-103 : SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストするときの XML の構

造

SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストするときに指定するプロパティに

ついて次の表に示します。

表 3-104 : SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストするときのプロパティ

SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストして，ノード上の OS を停止する

例を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/SystemController/OS

リクエスト XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Service>
    <operation>Shutdown</operation>
</Service>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-105 : SystemController/OS リソースに POST メソッドをリクエストしたときのステータス

コード

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。

プロパティ データ型 指定できる個数 サポート構成

Service -- 1 クラスタ

-- operation String 1 クラスタ

プロパティ 説明 指定時の条件

Service -- --

-- operation ノード上の OS に対する操作を設定します。

Shutdown

OS を停止します。クラスタ構成の場合は，

両方のノードで実行してください。

必須

ステータスコード 説明

202 メソッドを受け付けました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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3.13 VirtualServer

3.13.1 VirtualServer リソースの概要

VirtualServer リソースを使用して，ログインしている Virtual Server の情報を取得できます。

VirtualServer リソースに使用できる HTTP メソッドを次の表に示します。

表 3-106 : VirtualServer リソースに使用できる HTTP メソッド

3.13.2 VirtualServer リソース

この項では，VirtualServer リソースの使い方について説明します。

3.13.2.1 GET メソッドで Virtual Server の情報を取得する

メソッドが終了したときに出力されるレスポンス XML の構造を次の表に示します。

表 3-107 : VirtualServer リソースに GET メソッドをリクエストしたときのレスポンス XML の構

造

（凡例）○：表示されます。

VirtualServer リソースに GET メソッドをリクエストしたときに表示されるプロパティについて

次の表に示します。

表 3-108 : VirtualServer リソースに GET メソッドをリクエストしたときのプロパティ

リソースの URI HTTP メソッド サポート構成 説明

/VirtualServer GET Virtual Server ログインしている Virtual Server の情報

を取得します。

プロパティ 出力される個数 サポート構成
verbose が false の場

合の表示

VirtualServer 1 Virtual Server 　○　

-- id 1 Virtual Server 　○　

Name 1 Virtual Server 　○　

serviceStatus 1 Virtual Server 　○　

errorStatus 1 Virtual Server 　○　

プロパティ 説明

VirtualServer --

-- id Virtual Server ID が 3 バイト以内で表示されます。

Name Virtual Server 名が 15 バイト以内で表示されます。
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VirtualServer リソースに GET メソッドをリクエストして，Virtual Server の情報を取得する例

を次に示します。

リクエスト先の URI

https://＜ホスト名またはIPアドレス＞:9090/mapi/VirtualServer

レスポンス XML の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<VirtualServer>
<id>111</id>
<name>vserver1</name>
<serviceStatus>online</serviceStatus>
<errorStatus>Internal error</errorStatus>
</VirtualServer>

メソッドが終了したときに出力されるステータスコードを次の表に示します。

表 3-109 : VirtualServer リソースに GET メソッドをリクエストしたときのステータスコード

serviceStatus Virtual Server の状態が表示されます。

Online pending

起動処理中の場合に表示されます。

Online

稼働中の場合に表示されます。

Partial online

稼働中ですが，一部のサービスが停止している場合に表示されます。

Offline pending

停止処理中の場合に表示されます。

Error

エラーが発生している場合に表示されます。エラー情報を参照して

対処してください。

errorStatus Virtual Server のエラー情報が表示されます。

No error

エラーが発生していない場合に表示されます。

Internal error

回復できない内部エラーが発生している場合に表示されます。

OS error

Virtual Server が起動，停止，再起動またはフェールオーバーでき

ない場合に表示されます。

プロパティ 説明

ステータスコード 説明

200 メソッドの実行が正常終了しました。

その他 異常終了しました。「表 1-3 : 」を参照してください。
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AAPI の使用例

ここでは，HVFP の API を使用するための例を示します。

 A.1 ク ラ ス タおよび ノード の情報を取得する例

 A.2 ハード ウ ェア状態を監視する例

 A.3 ネ ッ ト ワーク を設定する例

 A.4 フ ァ イルシステムを作成する例

 A.5 フ ァ イルシステムを削除する例

 A.6 OS を停止する例
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A.1 クラスタおよびノードの情報を取得する例
クラスタおよびノードの情報を取得する例を次に示します。

表 A-1 : クラスタおよびノードの情報を取得する例

1. クラスタおよびノードの情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/ProcessingNode?prettyprint&verbose=true" -k -X 
GET -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 12 Apr 2011 05:18:42 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 1759
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 2
X-NODE-OperationList: [1]Get node details, [2]Get system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<ProcessingNode>
    <SystemConfiguration>
        <mode>CLUSTER</mode>
    </SystemConfiguration>
    <status>ACTIVE</status>
    <name>cluster</name>
    <LU>
        <serial>83016761</serial>
        <ldev>0</ldev>
    </LU>
    <PhysicalNode>
        <location>node 0</location>
        <hostName>DT019000037</hostName>
        <physicalNodeName>DT019000037</physicalNodeName>
        <status>UP</status>
        <managementLANAddress>10.213.88.250</managementLANAddress>
        <HBLanAddress>172.23.212.21</HBLanAddress>
        <BMCLanAddress>10.213.88.249</BMCLanAddress>
        <resourceGroupStatus>Online</resourceGroupStatus>
        <resourceGroupErrorInfo>No error</resourceGroupErrorInfo>
        <runningNode>DT019000037</runningNode>
        <serial>4230MB0-T019000037</serial>
        <SystemVersion>
            <name>Virtual File Platform</name>
            <version>6.4.2-00</version>
        </SystemVersion>
    </PhysicalNode>
    <PhysicalNode>
        <location>node 1</location>
        <hostName>DT019000042</hostName>
        <physicalNodeName>DT019000042</physicalNodeName>
        <status>UP</status>
        <managementLANAddress>10.213.88.251</managementLANAddress>
        <HBLanAddress>172.23.212.25</HBLanAddress>
        <BMCLanAddress>10.213.88.248</BMCLanAddress>
        <resourceGroupStatus>Online</resourceGroupStatus>
        <resourceGroupErrorInfo>No error</resourceGroupErrorInfo>
        <runningNode>DT019000042</runningNode>
        <serial>4230MB0-T019000042</serial>
        <SystemVersion>
            <name></name>
            <version></version>
        </SystemVersion>
    </PhysicalNode>
</ProcessingNode>

操作 リソースの URI HTTPメソッド 参照先

1. ク ラ ス タおよび ノード の情報を取得し ます。 /ProcessingNode GET 3.10.2.1
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A.2 ハードウェア状態を監視する例
ハードウェア状態を監視する例を次に示します。

表 A-2 : ハードウェア状態を監視する例

1. ハードウェア情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/Hardware?prettyprint" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 12 Apr 2011 05:30:27 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 7994
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get hardware details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Hardware>
    <PortDetails>
        <PortDetail>
            <status>Up</status>
            <portName>eth1</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>1000Base</linkSpeed>
        </PortDetail>
        <PortDetail>
            <status>Up</status>
            <portName>eth2</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>1000Base</linkSpeed>
        </PortDetail>
        <PortDetail>
            <status>Down</status>
            <portName>eth3</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>Unknown!</linkSpeed>
        </PortDetail>
    </PortDetails>
    <ManagementLans>
        <ManagementLan>
            <status>Up</status>
            <portName>mng0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </ManagementLan>
    </ManagementLans>
    <HeartbeatLans>
        <HeartbeatLan>
            <status>Up</status>
            <portName>hb0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </HeartbeatLan>
    </HeartbeatLans>
    <PrivateMaintenanceLans>
        <PrivateMaintenanceLan>
            <status>Up</status>
            <portName>pm0</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>100Base</linkSpeed>
        </PrivateMaintenanceLan>
        <PrivateMaintenanceLan>
            <status>Down</status>

操作 リソースの URI HTTPメソッド 参照先

1. ハード ウ ェ ア情報を取得し ます。 /Hardware GET 3.6.2.1

2. FC パスの情報を取得し ます。 /FCPaths GET 3.4.2.1
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            <portName>pm1</portName>
            <mediaType>copper</mediaType>
            <linkSpeed>Unknown!</linkSpeed>
        </PrivateMaintenanceLan>
    </PrivateMaintenanceLans>
    <InternalHDDs>
        <InternalHDD>
            <slotName>0</slotName>
            <status>Normal</status>
            <vendorInformation>size:136.732 GB,raid level:RAID1</
vendorInformation>
        </InternalHDD>
        <InternalHDD>
            <slotName>1</slotName>
            <status>Normal</status>
            <vendorInformation>size:136.732 GB,raid level:RAID1</
vendorInformation>
        </InternalHDD>
    </InternalHDDs>
    <Memories>
        <Memory>
            <slotName>0</slotName>
            <status>Not Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C0D1,size:-</vendorInformation>
        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>1</slotName>
            <status>Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C0D0,size:2048 MB</
vendorInformation>
        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>2</slotName>
            <status>Not Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C1D1,size:-</vendorInformation>
        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>3</slotName>
            <status>Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C1D0,size:2048 MB</
vendorInformation>
        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>4</slotName>
            <status>Not Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C2D1,size:-</vendorInformation>
        </Memory>
        <Memory>
            <slotName>5</slotName>
            <status>Installed</status>
            <vendorInformation>locator:P1C2D0,size:2048 MB</
vendorInformation>
        </Memory>
    </Memories>
    <MemTotals>
        <MemTotal>
            <slotName>0</slotName>
            <size>size:11.5 GB(12.0 GB)</size>
        </MemTotal>
    </MemTotals>
    <PowerSupplies>
        <PowerSupply>
            <powerSupplyName>0</powerSupplyName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </PowerSupply>
        <PowerSupply>
            <powerSupplyName>1</powerSupplyName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </PowerSupply>
    </PowerSupplies>
    <Fans>
        <Fan>
            <fanName>0</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
        <Fan>
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            <fanName>1</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
        <Fan>
            <fanName>2</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
        <Fan>
            <fanName>3</fanName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation></vendorInformation>
        </Fan>
    </Fans>
    <Temperatures>
        <Temperature>
            <temperatureName>0</temperatureName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation>reading:55 (+/- 0.500) degrees C</
vendorInformation>
        </Temperature>
        <Temperature>
            <temperatureName>1</temperatureName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation>reading:44 (+/- 0.500) degrees C</
vendorInformation>
        </Temperature>
        <Temperature>
            <temperatureName>2</temperatureName>
            <status>OK</status>
            <vendorInformation>reading:42 (+/- 0.500) degrees C</
vendorInformation>
        </Temperature>
    </Temperatures>
    <BMCs>
        <BMC>
            <status>OK</status>
            <connection>OK</connection>
        </BMC>
    </BMCs>
    <Models>
        <Model>
            <manufacturer>NEC</manufacturer>
            <product>Express5800/R120d-2M [N8100-1963Y]</product>
        </Model>
    </Models>
    <Serials>
        <Serial>
            <number>4230MB0-T019000037</number>
        </Serial>
    </Serials>
</Hardware>

2. FC パスの情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FCPaths?prettyprint" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 12 Apr 2011 02:43:12 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 809
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get FC path details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FCPaths>
    <FCPath>
        <path>path000-0004-1E</path>
        <target>N1-T000</target>
        <hostPort>fc0004</hostPort>
        <hostPortWWN>10000000c98f2992</hostPortWWN>
        <arrayPort>1E</arrayPort>
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        <arrayPortWWN>50060e801046889c</arrayPortWWN>
        <serial>83016761</serial>
        <status>Online</status>
    </FCPath>
    <FCPath>
        <path>path000-0005-1F</path>
        <target>N1-T000</target>
        <hostPort>fc0005</hostPort>
        <hostPortWWN>10000000c98f2993</hostPortWWN>
        <arrayPort>1F</arrayPort>
        <arrayPortWWN>50060e801046889d</arrayPortWWN>
        <serial>83016761</serial>
        <status>Online</status>
    </FCPath>
</FCPaths>

A.3 ネットワークを設定する例
ネットワークを設定する例を次に示します。

表 A-3 : ネットワークを設定する例

1. ネットワークインターフェースの情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces?prettyprint&verbose=true" -k -X 
GET -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 13:24:21 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 3398
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get network interface details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterfaces>
    <NetworkInterface>
        <name>eth1</name>
        <mtu></mtu>
        <netmask></netmask>
        <networkAddress></networkAddress>
        <FixedIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </FixedIP>

操作 リソースの URI
HTTPメ

ソッド
参照先

1. ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースの情報を取得し ま

す。

/NetworkInterfaces GET 3.8.2.1

2. ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース を追加し ます。 /NetworkInterfaces PUT 3.8.2.2

3. 追加し たネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース を確認し ま

す。

/NetworkInterfaces/

＜ネットワークインター

フェース名＞

HEAD 3.8.3.3

4. 指定し たネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースの情報を取

得し ます。

/NetworkInterfaces/

＜ネットワークインター

フェース名＞

GET 3.8.3.1

5. 指定し たネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェースの情報を変

更し ます。

/NetworkInterfaces/

＜ネットワークインター

フェース名＞

POST 3.8.3.2

6. ルーテ ィ ング情報を取得し ます。 /Routings GET 3.11.2.1

7. ルーテ ィ ング情報を設定し ます。 /Routings POST 3.11.2.2
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        <ServiceIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </ServiceIP>
    </NetworkInterface>
    <NetworkInterface>
        <name>eth2</name>
        <mtu></mtu>
        <netmask></netmask>
        <networkAddress></networkAddress>
        <FixedIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </FixedIP>
        <ServiceIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </ServiceIP>
    </NetworkInterface>
    <NetworkInterface>
        <name>eth3</name>
        <mtu></mtu>
        <netmask></netmask>
        <networkAddress></networkAddress>
        <FixedIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </FixedIP>
        <ServiceIP>
            <target></target>
            <other></other>
        </ServiceIP>
    </NetworkInterface>
    <NetworkInterface>
        <name>mng0</name>
        <mtu>1500</mtu>
        <netmask>255.255.252.0</netmask>
        <networkAddress>10.213.88.0</networkAddress>
        <FixedIP>
            <target>10.213.88.250</target>
            <other>10.213.88.251</other>
        </FixedIP>
        <ServiceIP>
            <target>10.213.88.252</target>
            <other>10.213.88.253</other>
        </ServiceIP>
    </NetworkInterface>
</NetworkInterfaces>

2. ネットワークインターフェースを追加します。

ifset.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <name>eth1</name>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <FixedIP>
        <target>192.168.30.10</target>
        <other>192.168.30.11</other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target>192.168.30.12</target>
        <other>192.168.30.13</other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces" -k -d @ifset.xml -X PUT -H 
"Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 13:24:23 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Set network interface
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1
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3. 追加したネットワークインターフェースを確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces/eth1" -k -I -X HEAD -H "Content-
Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 13:24:35 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 300
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get network interface details
Connection: close
Content-Type: application/xml

4. 指定したネットワークインターフェースの情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NetworkInterfaces/eth1?prettyprint&verbose=true" 
-k -X GET -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 13:24:39 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 439
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get network interface details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <name>eth1</name>
    <mtu>1500</mtu>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <networkAddress>192.168.30.0</networkAddress>
    <FixedIP>
        <target>192.168.30.10</target>
        <other>192.168.30.11</other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target>192.168.30.12</target>
        <other>192.168.30.13</other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

5. 指定したネットワークインターフェースの情報を変更します。

ifmod.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NetworkInterface>
    <netmask>255.255.255.0</netmask>
    <FixedIP>
        <target>192.168.30.14</target>
        <other>192.168.30.15</other>
    </FixedIP>
    <ServiceIP>
        <target>192.168.30.16</target>
        <other>192.168.30.17</other>
    </ServiceIP>
</NetworkInterface>

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞/mapi/NetworkInterfaces/eth1" -k -d @ifmod.xml -X POST -H 
"Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 13:24:42 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Edit network interface
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Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

6. ルーティング情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/Routings?prettyprint&verbose=true" -k -H 
"Content-type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Fri, 09 Sep 2011 23:11:04 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 555
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get routing details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Routings>
    <Routing>
        <name>mng0</name>
        <type>default</type>
        <target>default</target>
        <netmask>0.0.0.0</netmask>
        <gateway>192.168.0.1</gateway>
        <isReject>false</isReject>
    </Routing>
    <RoutingIPv6>
        <name>eth1</name>
        <type>net</type>
        <target>3ffe:200:0:10a::0</target>
        <prefixLength>64</prefixLength>
        <gateway>3ffe:200:0:10a::1</gateway>
        <isReject>false</isReject>
    </RoutingIPv6>
</Routings>

7. ルーティング情報を設定します。

rtsetv6.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<RoutingIPv6>
    <operation>Add</operation>
    <name>eth1</name>
    <type>net</type>
    <prefixLength>64</prefixLength>
    <target>3ffe:0200:0000:010a:0000:0000:0000:0000</target>
    <gateway>3ffe:0200:0000:010a:0000:0000:0000:0001</gateway>
</RoutingIPv6>

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/Routings" -d @rtsetv6.xml -X POST -k -H "Content-
Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Fri, 09 Sep 2011 23:10:51 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Add routing details
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

A.4 ファイルシステムを作成する例
ファイルシステムを作成する例を次に示します。
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表 A-4 : ファイルシステムを作成する例

1. LU の情報を取得します。

ファイルシステムに使用する LU を確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/LUs?prettyprint" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:56:29 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 19272
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get LU details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<LUs>
    <LU>
        <deviceFileName>lu0000</deviceFileName>
        <userLUN>0000</userLUN>
        <isExternalDevice>false</isExternalDevice>
        <target>N1-T000</target>
        <serial>83016761</serial>

操作 リソースの URI
HTTP メ

ソッド
参照先

1. LU の情報を取得し ます。 /LUs GET 3.7.2.1

2. フ ァ イルシステムの情報を取得し ます。

/FileSystems GET 3.5.2.1

3. フ ァ イルシステムを作成し ます。 /FileSystems PUT 3.5.2.2

4. 作成し たフ ァ イルシステムのマウ ン ト 設定の情報を

取得し ます。

/FileSystems/ ＜ファイル

システム名＞ /

MountSetting

GET 3.5.4.1

5. 作成し たフ ァ イルシステムをマウ ン ト し ます。 /FileSystems/ ＜ファイル

システム名＞ /

MountSetting

POST 3.5.4.2

6. 編集する フ ァ イルシステムの情報を取得し ます。 /FileSystems/ ＜ファイル

システム名＞

GET 3.5.3.1

7. 作成し たフ ァ イルシステムの情報を編集し ます。 /FileSystems/ ＜ファイル

システム名＞

POST 3.5.3.2

8. CIFS 共有の情報を取得し ます。 /CIFSShares GET 3.3.2.1

9. CIFS 共有を作成し ます。 /CIFSShares PUT 3.3.2.2

10. 編集する CIFS 共有の情報を取得し ます。 /CIFSShares/ ＜ Base64

でエンコードされた CIFS 

共有名＞

GET 3.3.3.1

11. CIFS 共有の情報を編集し ます。 /CIFSShares/ ＜ Base64

でエンコードされた CIFS 

共有名＞

POST 3.3.3.2

12. NFS 共有の情報を取得し ます。 /NFSShares GET 3.9.2.1

13. NFS 共有を作成し ます。 /NFSShares PUT 3.9.2.2

14. 編集する NFS 共有の情報を取得し ます。 /NFSShares/ ＜ NFS 共有

ディレクトリ名＞

GET 3.9.3.1

15. NFS 共有の情報を編集し ます。 /NFSShares/ ＜ NFS 共有

ディレクトリ名＞

POST 3.9.3.2
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        <ldev>1</ldev>
        <type>SATA</type>
        <size>20.000</size>
        <function>Free</function>
        <usedBy></usedBy>
        <rg>000</rg>
        <dp></dp>
        <usedPage></usedPage>
        <pool></pool>
        <freePool></freePool>
        <totalPool></totalPool>
    </LU>
    <LU>
        <deviceFileName>lu0001</deviceFileName>
        <userLUN>0001</userLUN>
        <isExternalDevice>false</isExternalDevice>
        <target>N1-T000</target>
        <serial>83016761</serial>
        <ldev>2</ldev>
        <type>SATA</type>
        <size>20.000</size>
        <function>Free</function>
        <usedBy></usedBy>
        <rg>000</rg>
        <dp></dp>
        <usedPage></usedPage>
        <pool></pool>
        <freePool></freePool>
        <totalPool></totalPool>
    </LU>
    <LU>
        <deviceFileName>lu0004</deviceFileName>
        <userLUN>0004</userLUN>
        <isExternalDevice>false</isExternalDevice>
        <target>N1-T000</target>
        <serial>83016761</serial>
        <ldev>5</ldev>
        <type>SATA</type>
        <size>20.000</size>
        <function>File</function>
        <usedBy>BCD</usedBy>
        <rg>000</rg>
        <dp></dp>
        <usedPage></usedPage>
        <pool></pool>
        <freePool></freePool>
        <totalPool></totalPool>
    </LU>
</LUs>

2. ファイルシステムの情報を取得します。

作成するファイルシステムのファイルシステム名などを決めるため，作成されているファイル

システムを確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems?prettyprint&verbose=true" -k -X GET -
H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:56:38 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 4399
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystems>
  <FileSystem>
    <fileSystemName>fs01</fileSystemName>
    <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
    <isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
    <stripeSize></stripeSize>
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    <aclType>Advanced ACL</aclType>
    <NamespaceShareSettings>
    <type>--</type>
    <FQDN></FQDN>
    <user></user>
    <password></password>
    <hcpReplicaHost></hcpReplicaHost>
    <hcpNamespace></hcpNamespace>
    </NamespaceShareSettings>
    <UseVersioning>not used</UseVersioning>
    <periodToHold></periodToHold>
    <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
    <WormSetting>
    <maxRetention></maxRetention>
    <minRetention></minRetention>
    <isAutoCommitEnabled></isAutoCommitEnabled>
    <commitModeSetting></commitModeSetting>
    <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
    <defaultRetention></defaultRetention>
    </WormSetting>
    <LUs>
    <LU>
    <deviceFileName>lu0001</deviceFileName>
    </LU>
    </LUs>
  </FileSystem>
  <FileSystem>
    <fileSystemName>fs02</fileSystemName>
    <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
    <isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
    <stripeSize></stripeSize>
    <aclType>Classic ACL</aclType>
    <NamespaceShareSettings>
    <type>--</type>
    <FQDN></FQDN>
    <user></user>
    <password></password>
    <hcpReplicaHost></hcpReplicaHost>
    <hcpNamespace></hcpNamespace>
    </NamespaceShareSettings>
    <UseVersioning>not used</UseVersioning>
    <periodToHold></periodToHold>
    <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
    <WormSetting>
    <maxRetention></maxRetention>
    <minRetention></minRetention>
    <isAutoCommitEnabled></isAutoCommitEnabled>
    <commitModeSetting></commitModeSetting>
    <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
    <defaultRetention></defaultRetention>
    </WormSetting>
    <LUs>
    <LU>
    <deviceFileName>lu0002</deviceFileName>
    </LU>
    </LUs>
  </FileSystem>
  <FileSystem>
    <fileSystemName>fs05</fileSystemName>
    <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
    <isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
    <stripeSize></stripeSize>
    <aclType>Classic ACL</aclType>
    <NamespaceShareSettings>
    <type>Read/Write</type>
    <FQDN></FQDN>
    <user></user>
    <password></password>
    <hcpReplicaHost></hcpReplicaHost>
    <hcpNamespace>fs05-6d84d799-1b40-427c-85a6-53e6b75d3e3e</
    hcpNamespace>
    </NamespaceShareSettings>
    <UseVersioning>used</UseVersioning>
    <periodToHold>7</periodToHold>
    <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
    <WormSetting>
    <maxRetention>36500-0-0</maxRetention>
    <minRetention>0-0-0</minRetention>
    <isAutoCommitEnabled>true</isAutoCommitEnabled>
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    <commitModeSetting>manual</commitModeSetting>
    <autoCommitPeriod>0-0-15</autoCommitPeriod>
    <defaultRetention>10950-0-0</defaultRetention>
    </WormSetting>
    <LUs>
    <LU>
    <deviceFileName>lu0003</deviceFileName>
    </LU>
    <LU>
    <deviceFileName>lu0005</deviceFileName>
    </LU>
    </LUs>
  </FileSystem>
</FileSystems>

3. ファイルシステムを作成します。

fscreate.xml

<FileSystem>
  <fileSystemName>fs</fileSystemName>
  <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
  <isLvmStripingEnabled>false</isLvmStripingEnabled>
  <stripeSize></stripeSize>
  <aclType>Classic ACL</aclType>
  <NamespaceShareSettings>
  <type>Read/Write</type>
  </NamespaceShareSettings>
  <UseVersioning>used</UseVersioning>
  <periodToHold>7</periodToHold>
  <isBypassEnabled>true</isBypassEnabled>
  <WormSetting>
  <maxRetention>36500-0-0</maxRetention>
  <minRetention>0-0-0</minRetention>
  <isAutoCommitEnabled>true</isAutoCommitEnabled>
  <commitModeSetting>manual</commitModeSetting>
  <autoCommitPeriod>0-0-15</autoCommitPeriod>
  <defaultRetention>10950-0-0</defaultRetention>
  </WormSetting>
  <LUs>
  <LU>
  <deviceFileName>lu0003</deviceFileName>
  </LU>
  <LU>
  <deviceFileName>lu0005</deviceFileName>
  </LU>
  </LUs>
</FileSystem>

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems" -k -d @fscreate.xml -X PUT -H 
"Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:56:42 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Create file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

4. 作成したファイルシステムのマウント設定の情報を取得します。

ファイルシステムがマウントされていないことを確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/
MountSetting?prettyprint&verbose=true" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:56:58 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 264
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
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X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<MountSetting>
    <isMounted>false</isMounted>
    <mountStatus></mountStatus>
    <isReadOnly></isReadOnly>
    <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled></
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
</MountSetting>

5. 作成したファイルシステムをマウントします。

次の条件でマウントする例です。

◦ 書き込みを許可する

◦ ファイルシステムにアクセスしたときの 終アクセス時刻を更新する

fsmount.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<MountSetting>
    <isMounted>true</isMounted>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
</MountSetting>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/MountSetting" -k -d @fsmount.xml -
X POST -H "Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:01 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Mount file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

6. 編集するファイルシステムの情報を取得します。

編集するファイルシステムに設定されている内容を確認するために，情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/?prettyprint&verbose=true" -k -X 
GET -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:17 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 1424
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
    <fileSystemName>fs</fileSystemName>
    <usage>WORM</usage>
    <deviceStatus>Normal</deviceStatus>
    <freeBlocksInMegaBytes>40870.912</freeBlocksInMegaBytes>
    <usedBlocksInMegaBytes>4.096</usedBlocksInMegaBytes>
    <totalBlocksInMegaBytes>40875.008</totalBlocksInMegaBytes>
    <isLvmEnabled>true</isLvmEnabled>
    <fileSystemSizeInGigaByte>40.000</fileSystemSizeInGigaByte>
    <isLvmStripingEnabled>true</isLvmStripingEnabled>
    <stripes>2</stripes>
    <stripeSize>64</stripeSize>
    <aclType>Advanced ACL</aclType>
    <WormSetting>
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        <maxRetention>10950-0-0</maxRetention>
        <minRetention>0-0-0</minRetention>
        <isAutoCommitEnabled>false</isAutoCommitEnabled>
        <commitModeSetting></commitModeSetting>
        <autoCommitPeriod></autoCommitPeriod>
        <defaultRetention></defaultRetention>
        <isWormDeleteEnabled>true</isWormDeleteEnabled>
        <longestRetention></longestRetention>
    </WormSetting>
    <MountSetting>
        <isMounted>true</isMounted>
        <mountStatus>Normal</mountStatus>
        <isReadOnly>false</isReadOnly>
        <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
    </MountSetting>
    <LUs>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0004</deviceFileName>
        </LU>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0005</deviceFileName>
        </LU>
    </LUs>
</FileSystem>

7. 作成したファイルシステムの情報を編集します。

次の条件でファイルシステムの情報を編集する例です。

◦ WORM 対応ファイルシステムで自動コミットを有効にする

◦ ファイルシステムを拡張するために LU を追加する

fsmod.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<FileSystem>
    <WormSetting>
        <isAutoCommitEnabled>true</isAutoCommitEnabled>
        <commitModeSetting>manual</commitModeSetting>
        <autoCommitPeriod>0-0-15</autoCommitPeriod>
        <defaultRetention>10950-0-0</defaultRetention>
    </WormSetting>
    <addLUs>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0006</deviceFileName>
        </LU>
        <LU>
            <deviceFileName>lu0007</deviceFileName>
        </LU>
    </addLUs>
</FileSystem>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -d @fsmod.xml -X POST -H 
"Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:20 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 2
X-NODE-OperationList: [1]Expand file system, [2]Edit file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

8. CIFS 共有の情報を取得します。

作成する CIFS 共有の共有名などを決めるため，作成されている CIFS 共有を確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares?prettyprint&verbose=true" -k -X GET -H 
"Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Thu, 21 Feb 2013 06:42:36 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
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Content-Length: 1519
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get CIFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShares>
    <CIFSShare>
        <exportPoint>/mnt/aaa/sh1</exportPoint>
        <cifsShareName>sh</cifsShareName>
        <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
        <restrictionTargetHosts>0.0.0.0/0</restrictionTargetHosts>
        <isAccessRestrictionAllowed>false</isAccessRestrictionAllowed>
        <commentForShare></commentForShare>
        <isReadOnly>false</isReadOnly>
        <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
        <fileAccessPermissionOfOwner></fileAccessPermissionOfOwner>
        <fileAccessPermissionOfGroup></fileAccessPermissionOfGroup>
        <fileAccessPermissionOfOther></fileAccessPermissionOfOther>
        <directoryAccessPermissionOfOwner></
directoryAccessPermissionOfOwner>
        <directoryAccessPermissionOfGroup></
directoryAccessPermissionOfGroup>
        <directoryAccessPermissionOfOther></
directoryAccessPermissionOfOther>
        <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
        <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
        <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
        <fileTimestampChangeableUsers></fileTimestampChangeableUsers>
        <isHomeDirectoryEnabled>false</isHomeDirectoryEnabled>
        <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
        <vssUse>default</vssUse>
        <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
        <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
        <smbEncryption>default</smbEncryption>
        <writeDisallowedUsers></writeDisallowedUsers>
        <writeDisallowedGroups></writeDisallowedGroups>
        <writeAllowedUsers></writeAllowedUsers>
        <writeAllowedGroups></writeAllowedGroups>
    </CIFSShare>
</CIFSShares>

9. CIFS 共有を作成します。

CIFS 共有を次の条件で作成する例です。

◦ 共有ディレクトリとして，/mnt/fs/cifs ディレクトリを新たに作成する

◦ CIFS 共有名は cifsshare とする

◦ ファイルシステムにアクセスしたときの 終アクセス時刻を更新する

◦ アクセスを制限しない

◦ CIFS クライアントに ACL の参照・設定を許可する

◦ 書き込みを許可する

◦ CIFS 共有でホームディレクトリの自動作成機能を有効にする

◦ CIFS 共有への書き込みを許可および拒否するユーザー，グループを設定する

◦ ACL を設定する

cifscreate.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/cifs</exportPoint>
    <cifsShareName>cifsshare</cifsShareName>
    <isClassicAcl>false</isClassicAcl>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>10.213.77.231</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>true</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare>cifscomment</commentForShare>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <isHomeDirectoryEnabled>true</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
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    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
    <smbEncryption>default</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers>user3,user4</writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups>group3,group4</writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers>user1,user2</writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups>group1,group2</writeAllowedGroups>
    <DirectorySetup>
        <userName>22222</userName>
        <groupName>11111</groupName>
        <isStickyBit>true</isStickyBit>
        <ownerPermission>rw</ownerPermission>
        <groupPermission>rw</groupPermission>
        <otherPermission>rw</otherPermission>
    </DirectorySetup>
    <DirectoryACLSettings>
        <DirectoryACLSetting>
            <userGroupAccess>allow</userGroupAccess>
            <name>Everyone</name>
            <accountType>g</accountType>
            <applicationDestination>a</applicationDestination>
            <inheritanceRange>a</inheritanceRange>
            <accessPermission>r</accessPermission>
        </DirectoryACLSetting>
    </DirectoryACLSettings>
</CIFSShare>

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares" -k -d @cifscreate.xml -X PUT -H 
"Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 100 Continue

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:36 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 4
X-NODE-OperationList: [1]Create shared directory, [2]Edit shared 
directory, [3]Set ACL, [4]Create CIFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

10.編集する CIFS 共有の情報を取得します。

編集する CIFS 共有に設定されている内容を確認するために，情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/Y2lmc3NoYXJl?SHARE-DIRECTORY-
NAME=L21udC9mcy9jaWZz&prettyprint&verbose=true" -k -X GET -H "Accept: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Thu, 21 Feb 2013 06:29:58 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 1519

X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get CIFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/cifs</exportPoint>
    <cifsShareName>cifsshare</cifsShareName>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>0.0.0.0/0</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>false</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare></commentForShare>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
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    <fileAccessPermissionOfOwner></fileAccessPermissionOfOwner>
    <fileAccessPermissionOfGroup></fileAccessPermissionOfGroup>
    <fileAccessPermissionOfOther></fileAccessPermissionOfOther>
    <directoryAccessPermissionOfOwner></
directoryAccessPermissionOfOwner>
    <directoryAccessPermissionOfGroup></
directoryAccessPermissionOfGroup>
    <directoryAccessPermissionOfOther></
directoryAccessPermissionOfOther>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <fileTimestampChangeableUsers></fileTimestampChangeableUsers>
    <isHomeDirectoryEnabled>false</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
    <smbEncryption>default</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers></writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups></writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers></writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups></writeAllowedGroups>
</CIFSShare>

11.CIFS 共有の情報を編集します。

次の条件で CIFS 共有の情報を編集する例です。

◦ CIFS 共有名を変更する

◦ CIFS 共有への書き込みを許可および拒否するユーザー，グループを変更する

cifsmod.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<CIFSShare>
    <cifsShareName>cifssharechange</cifsShareName>
    <isClassicAcl>false</isClassicAcl>
    <isAclEnabled>true</isAclEnabled>
    <restrictionTargetHosts>10.213.77.88</restrictionTargetHosts>
    <isAccessRestrictionAllowed>true</isAccessRestrictionAllowed>
    <commentForShare>cifscomment</commentForShare>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isBrowseEnabled>true</isBrowseEnabled>
    <guestAccessPermission>default</guestAccessPermission>
    <diskSynchronizationPolicy>default</diskSynchronizationPolicy>
    <cifsClientCacheSetting>default</cifsClientCacheSetting>
    <isHomeDirectoryEnabled>true</isHomeDirectoryEnabled>
    <clientAccessPolicy>default</clientAccessPolicy>
    <vssUse>default</vssUse>
    <cifsClientRoCacheOptimize>default</cifsClientRoCacheOptimize>
    <accessBasedEnumeration>default</accessBasedEnumeration>
    <smbEncryption>default</smbEncryption>
    <writeDisallowedUsers>user1,user2</writeDisallowedUsers>
    <writeDisallowedGroups>group1,group2</writeDisallowedGroups>
    <writeAllowedUsers>user3,user4</writeAllowedUsers>
    <writeAllowedGroups>group3,group4</writeAllowedGroups>
</CIFSShare>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/Y2lmc3NoYXJl?SHARE-DIRECTORY-
NAME=L21udC9mcy9jaWZz" -k -X POST -d @cifsmod.xml -H "Content-Type: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 100 Continue

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:52 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Edit CIFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

12.NFS 共有の情報を取得します。

作成する NFS 共有の共有名などを決めるため，作成されている NFS 共有を確認します。

コマンドライン：
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curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares?prettyprint&verbose=true" -k -X GET -H 
"Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:56 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 925
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get NFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShares>
    <NFSShare>
        <exportPoint>/mnt/aaa/add</exportPoint>
        <anonymousUID>65534</anonymousUID>
        <anonymousGID>65534</anonymousGID>
        <isPortRestrictionEnabled>false</isPortRestrictionEnabled>
        <isSubtreeCheckEnabled>false</isSubtreeCheckEnabled>
        <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>false</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>
        <aclType>Classic ACL</aclType>
        <maxRwSize></maxRwSize>
        <AllowedHosts>
            <AllowedHost>
                <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
                <isReadOnly>false</isReadOnly>
                <synchronousWritingSetting>rw_sync</
synchronousWritingSetting>
                <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
                <securityFlavor>sys</securityFlavor>
            </AllowedHost>
        </AllowedHosts>
    </NFSShare>
</NFSShares>

13.NFS 共有を作成します。

NFS 共有を次の条件で作成する例です。

◦ 共有ディレクトリとして，/mnt/fs/nfs ディレクトリを新たに作成する

◦ 匿名ユーザーとしてアクセスするユーザー ID，グループ ID を設定する

◦ 1024 番より小さなインターネットポートから発信されたリクエストだけを受け付ける

◦ NFS 共有に対する 大転送長を 5KB とする

◦ すべてのホストに NFS 共有を読み取り専用で公開する

◦ ACL を設定する

nfscreate.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/nfs</exportPoint>
    <anonymousUID>22222</anonymousUID>
    <anonymousGID>22222</anonymousGID>
    <isPortRestrictionEnabled>true</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>true</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>true</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>    
    <maxRwSize>5</maxRwSize>
    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>true</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</
synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
    <DirectorySetup>
        <userName>22222</userName>
        <groupName>11111</groupName>
        <isStickyBit>true</isStickyBit>
        <ownerPermission>rw</ownerPermission>
        <groupPermission>rw</groupPermission>
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        <otherPermission>rw</otherPermission>
    </DirectorySetup>
    <DirectoryACLSettings>
        <DirectoryACLSetting>
            <userGroupAccess>allow</userGroupAccess>
            <name>Everyone</name>
            <accountType>g</accountType>
            <applicationDestination>a</applicationDestination>
            <inheritanceRange>a</inheritanceRange>
            <accessPermission>r</accessPermission>
        </DirectoryACLSetting>
    </DirectoryACLSettings>
</NFSShare>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares" -k -d @nfscreate.xml -X PUT -H 
"Content-Type: application/xml"

レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:57:58 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 4
X-NODE-OperationList: [1]Create shared directory, [2]Edit shared 
directory, [3]Set ACL, [4]Create NFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

14.編集する NFS 共有の情報を取得します。

編集する NFS 共有に設定されている内容を確認するために，情報を取得します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/nfs?SHARE-DIRECTORY-NAME=/mnt/fs/
nfs&prettyprint&verbose=true" -k -X GET -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:58:16 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 821
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get NFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <exportPoint>/mnt/fs/nfs</exportPoint>
    <anonymousUID>22222</anonymousUID>
    <anonymousGID>22222</anonymousGID>
    <isPortRestrictionEnabled>true</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>true</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>true</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>
    <aclType>Advanced ACL</aclType>
    <maxRwSize>5</maxRwSize>
    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>true</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</
synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
</NFSShare>

15.NFS 共有の情報を編集します。

次の条件で NFS 共有の情報を編集する例です。

◦ 匿名ユーザーとしてアクセスするユーザー ID，グループ ID を設定する
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◦ すべてのインターネットポートから発信されたリクエストを受け付ける

◦ サブツリーに実行権限（x）があるかどうかはチェックしない

◦ ロック要求があった場合に，権限チェックをしない

◦ NFS 共有に対する 大転送長を 6KB とする

◦ すべてのホストに NFS 共有への書き込みを許可する

nfsmod.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<NFSShare>
    <anonymousUID>33333</anonymousUID>
    <anonymousGID>33333</anonymousGID>
    <isPortRestrictionEnabled>false</isPortRestrictionEnabled>
    <isSubtreeCheckEnabled>false</isSubtreeCheckEnabled>
    <isAccessCheckWithLockRequestEnabled>false</
isAccessCheckWithLockRequestEnabled>    
    <maxRwSize>6</maxRwSize>
    <AllowedHosts>
        <AllowedHost>
            <hostOrAddress>*</hostOrAddress>
            <isReadOnly>false</isReadOnly>
            <synchronousWritingSetting>rw_sync</
synchronousWritingSetting>
            <anonymousMapping>root_only</anonymousMapping>
            <securityFlavor>sys</securityFlavor>
        </AllowedHost>
    </AllowedHosts>
</NFSShare>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/nfs?SHARE-DIRECTORY-NAME=/mnt/fs/nfs" -
k -d @nfsmod.xml -X POST -H "Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Tue, 19 Apr 2011 07:58:17 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Edit NFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

A.5 ファイルシステムを削除する例
ファイルシステムを削除する例を次に示します。

表 A-5 : ファイルシステムを削除する例

操作 リソースの URI
HTTPメ

ソッド
参照先

1. 指定し た CIFS 共有があ るかど う か確認し ます。 /CIFSShares/＜ 

Base64でエンコードされ

た CIFS 共有名＞

HEAD 3.3.3.4

2. 指定し た CIFS 共有を削除し ます。 /CIFSShares/＜ 

Base64でエンコードされ

た CIFS 共有名＞

DELETE 3.3.3.3

3. 指定し た NFS 共有があ るかど う か確認し ます。 /NFSShares/＜ NFS 共

有ディレクトリ名＞

HEAD 3.9.3.4

4. 指定し た NFS 共有を削除し ます。 /NFSShares/＜ NFS 共

有ディレクトリ名＞

DELETE 3.9.3.3

5. 指定し たフ ァ イルシステムがあ るかど う か確認し ま

す。

/FileSystems/＜ファイ

ルシステム名＞

HEAD 3.5.3.4
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1. 指定した CIFS 共有があるかどうか確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/Y2lmc3NoYXJlY2hhbmdl?SHARE-DIRECTORY-
NAME=L21udC9mcy9jaWZz" -k -X HEAD -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:02 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 1499
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get CIFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

2. 指定した CIFS 共有を削除します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/CIFSShares/Y2lmc3NoYXJlY2hhbmdl?SHARE-DIRECTORY-
NAME=L21udC9mcy9jaWZz" -k -X DELETE -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:03 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Delete CIFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

3. 指定した NFS 共有があるかどうか確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/nfs?SHARE-DIRECTORY-NAME=/mnt/fs/nfs" -
k -X HEAD -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:05 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 658
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get NFS share details
Connection: close
Content-Type: application/xml

4. 指定した NFS 共有を削除します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/NFSShares/nfs?SHARE-DIRECTORY-NAME=/mnt/fs/nfs" -
k -X DELETE -H "Accept: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:07 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1

6. 指定し たフ ァ イルシステムをアンマウ ン ト し ます。 /FileSystems/＜ファイ

ルシステム名＞ /

MountSetting

POST 3.5.3.2

7. 指定し たフ ァ イルシステムを削除し ます。 /FileSystems/＜ファイ

ルシステム名＞

DELETE 3.5.3.3

操作 リソースの URI
HTTPメ

ソッド
参照先
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X-NODE-OperationList: [1]Delete NFS share
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

5. 指定したファイルシステムがあるかどうか確認します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -X HEAD -H "Content-Type: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:11 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
Content-Length: 685
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Get file system details
Connection: close
Content-Type: application/xml

6. 指定したファイルシステムをアンマウントします。

fsumount.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<MountSetting>
    <isMounted>false</isMounted>
    <isReadOnly>false</isReadOnly>
    <isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>true</
isFileLastAccessTimeRecordingEnabled>
</MountSetting>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/MountSetting" -k -d @fsumount.xml 
-X POST -H "Content-Type: application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:14 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Unmount file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

7. 指定したファイルシステムを削除します。

コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜ホスト名または
IPアドレス＞:9090/mapi/FileSystems/fs/" -k -X DELETE -H "Content-Type: 
application/xml"
レスポンス：

HTTP/1.1 200 OK
Date: Mon, 11 Apr 2011 05:39:27 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Delete file system
Content-Length: 0
Connection: close
Content-Type: text/plain; charset=iso-8859-1

A.6 OS を停止する例

OS を停止する例を次に示します。
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表 A-6 : OS を停止する例

1. リクエスト先のノードの OS を停止します。

osShutdown.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Service>
    <operation>Shutdown</operation>
</Service>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜片方のノードの
ホスト名＞:9090/mapi/SystemController/OS -k -d @osShutdown.xml -X POST -
H Content-Type: application/xml
レスポンス：

HTTP/1.1 202 Accepted
Date: Tue, 12 Apr 2011 13:21:18 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Shutdown OS
Connection: close
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: text/html;charset=utf-8

<html><head><title>202 Accepted</title></head><body><h1>202 Accepted</
h1></body></html>

2. クラスタ内のもう一方のノードの OS を停止します。

osShutdown.xml
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<Service>
    <operation>Shutdown</operation>
</Service>
コマンドライン：

curl -i -1 -b api-auth=＜ユーザー名＞:＜パスワード＞ "https://＜もう一方のノー
ドのホスト名＞:9090/mapi/SystemController/OS -k -d @osShutdown.xml -X 
POST -H Content-Type: application/xml
レスポンス：

HTTP/1.1 202 Accepted
Date: Tue, 12 Apr 2011 13:21:19 GMT
Server: Nec Web Server 04-00 (Unix) mod_jk
X-NODE-APIVersionID: 6.4.2-00
X-NODE-CompletedOperation: 1
X-NODE-OperationList: [1]Shutdown OS
Connection: close
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: text/html;charset=utf-8

<html><head><title>202 Accepted</title></head><body><h1>202 Accepted</
h1></body></html>

操作 リソースの URI
HTTPメ

ソッド
参照先

1. リ ク エス ト 先の ノード の OS を停止し ます。 /SystemController/OS POST 3.12.3.2

2. ク ラ ス タ内のも う 一方の ノ ード の OS を停止し ます。 /SystemController/OS POST 3.12.3.2
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